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趙
州
和
尚
、
南
泉
に
嗣
ぐ
、
北
地
に
在
り
、
師
諱
は
全

。
青
社
、
緇
丘
の
人
な
り
。
少
に
し
て
本
州
龍
興
寺
に
お
い
て
出
家
し
、
嵩
山
琉
璃
壇
に
受
戒

た
し
な

す
。
経
律
を
味
ま
ず
、
遍
く

林
に
参
じ
、
一
た
び
南
泉
に
造
っ
て
他
往
無
し
。
既
に
盛
筵
に
遭
え
ば
、
寧
ぞ
扣
撃
無
か
ら
ん
や
。

は

　
師
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
道
。
南
泉
云
く
、
平
常
心
是
れ
道
。
師
云
く
、
還
た
趣
向
す
べ
き
や
。
南
泉
云
く
、
擬
す
れ
ば
則
ち
乖
く
。
師
云
く
、
擬
せ

も

ざ
る
時
如
何
が
是
れ
道
な
る
こ
と
を
知
ら
ん
。
南
泉
云
く
、
道
は
知
と
不
知
と
に
属
せ
ず
。
知
は
是
れ
妄
覚
、
不
知
は
是
れ
無
記
な
り
。
若
し
真
に
不
擬
の

道
に
達
せ
ば
、
猶
お
太
虚
の

然
と
し
て
蕩
豁
す
る
が
如
し
。
豈
に
是
非
す
べ
け
ん
や
。
師
は
是
に
お
い
て
頓
に
玄
機
を
領
し
、
心
は
朗
月
の
如
し
。

れ

よ
り
、
縁
に
随
い
性
に
任
せ
、
浮
生
を
笑

し
、
毳
を
擁
し

を
携
え
、
煙
水
を
周
遊
す
。

　
　
師
が
た
ず
ね
る
、
ど
の
よ
う
な
の
が
道
で
し
ょ
う
か
。
南
泉
が
云
う
、
平
常
心
が
道
だ
。
師
が
云
う
、
趣
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
南
泉
が
云
う
、
そ

う
し
よ
う
と
す
れ
ば
乖
い
て
し
ま
う
。
師
が
云
う
、
そ
う
し
よ
う
と
し
な
い
な
ら
、
ど
う
し
て
是
れ
が
道
だ
と
知
れ
ま
す
か
。
南
泉
が
云
う
、
道
は
知
と

か
不
知
と
か
に
属
さ
な
い
。
知
は
妄
覚
だ
し
、
不
知
は
無
記
だ
。
も
し
本
当
に
不
擬
の
道
に
到
達
し
た
な
ら
、
大
虚
の
よ
う
に
か
ら
り
と
し
て
何
も
な
い
。

ど
う
し
て
是
非
で
き
よ
う
。
師
は
そ
こ
で
す
ぐ
に
玄
機
を
領
し
、
心
は
明
る
い
月
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
縁
に
し
た
が
っ
て
思
い
の
ま
ま
に
、
浮

世
を
笑
い
と
ば
し
な
が
ら
、
毳
衣
を
つ
け
、
杖
を
た
ず
さ
え
て
山
水
を
周
遊
し
た
。

・
平
常
心
是
れ
道
　
あ
た
り
ま
え
の
心
が
道
で
あ
る
。
元
来
は
馬
祖
の
語
。

　
師
、
座
主
に
問
う
、
所
業
は
什
摩
ぞ
。
對
え
て
云
く
、
維
摩
経
を
講
ぜ
り
。
師
云
く
、
維
摩
は
還
た
祖
父
有
り
や
。
對
え
て
云
く
、
有
り
。
師
云
く
、
阿

し

那
个
か
是
れ
維
摩
の
祖
父
。
對
え
て
云
く
、
則
ち
某
甲
便
ち
是
れ
。
師
云
く
、
既
に
是
れ
祖
父
な
ら
ば
、
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
兒
孫
の
為
に
傳
語
す
る
や
。

座
主
無
對
。
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・
阿
那
个
是
　
原
文
「
阿
那
是
」
と
あ
り
、
个
を
補
う
。

・
既
に
是
れ
云

云

　
お
前
が
維
摩
の
祖
父
な
ら
孫
の
維
摩
の
教
え
を
伝
え
る
の
は
お
か
し
い
。

ほ
っ

　
問
う
、
學
人
、
作
佛
し
去
ら
ん
と
擬
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
心
力
を
費
や
す
。
僧
云
く
、
心
力
を
費
や
さ
ざ
る
時
如
何
。
師
云
く
、
作
佛
し
去
る
。

・
費
心
力
　
ご
苦
労
だ
な
、
む
だ
な
こ
と
だ
の
意
。

　
問
う
、
夜
は
兜
率
に
昇
り
、
晝
は
閻
浮
に
降
る
。
其
中
の
摩
尼
什
摩
と
為
て
か
現
ぜ
ざ
る
。
師
云
く
、
什
摩
と
道
い
し
や
。
僧
再
び
問
う
。
師
云
く
、
道

う
を
見
ず
や
、

婆
尸
佛
は
早
く
心
を
留
む
る
も
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で
妙
を
得
ず
、
と
。

い 

ず 

れ

ゆ

　
有
る
僧
辞
す
、
什
摩
の

に
か
去
く
。
對
え
て
云
く
、
南
方
に
去
く
。
師
云
く
、
三
千
里
外
人
に
逢
う
も
喜
ぶ
こ
と
莫
れ
。
僧
云
く
、
學
人
不
會
。
師
云

く
、
柳
絮
柳
絮
。

・
柳
絮
　
柳
の
綿
毛
。
軽
く
て
空
に
無
う
。
子
供
は
そ
れ
を
取
ろ
う
と
追
い
か
け
て
遊
ぶ
。

は

　
第
一
座
に
問
う
、
堂
中
還
た
祖
父
有
り
や
。
對
え
て
云
く
、
有
り
。
師
云
く
、
喚
び
来
っ
て
老
僧
の
与
に
洗
脚
せ
し
め
よ
。

・
祖
父
　
聖
僧
文
殊
を
指
す
か
、
達
磨
を
い
う
か
。

・
与
老
僧
洗
脚
　
臨
済
録
「
趙
州
行
脚
時
参
師
、
遇
師
洗
脚
次
、
州
便
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
師
云
、
恰
値
老
僧
洗
脚
。
州
近
前
、
作
聴
勢
。
師

云
、
更
要
第
二
杓
悪
水

在
。
州
便
下
去
」
の
問
答
を
前
提
と
す
る
。

　
師
、
衆
に
示
し
て
云
く
、
我
が
這
裏
は
亦
た
在
窟
の
師
子
有
り
。
亦
た
出
窟
の
師
子
有
り
。
只
だ
是
れ
師
子
児
無
し
。
僧
有
り
出
で
来
た
っ
て
彈
指
す
る
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な

す
　
で

こ
と
両
三
下
す
。
師
云
く
、
什
摩
を
か
作
す
。
僧
云
く
、
師
子
児
な
り
。
師
云
く
、
我
れ
喚
ん
で
師
子
と
作
す
す
ら
早
是
に
罪
過
な
る
に
、

は
又
た
更
に

蹴
踏
し
て
什
摩
を
か
作
す
。

　
　
師
は
衆
に
示
し
て
云
っ
た
、
わ
し
の
と
こ
ろ
は
、
在
窟
の
獅
子
も
い
れ
ば
、
出
窟
の
獅
子
も
い
る
。
た
だ
獅
子
の
児
が
い
な
い
だ
け
だ
。
あ
る
僧
が
出

て
来
て
、
彈
指
両
三
下
し
た
。
師
が
云
う
、
ど
う
し
た
と
い
う
の
だ
。
僧
が
云
う
、
獅
子
の
児
で
す
。
師
が
云
う
、
わ
し
が
獅
子
と
名
づ
け
る
の
す
ら
す

で
に
罪
つ
く
り
な
の
に
、
お
前
さ
ん
足
ふ
み
な
ら
し
て
ど
う
し
た
と
い
う
の
だ
。

・
蹴
踏
　
獅
子
児
の
つ
も
り
で
足
ふ
み
な
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
い
う
。

　
問
う
、
与
摩
に
来
た
る
底
の
人
、
師
還
た
接
す
る
や
。
師
云
く
、
接
す
。
与
摩
に
来
た
ら
ざ
る
底
の
人
、
師
還
た
接
す
る
や
。
師
云
く
、
接
す
。
僧
云
く
、

ま
か

与
摩
に
来
た
る
底
の
人
は
、
師
の
接
す
る
に
従
せ
ん
。
与
摩
に
来
た
ら
ざ
る
底
の
人
、
師
は
如
何
ん
が
接
す
る
。
師
云
く
、
止
み
ね
止
み
ね
、
説
く
を
須
い

ず
。
我
が
法
は
妙
に
し
て
思
う
こ
と
難
し
。

　
　
問
う
、
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
修
行
僧
を
、
師
は
迎
え
と
ら
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
迎
え
と
る
。
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
こ
な
い
修
行
者
を
師
は
迎

え
と
ら
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
迎
え
と
る
。
僧
が
云
う
、
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
修
行
僧
は
お
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
、
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
来
な
い

修
行
者
は
ど
の
よ
う
に
迎
え
と
ら
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
止
み
ね
止
み
ね
、
説
く
を
須
い
ず
。
我
が
法
は
妙
に
し
て
思
う
こ
と
難
し
。

・
止
止
以
下
　
法
華
経
方
便
品
の
句
。
相
手
に
判
断
停
止
を
命
じ
た
も
の
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
平
常
心
。
師
云
く
、
虎
狼
野
干
是
な
り
。
僧
云
く
、
還
た
教
化
す
る
や
。
師
云
く
、

が
門
戸
を
歴
せ
ず
。
僧
云
く
、
与
摩
な

は
な
は

ら
ば
那
个
の
人
を
平
沈
す
る
こ
と
莫
き
や
。
師
云
く
、
太
だ
好
し
平
常
心
な
る
に
。

　
　
問
う
、
何
が
平
常
心
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
虎
狼
野
干
が
そ
う
だ
。
僧
が
云
う
、
教
化
す
る
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
寄

ら
な
い
よ
。
僧
が
云
う
、
そ
れ
で
は
那
个
の
人
を
駄
目
に
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
師
が
云
う
、
そ
れ
で
こ
そ
平
常
心
と
い
う
も
の
だ
。
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・
こ
の
問
答
に
該
当
す
る
も
の
が
趙
州
録
に
も
見
ら
れ
る
が
、
二
つ
の
別
の
問
答
に
分
か
れ
て
い
る
。「
問
、
如
何
是
平
常
心
、
師
云
、
狐
狼
野
干
是
」

「
問
、
平
常
心
底
人
、
還
受
教
化
也
無
。
師
云
、
我
不
歴
他
門
戸
。
學
云
、
與

則
莫
沈
却
那
辺
人

。
師
云
、
大
好
平
常
心
」。

し

　
大
王
師
を
礼
拝
す
。
師
、
床
を
下
ら
ず
。
侍
者
問
う
、
大
王
来
た
れ
り
。
師
、
什

と
為
て
か
地
に
下
ら
ざ
る
。
師
云
く
、
汝
等
會
せ
ず
、
上
等
の
人
来

た
ら
ば
縄
床
に
上
り
て
接
し
、
中
等
の
人
来
た
ら
ば
縄
床
を
下
り
て
接
し
、
下
等
の
人
来
た
ら
ば
三
門
外
に
接
す
る
こ
と
を
。

　
師
、
座
主
に
問
う
、
久
し
く
什
摩
の
業
を
蘊
む
や
。
對
え
て
云
く
、
涅
槃
経
。
師（
云
く
）、
座
主
に
一
段
の
義
を
問
わ
ん
、
得
た
り
や
。
對
え
て
云
く
、
得

た
り
。
師
、
脚
を
以
て
剔
し
空
中
に
口
吹
し
て
却
っ
て
問
う
、
這
个
は
是
れ
涅
槃
経
中
の
義
な
り
や
。
云
く
、
是
な
り
。
師
云
く
、
會
す
る
や
。
不
會
。
師

云
く
、
這
个
は
是
れ
五
百
力
士
結
成
す
る
の
義
な
り
。

・
五
百
力
士
結
成
之
義
　
涅
槃
経
三
十
三
に
見
え
る
話
し
に
も
と
づ
く
。
結
成
と
い
う
の
は
、
三
十
万
の
力
士
が
、
釈
尊
が
三
月
後
に
涅
槃
さ
れ
る

と
聞
い
て
　「
相
與
集
聚
、
平
治
道
路
」
し
た
こ
と
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。

　
師
、
衆
に
示
し
て
云
く
、
我
れ
三
十
年
前
、
南
方
に
在
り
、
火
炉
頭
に
無

主
の
話
を
挙
せ
し
に
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で
、
人
の
道
著
す
る
無
し
。
人

有
っ
て
挙
し
て
雪
峯
に
問
え
り
、
趙
州
無

主
の
話
、
作
摩
生
か
道
わ
ん
。
峯
便
ち
踏
倒
す
。

　
　
師
は
衆
に
示
し
て
云
っ
た
、
わ
し
は
三
十
年
前
、
南
方
に
い
て
、
い
ろ
り
端
で
無

主
の
話
を
挙
し
た
が
、
ず
っ
と
い
ま
ま
で
道
い
あ
て
た
も
の
は
い

な
い
。
あ
る
も
の
が
こ
の
話
し
を
雪
峯
に
問
う
た
。
趙
州
和
尚
の
無

主
の
話
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
い
わ
れ
ま
す
か
。
す
る
と
雪
峯
は
踏
み
倒
し
た
。

　
師
、
又
た
一
老
宿
の
處
に
到
る
。
老
宿
云
く
、
老
大
の
人
、
何
ぞ
住
處
を
覓
取
せ
ざ
る
。
師
云
く
、
什
摩
の
處
か
是
れ
某
甲
が
住
處
な
る
。
老
宿
云
く
、
老

大
の
人
、
住
處
も
也
た
識
ら
ず
。
師
云
く
、
三
十
年
騎
馬
を
學
ん
で
、
今
日
驢
の
撲
す
る
こ
と
を
被
れ
り
。
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師
は
あ
る
と
き
一
老
宿
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た
。老
宿
が
云
う
、い
い
年
を
し
て
ど
う
し
て
落
ち
着
き
先
を
ち
ゃ
ん
と
探
さ
な
い
の
だ
。師
が
云
う
、

ど
こ
が
わ
た
し
の
落
ち
着
き
先
だ
ろ
う
。
老
宿
が
云
う
、
い
い
年
を
し
て
、
落
ち
着
き
先
も
わ
か
ら
ん
と
は
。
師
が
云
う
、
三
十
年
騎
馬
を
習
っ
て
、
今

日
は
驢
馬
な
ん
ぞ
に
投
げ
だ
さ
れ
た
わ
い
。

・
伝
灯
録
十
茱
萸
の
伝
に
よ
れ
ば
、
老
宿
は
茱
萸
で
あ
る
。

居
士
語
録
の
「
居
士
一
日
見
牧
童
、
乃
問
、
路
従
什

処
去
。
童
曰
、
路
也
不
識
。
士

曰
、
這
看
牛
児
。
童
曰
、
這
畜
生
。
士
曰
、
今
日
什

時
也
。
童
曰
、
挿
田
時
也
。
士
大
笑
」
と
い
う
一
段
を
参
照
。

　
問
う
、
教
を
離
れ
て
、
請
う
師
決
せ
よ
。
師
云
く
、
与
摩
の
人
な
ら
ば
則
ち
得
た
り
。
僧

か
に
礼
拝
す
る
や
師
云
く
、
問
う
に
好
し
、
問
う
に
好
し
。
僧

云
く
、
和
尚
に
諮
す
。
師
云
く
、
今
日
荅
話
せ
ず
。

す 

か 

ん

お

　
問
う
、
澄
澄
と
し
て

を
絶
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
我
が
此
間
に
這
个
の
客
作
の
漢
を
著
か
ず
。

・
客
作
漢
　
や
と
わ
れ
小
作
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
の
家
風
。
師
云
く
、

に
向
か
っ
て
道
わ
ず
。
僧
云
く
、
什
摩
と
為
し
て
か
道
わ
ざ
る
。
師
云
く
、
是
れ
我
が
家
風
な
り
。

　
問
う
、
如
何
ん
が
國
王
の
恩
に
報
ゆ
る
こ
と
を
得
ん
。
師
云
く
、
念
佛
せ
よ
。
僧
云
く
、
街
頭
の
貧
児
す
ら
也
た
念
佛
す
。
師
は
一
个
の
銭
を
拈
じ
て
与

う
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
分
の
事
。
師
、
學
人
を
指
し
て
云
く
、
是
れ

が
本
分
の
事
な
り
。
僧
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
の
本
分
の
事
。
師
云

く
、
是
れ
我
が
本
分
の
事
な
り
。
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・
是

本
分
事
　
ほ
か
な
ら
ぬ
お
前
の
本
分
の
事
だ
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
向
上
の
事
。
師
云
く
、
我
れ
は

が
脚
底
に
在
り
。
僧
云
く
、
師
は
什
摩
と
為
て
か
學
人
が
脚
底
に
在
る
。
師
云
く
、

の

佛
向
上
の
事
有
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
が
為
め
な
り
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
密
室
中
の
人
。
師
、
展
手
し
て
云
く
、
茶
塩
銭
、
布
施
せ
よ
。
人
有
り
、
雲
居
に
問
う
、
趙
州
与
摩
に
道
う
、
意
作
摩
生
。
雲

居
云
く
、
八
十
の
老
公
場
屋
を
出
づ
。

・
八
十
老
公
出
場
屋
　
伝
灯
録
巻
十
七
雲
居
の
伝
に
「
八
十
老
人
出
場
屋
、
不
是
小
兒
戯
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

　
問
う
、
栢
樹
子
に
還
た
佛
性
有
り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
幾
時
に
か
成
佛
す
る
。
師
云
く
、
虚
空
の
地
に
落
つ
る
を
待
つ
。
僧
云
く
、
虚
空
は

幾
時
に
か
地
に
落
つ
。
師
云
く
、
栢
樹
の
成
佛
す
る
を
待
つ
。

　
　
問
う
、
栢
樹
子
に
佛
性
が
あ
り
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
有
る
。
僧
が
云
う
、
い
つ
成
佛
し
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
天
空
が
地
に
落
ち
が
時
だ
。
僧
が
云

う
、
い
つ
地
に
落
ち
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
栢
樹
子
が
成
佛
し
た
時
だ
。

・
此
の
一
段
、
佛
性
と
成
佛
と
の
断
絶
に
問
題
が
あ
る
。
佛
性
が
成
佛
の
可
能
性
と
し
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
。

・
虚
空
落
地
　
天
地
崩
壊
す
る
こ
と
。
あ
り
え
な
い
こ
と
を
云
っ
た
も
の
。
兎
角
亀
毛
と
云
う
の
と
同
じ
。

　
新
到
、
座
具
を
展
ぶ
る
次
で
、
師
問
う
、
近
離
何
れ
の
方
ぞ
。
僧
云
く
、
方
面
無
し
。
師
起
ち
て
僧
の
背
後
に
向
か
っ
て
立
つ
。
僧
、
座
具
を
把
り
て
起

つ
。
師
云
く
、
太
だ
好
し
、
無
方
面
な
る
。

　
　
新
参
の
僧
が
座
具
を
敷
い
た
時
、
師
が
問
う
、
ど
の
方
面
か
ら
来
た
か
。
僧
が
云
う
、
方
面
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
師
は
起
ち
あ
が
っ
て
僧
の
背
後
に
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立
つ
。
僧
は
座
具
を
持
っ
て
起
ち
あ
が
る
。
師
が
云
う
、
見
事
に
方
面
が
な
い
な
。

・
趙
州
録
は
「
問
新
到
、
従
何
方
来
。
云
、
無
方
面
来
。
師
乃
転
背
。
僧
将
坐
具
随
師
転
。
師
云
、
大
好
無
方
面
」。

か
れ

　
僧
、
辞
す
る
次
い
で
、
師
問
う
、
外
方
に
人
有
り
て
、
還
た
趙
州
に
見
え
し
や
と
問
わ
ば
、
作
摩
生
か
他
に
向
か
っ
て
道
わ
ん
。
僧
云
く
、
只
だ
和
尚
に

見
え
た
り
と
道
う
の
み
。
師
云
く
、
老
僧
は
一
頭
の
驢
に
似
た
り
。
汝
は
、
作
摩
生
か
見
え
ん
。
僧
無
對
。

　
　
僧
が
行
脚
に
出
掛
け
よ
う
と
し
た
時
、
師
が
問
う
、
よ
そ
で
あ
る
人
が
、
趙
州
に
お
目
に
か
か
っ
た
か
と
た
ず
ね
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
彼
に
云
う
か
な
。

僧
が
云
う
、
和
尚
に
お
目
に
か
か
っ
た
と
云
う
だ
け
で
す
。
師
が
云
う
、
老
僧
は
一
頭
の
驢
馬
に
そ
っ
く
り
だ
。
お
前
は
ど
の
様
に
お
目
に
か
か
る
か
な
。

僧
は
答
え
な
い
。

・
似
一
頭
驢
　
驢
馬
そ
の
も
の
だ
と
い
う
語
気
。

　
師
、
新
到
に
問
う
、
近
離
什
摩
の

ぞ
。
云
く
、
近
ご
ろ
南
方
を
離
る
。
師
云
く
、
什
摩
人
を
か
伴
子
と
為
す
。
僧
云
く
、
畜
生
を
伴
子
と
為
す
。
師
云

く
、
好
个
の
闍
梨
、
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
畜
生
と
伴
子
と
作
る
。
僧
云
く
、
異
り
無
き
が
故
な
り
。
師
云
く
、
太
だ
好
し
、
畜
生
。
僧
云
く
、
争
か
肯
わ

ん
。
師
云
く
、
肯
わ
ざ
る
こ
と
は
則
ち
一
任
す
。
我
に
伴
子
を
還
し
来
た
れ
。
僧
無
對
。

　
　
師
が
新
参
の
僧
に
問
う
、
ち
か
ご
ろ
ど
こ
に
居
ら
れ
た
の
か
。
云
う
、
南
方
に
居
り
ま
し
た
。
師
が
云
う
、
ど
ん
な
人
が
連
れ
だ
。
僧
が
云
う
、
畜
生

が
連
れ
で
す
。
師
が
云
う
、
立
派
な
僧
が
ど
う
し
て
畜
生
な
ん
か
と
連
れ
に
な
っ
た
の
だ
。
僧
が
云
う
、
私
と
ち
が
い
な
ど
な
い
か
ら
で
す
。
師
が
云
う
、

見
事
な
畜
生
だ
。
僧
が
云
う
、
そ
れ
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
な
。
師
が
云
う
、
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
お
前
の
好
き
な
様
に
。
わ
し
に
そ
の
連
れ

を
つ
れ
て
き
て
見
せ
て
く
れ
。
僧
は
答
え
な
い
。

・
太
好
畜
生
　
僧
を
も
含
め
て
言
っ
た
と
こ
ろ
。
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僧
有
り
、

に
礼
拝
す
る
や
、
師
云
く
、
珎
重
。
僧
申
問
す
。
師
云
く
、
又
た
是
れ
な
り
、
又
た
是
れ
な
り
。

　
　
あ
る
僧
が
、
お
じ
ぎ
を
し
た
と
た
ん
、
師
が
言
う
、
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
僧
が
質
問
す
る
。
師
が
言
う
、
ま
た
か
、
ま
た
か
。

・
又
是
也
又
是
也
　
ま
た
し
て
も
か
と
い
う
意
。
ま
た
例
の
や
つ
か
と
い
う
語
気
。

ゆ

も

し

　
問
う
、
学
人
南
方
に
去
く
。
忽
然
雪
峯
の
趙
州
の
意
を
問
わ
ば
、
作
摩
生
か
祇
對
せ
ん
。
師
云
く
、
冬
に
遇
わ
ば
則
ち
寒
く
、
夏
に
遇
わ
ば
則
ち
執
火

し
。
進

ん
で
曰
く
、
究
竟
じ
て
趙
州
の
意
旨
如
何
ん
。
師
云
く
、
親
し
く
趙
州
よ
り
来
た
る
、
是
れ
傳
語
人
な
ら
ず
。
其
の
僧
、
雪
峯
に
到
る
。
果
た
し
て
、
問
う

所
の
如
し
。
其
の
僧
、
一
一
上
の
如
く
に
挙
對
す
。
雪
峯
曰
く
、
君
子
は
千
里
同
風
。

　
　
問
う
、
私
は
南
方
に
参
り
ま
す
。
も
し
雪
峯
が
趙
州
の
意
旨
を
た
ず
ね
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
か
。
師
が
言
う
、
冬
が
く
れ
ば
寒
く
、

夏
が
く
れ
ば
暑
い
。
進
ん
で
い
う
、
結
局
趙
州
の
意
旨
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。
師
が
言
う
、
直
々
に
趙
州
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。〔
意
旨
を
〕
受
け
売

り
す
る
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
其
の
僧
が
雪
峯
に
や
っ
て
く
る
と
、
果
た
し
て
問
わ
れ
た
通
り
だ
っ
た
。
そ
の
僧
は
一
つ
一
つ
先
の
様
に
答
え
る
。
雪

峯
が
云
う
、
君
子
は
千
里
を
距
て
て
も
同
じ
お
も
む
き
。

・
遇
冬
云

云

　
師
が
答
話
を
示
し
た
処
。

・
究
竟
趙
州
云

云

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
趙
州
の
意
旨
は
ど
う
な
ん
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
ま
し
ょ
う
か
。

・
君
子
千
里
同
風
　
伝
灯
録
巻
十
八
玄
沙
の
章
で
は
、
玄
沙
の
書
簡
が
端
著
と
な
っ
て
い
る
。「
師
一
日
遣
僧
送
書
、
上
雪
峯
和
尚
。
雪
峯
開
緘
、
唯

白
紙
三
幅
。
問
僧
、
會

。
曰
、
不
會
。
峯
曰
、
不
見
道
、
君
子
千
里
同
風
」。

も

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
云
く
、
亭
前
の
栢
樹
子
。
僧
云
く
、
和
尚
、
境
を
將
っ
て
人
に
示
す
こ
と
莫
か
れ
。
師
云
く
、
我
は
境
を
將
っ

て
人
に
示
さ
ず
。
僧
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
云
く
、
亭
前
の
栢
樹
子
。

　
　
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
、
祖
師
西
来
の
意
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
亭
前
の
柏
樹
子
だ
。
僧
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
、
境
で
お
示
し
に
な
ら
な
い
で
下
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さ
い
。
師
が
云
う
、
わ
し
は
境
で
示
し
て
は
い
な
い
。
僧
が
云
う
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
祖
師
西
来
の
意
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
亭
前
の
栢
樹
子
だ
。

・
此
の
一
段
、
無
門
関
第
三
十
七
則
に
「
趙
州
因
僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
州
云
、
庭
前
栢
樹
子
」
と
あ
る
。

・
莫
將
境
示
人
　
境
と
は
、
本
質
で
は
な
く
て
可
視
的
な
現
象
に
す
ぎ
ぬ
も
の
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
學
人
の
師
。
師
云
く
、
雲
に
山
を
出
づ
る
の
勢
い
有
り
、
水
に
澗
に
投
ず
る
の
聲
無
し
。
僧
云
く
、
這
个
を
問
わ
ず
。
師
云
く
、

是
れ

が
師
な
る
に
問
わ
ず
。

　
　
問
う
、
私
の
師
は
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
。
師
が
い
う
、
雲
は
山
を
出
よ
う
と
し
、
水
は
澗
に
落
ち
る
音
を
た
て
な
い
。
僧
が
云
う
、
そ
れ
を
問
う
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
師
が
い
う
、
こ
れ
こ
そ
お
前
の
師
で
あ
る
の
に
問
わ
な
い
の
か
。

・
雲
有
云

云

　
湧
き
上
が
ら
ん
と
す
る
雲
。
音
も
な
く
流
れ
る
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
澗
の
水
と
い
う
自
然
の
情
景
を
述
べ
て
、
學
人
の
師
を
示
し
た
。

　
問
う
、
頭
頭
這
裏
に
到
る
時
如
何
ん
、
師
云
く
、
猶
お
老
僧
と
較
ぶ
る
こ
と
一
百
歩
。

　
　
問
う
、
一
つ
一
つ
が
こ
こ
に
到
達
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
私
の
境
地
と
較
べ
る
と
一
百
歩
も
隔
っ
て
い
る
。

・
猶
較
老
僧
一
百
歩
　
私
の
境
地
と
較
べ
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
隔
た
り
が
あ
る
。
這
裏
に
到
る
と
い
う
こ
と
を
は
ね
つ
け
て
い
る
処
。

　
問
う
、
方

就
ら
ざ
る
時
如
何
。
師
云
く
、
方
な
ら
ず
、

な
ら
ず
。
云
く
、
与
摩
な
る
時
、
作
摩
生
。
師
云
く
、
是
れ
方
、
是
れ

。

　
　
問
う
、
方
と
円
が
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
な
い
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
四
角
く
も
な
く
、
円
く
も
な
い
。
云
う
、
そ
の
よ
う
な

と
き
は
ど
う
な
り
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
四
角
く
も
あ
り
、
円
く
も
あ
る
。

・
与
摩
時
　
師
の
答
の
不
方
不

を
承
け
て
与
摩
と
言
っ
た
も
の
。

・
是
方
是

　
不
方
不

が
そ
の
ま
ま
方
で
も
あ
り

で
も
あ
る
。
ま
た
、
お
前
の
言
う
与
摩
は
方
か
円
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の

は

　
師
、
有
る
時
云
く
、
佛
の
一
字
、
吾
れ
聞
く
を
喜
ま
ず
。
僧
問
う
、
師
は
還
た
人
の
為
に
す
る
や
。
師
云
く
、
佛
な
り
佛
な
り
。

　
　
師
が
あ
る
時
云
う
、
仏
と
い
う
一
字
は
、
わ
し
は
聞
く
の
も
い
や
だ
。
僧
が
問
う
、
師
は
い
っ
た
い
人
の
為
に
教
え
ら
れ
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
仏
だ
、

仏
だ
。

・
佛
之
一
字
云

云

　
伝
灯
録
巻
十
四
丹
霞
の
章
、「
佛
之
一
字
、
永
不
喜
聞
」

・
為
人
　
為
人
と
い
う
こ
と
が
仏
の
仕
事
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
。

・
佛
也
佛
也
　
僧
の
問
に
対
し
て
、
吐
き
棄
て
る
語
気
。

い 

ぶ 

か

も

　
問
う
、
一
燈
、
百
千
の
燈
を
燃
す
、
と
。
未
審
し
、
一
燈
は
是
れ
什
摩
ぞ
。
師
、
隻
履
を
跳
出
す
。
又
た
云
く
、
若
是
し
作
家
な
ら
ば
与
摩
に
問
わ
ず
。

　
　
問
う
、
一
つ
の
灯
が
百
千
の
灯
を
燃
す
と
い
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
一
つ
の
灯
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。
師
は
片
方
の
靴
を
け
り
投
げ
る
。
ま
た
云

う
、
も
し
や
り
手
の
僧
な
ら
そ
ん
な
問
い
方
は
し
な
い
も
ん
だ
。

・
一
燈
燃
百
千
燈
　
維
摩
経
菩
薩
品
の
句
。
同
じ
一
灯
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
。
い
く
ら
別
れ
て
も
、
も
と
も
と
同
じ
一
灯
で
あ
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
人
。
師
云
く
、
老
僧
を
識
得
し
て
よ
り
後
、
只
だ
這
个
の
漢
、
更
に
別
無
し
。
僧
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
和
尚
と
生
を

隔
つ
。
師
云
く
、
但
だ
今
生
の
み
に
非
ず
、
千
生
万
生
も
也
た
老
僧
を
知
ら
ず
。

　
　
問
う
、
ど
う
い
う
も
の
が
本
来
人
で
す
か
。
師
が
云
う
、
わ
し
と
知
り
合
い
に
な
っ
て
以
後
は
他
な
ら
ぬ
そ
い
つ
は
更
に
別
人
で
は
な
い
。
僧
が
云
う
、

そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
そ
い
つ
は
和
尚
さ
ん
と
は
別
な
生
涯
の
人
に
な
り
は
し
ま
せ
ん
か
。
師
が
云
う
、
た
だ
こ
の
一
生
だ
け
で
な
く
て
千
生
に
も
万
生

に
も
わ
し
を
知
ら
ん
の
だ
。

・
本
来
人
　
趙
州
録
は
「
本
来
身
」。
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・
非
但
今
生
千
生
万
生
　
原
文
は
、「
非
但
千
生
与
万
生
」。
趙
州
録
に
よ
り
改
む
。

も

　
師
、

山
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
意
。

山
、
侍
者
を
喚
ん
で
床
子
を
將
ち
来
た
ら
し
む
。
師
云
く
、
住
し
て
よ
り
已
来
、
未
だ
嘗
て
一
个
の

も

本
色
の
禅
師
に
遇
著
せ
ず
。
時
に
人
有
っ
て
問
う
、
忽
し
遇
う
時
は
如
何
ん
。
師
云
く
、
千
釣
の
弩
は
奚
鼠
の
為
に
し
て
機
を
發
せ
ず
。

　
　
師
が

山
に
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
祖
師
の
意
で
す
か
。

山
は
侍
者
を
呼
ん
で
い
す
を
持
っ
て
来
さ
せ
た
。
師
は
云
う
、
こ
の
山
に
住
し
て
い
ら
い
、

ま
だ
ほ
ん
も
の
の
禅
師
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
時
あ
る
人
が
問
う
、
も
し
出
会
わ
れ
た
時
は
い
か
が
で
す
か
。
師
が
云
う
、
千
釣
の
石
弓
は
、

ね
ず
み
を
射
つ
た
め
じ
ゃ
な
い
。

・

山
と
の
や
り
と
り
は
師
の
行
脚
時
代
の
こ
と
で
、
住
山
後
の
あ
る
時
、

山
を
た
た
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
千
釣
之
弩
　
魏
書
二
十
三
杜
襲
の
伝
「
襲
曰
、
夫
惟
賢
知
賢
、
惟
聖
知
聖
。
凡
人
安
能
知
非
凡
人
邪
。
方
今
豺
狼
當
路
而
狐
狸
是
先
、
人
將
謂
殿

下
避
彊
攻
弱
、
進
不
為
勇
、
退
不
為
仁
。
臣
聞
千
釣
之
弩
不
為

鼠
發
機
、
萬
石
之
鐘
不
以
莚
撞
起
音
。
今
區
區
之
許
攸
、
何
足
以
労
神
武
哉
」。

は

　
人
有
っ
て
問
う
、
諸
佛
に
還
た
師
有
り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
僧
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
諸
佛
の
師
。
師
云
く
、
阿
弥
陀
佛
。
又
た
云
く
、
佛

は
是
れ
弟
子
。

い

　
僧
有
り
、
長
慶
に
問
う
、
趙
州
与
摩
に
阿
弥
陀
佛
と
道
う
。
是
れ

う
底
の
語
か
、
是
れ
嗟
す
る
底
の
語
か
。
長
慶
云
く
、
若
し
両
頭
に
向
か
っ
て
會
す

れ
ば
盡
く
趙
州
の
意
を
見
ざ
ら
ん
。
僧
進
ん
で
云
く
、
趙
州
は
、
意
作
摩
生
。
長
慶
便
ち
彈
指
す
る
こ
と
一
聲
。

　
　
あ
る
人
が
問
う
、
諸
仏
に
師
が
あ
り
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
あ
る
。
僧
は
進
ん
で
云
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
諸
仏
の
師
で
す
か
。
師
が
云
う
、
ア
ミ
ダ

ブ
ツ
。
ま
た
云
う
、
仏
は
弟
子
で
あ
る
。

　
　
あ
る
僧
が
長
慶
に
問
う
、
趙
州
和
尚
が
あ
の
よ
う
に 

 

ア
ミ
ダ
ブ
ツ 

 

と
い
っ
た
の
は
、
陳
べ
た
語
で
し
ょ
う
か
、
称
え
た
語
で
し
ょ
う
か
。
長
慶

が
云
う
、
両
面
に
わ
か
ろ
う
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
趙
州
の
意
を
見
な
い
だ
ろ
う
。
僧
が
進
ん
で
云
う
、
趙
州
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
す
か
。
長
慶
は
指
を
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パ
チ
リ
と
鳴
ら
す
。

し 

ん 

ぞ

　
鎮
州
大
王
、
師
に
上
堂
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
、
昇
座
し
て
便
ち
念
経
す
。
人
有
っ
て
問
う
、
和
尚
に
請
う
て
上
堂
せ
し
め
し
に
、
什
摩
に
因
り
て
か
念

経
す
る
。
師
云
く
、
佛
弟
子
念
経
す
、
得
ざ
る
や
。

　
　
鎮
州
大
王
が
、
師
に
上
堂
さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ
た
。
師
は
昇
座
す
る
や
経
を
念
じ
た
。
あ
る
人
が
問
う
、
和
尚
さ
ん
に
上
堂
し
て
も
ら
っ
た
の
に
、
ど

う
し
て
経
を
念
じ
る
の
で
す
か
。
師
が
い
う
、
佛
弟
子
が
経
を
念
ず
る
、
い
け
な
い
か
。な

さ
い
わ
い

　
又
た
、
別
時
に
上
堂
す
。
師
、
心
経
を
念
ず
。
人
有
っ
て
云
く
、
経
を
念
じ
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
頼
に
闍
梨
が
経
を
念
ず
と
道
う
を
得
た
り
。
老

僧

ん
ど
忘
却
せ
ん
と
す
。

　
　
ま
た
別
の
上
堂
の
時
、
師
は
心
経
を
念
じ
た
。
あ
る
人
が
い
う
、
経
を
念
じ
て
ど
う
し
た
と
い
う
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ん
、
経
を
念
ず
る

と
い
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。
わ
し
は
あ
や
う
く
気
づ
か
ず
じ
ま
い
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
玄
中
の
又
た
玄
。
師
云
く
、
那
个
の
師
僧
、
若
し
在
ら
ば
今
年
七
十
四
な
ら
ん
。

　
　
問
う
、
玄
中
の
ま
た
玄
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
あ
の
お
坊
さ
ん
、
生
き
て
ら
れ
た
ら
今
年
は
七
十
四
だ
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
玄
中
の
一
句
。
師
云
く
、
是
れ
如
是
我
聞
な
ら
ず
や
。

　
　
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
玄
中
の
一
句
で
す
か
。
師
が
云
う
、
如
是
我
聞
じ
ゃ
な
い
の
か
。

　
問
う
、
寸
絲
も
掛
け
ざ
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
什
摩
を
か
掛
け
ざ
る
。
僧
云
く
、
寸
絲
を
掛
け
ず
。
師
云
く
、
太
い
に
好
し
、
掛
け
ざ
る
。
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問
う
、
寸
絲
も
掛
け
な
い
時
、
い
か
が
で
す
か
。
師
が
云
う
、
な
に
を
掛
け
な
い
っ
て
。
僧
が
云
う
、
寸
絲
を
掛
け
な
い
の
で
す
。
師
が
云
う
、
大
変

結
構
な
掛
け
な
い
だ
。

　
問
う
、
迦
葉
が
上
行
衣
、
什
摩
人
か
合
に
被
す
る
こ
と
を
得
べ
き
。
師
云
く
、
七
佛
虚
し
く
出
世
し
、
道
人
都
て
知
ら
ず
。

　
　
問
う
、
迦
葉
尊
者
の
上
行
衣
は
、
誰
が
身
に
つ
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
七
仏
は
む
な
し
く
世
に
出
て
、
道
人
は
決
し
て
知
ら
な
い
。

・
上
行
衣
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
良
く
解
ら
な
い
。

は

　
師
、
僧
に
問
う
、
還
た
曽
つ
て
這
裏
に
到
り
し
や
。
云
く
、
曽
つ
て
這
裏
に
到
れ
り
。
師
云
く
、
喫
茶
し
去
れ
。

　
　
師
が
僧
に
問
う
、
こ
こ
に
来
た
こ
と
が
あ
る
か
。
云
く
、
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
師
が
云
う
、
お
茶
の
ん
で
こ
い
。

　
師
云
く
、
還
た
曽
つ
て
這
裏
に
到
り
し
や
。
對
え
て
云
く
、
曽
つ
て
這
裏
に
到
ら
ず
。
師
云
く
、
喫
茶
し
去
れ
。

　
又
、
僧
に
問
う
、
還
た
曽
つ
て
這
裏
に
到
り
し
や
。
對
え
て
云
く
、
和
尚
問
う
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
喫
茶
し
去
れ
。

・
右
の
三
段
、
ま
と
め
て
、
趙
州
録
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
を
参
照
「
師
問
二
新
到
、
上
座
曽
到
此
間
否
。
云
、
不
曽
到
。
師
云
、
喫
茶
去
。
又
問

那
一
人
、
曽
到
此
間
否
。
云
、
曽
到
。
師
云
、
喫
茶
去
。
院
主
問
、
和
尚
、
不
曽
到
、
教
伊
喫
茶
去
、
即
且
置
。
曽
到
、
為
什
摩
教
伊
喫
茶
去
。
師

云
、
院
主
。
院
主
應
諾
。
師
云
、
喫
茶
去
」

　
師
、
僧
に
問
う
、

、
這
裏
に
在
り
て
幾
年
を
か
得
た
る
。
對
え
て
云
く
、
五
六
年
。
師
云
く
、
還
た
老
僧
を
見
し
や
。
對
え
て
云
く
、
見
た
り
。
師
云

い
　
か
　
ん

い 

ず 

れ

く
、
見
る
こ
と
何
似
生
。
對
え
て
云
く
、
一
頭
の
驢
に
似
た
り
。
師
云
く
、
什
摩
の
處
に
一
頭
の
驢
に
似
た
る
を
見
し
や
。
對
え
て
云
く
、
法
界
に
入
り
て



七
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見
た
り
。
師
云
く
、
去
れ
、
未
だ
老
僧
を
見
ず
。

　
人
有
っ
て
洞
山
に
挙
似
す
。
洞
山
代
わ
っ
て
云
く
、
水
を
喫
し
草
を
喫
す
。

　
　
師
が
僧
に
問
う
、
お
前
さ
ん
こ
こ
に
来
て
何
年
に
な
る
。
答
え
て
云
う
、
五
六
年
で
す
。
師
が
云
う
、
わ
し
を
見
た
か
。
答
え
て
云
う
、
見
ま
し
た
。

師
が
云
う
、
見
て
ど
う
だ
。
答
え
て
云
う
、
驢
馬
そ
っ
く
り
で
す
。
師
が
云
う
、
ど
こ
で
驢
馬
そ
っ
く
り
な
の
を
見
た
か
。
答
え
て
云
う
、
法
界
に
入
っ

て
見
ま
し
た
。
師
が
云
う
、
行
け
、
ま
だ
わ
し
を
見
と
ら
ん
。

　
　
あ
る
人
が
こ
の
話
を
洞
山
に
す
る
。
洞
山
は
僧
に
代
わ
っ
て
云
う
、
水
を
喫
し
草
を
喫
す
。

・
巻
十
六
南
泉
の
伝
に
「
又
問
、
従
凡
入
聖
則
不
問
、
従
聖
入
凡
時
如
何
。
曹
山
云
、
成
得
个
一
頭
水

牛
。
如
何
是
水

牛
。
曹
山
云
、
朦
朦
瞳

瞳
地
。
僧
云
、
此
意
如
何
。
曹
山
云
、
但
念
水
草
、
餘
無
所
知
。
僧
云
、
成
得
个
什
摩
辺
事
。
曹
山
云
、
只
是
逢
水
喫
水
、
逢
草
喫
草
」
と
あ
る

の
を
参
照
。

い 

ぶ 

か

わ
か

　
問
う
、
朗
月
、
空
に
處
す
る
時
、
人
盡
く
委
す
。
未
審
し
室
内
の
事
如
何
ん
。
師
云
く
、
少
き
よ
り
出
家
せ
る
も
活
計
を
作
さ
ず
。
學
曰
く
、
与
摩
な
ら

ば
則
ち
今
時
の
為
に
せ
ず
去
る
な
り
。
師
云
く
、
老
僧
自
疾
す
ら
救
う
能
わ
ず
。
争
で
か
能
く
諸
人
の
疾
を
救
い
得
ん
。
學
曰
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
来
者

は
依
無
け
ん
。
師
云
く
、
依
る
と
き
は
則
ち
地
を
榻
著
せ
よ
。
依
ら
ざ
る
と
き
は
則
ち
一
に
東
西
す
る
に
任
す
。

　
　
問
う
、
朗
月
が
空
に
あ
る
と
き
は
人
は
み
な
知
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
室
内
の
事
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
師
云
く
、
若
い
と
き
か
ら
出
家
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
稼
業
は
し
て
い
な
い
。
学
人
が
云
う
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
わ
れ
わ
れ
修
行
者
の
た
め
に
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
師
が
云
う
、
自
分
の

疾
さ
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
ん
の
だ
。ど
う
し
て
修
行
者
の
疾
が
救
え
よ
う
か
。学
人
が
云
う
、そ
う
い
う
こ
と
な
ら
来
る
者
に
た
よ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

師
が
云
う
、
た
よ
る
と
き
は
大
地
を
踏
み
つ
け
よ
、
た
よ
ら
な
い
と
き
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
勝
手
だ
。

・
自
疾
不
能
云

云

　
維
摩
経
弟
子
品
に
「
我（
阿
難
）言
居
士
、
世
尊
身
小
有
疾
、
當
用
牛
乳
、
故
来
至
此
。
維
摩
詰
言
、
止
止
阿
難
、
莫
作
是
語
。
・
・
・
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外
道
梵
志
若
聞
此
語
、
當
作
是
念
、
何
名
為
師
、
自
疾
不
能
救
、
而
能
救
諸
疾
人
。
可
密
速
去
、
勿
使
人
聞
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

・
榻
著
地
　
趙
州
録
に
従
っ
て
踏
著
地
に
改
め
る
。

い 

ず 

れ

は

　
師
、
僧
に
問
う
、
什
摩
の
處
よ
り
来
た
る
や
。
對
え
て
云
く
、
五
臺
山
よ
り
来
た
れ
り
。
師
云
く
、
還
た
文
殊
を
見
し
や
。
對
え
て
云
く
、
文
殊
は
則
ち

見
ず
、
只
だ
一
頭
の
水

牛
を
見
た
り
。
師
云
く
、
水

牛
還
た
語
有
り
し
や
。
對
え
て
云
く
、
有
り
。
師
曰
く
、
什
摩
と
道
い
し
ぞ
。
對
え
て
云
く
、
孟

春
猶
お
寒
し
、
伏
し
て
惟
る
に
和
尚
は
尊
躰
起
居
万
福
。

　
　
師
が
僧
に
問
う
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
答
え
て
云
う
、
五
台
山
か
ら
来
ま
し
た
。
師
が
云
う
、
文
殊
さ
ん
に
会
っ
た
か
。
答
え
て
云
う
、
文
殊
さ
ん
に

は
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
頭
の
水

牛
に
会
っ
た
だ
け
で
す
。
師
が
云
う
、
水

牛
は
何
か
云
っ
た
か
。
答
え
て
云
う
、
は
い
。
師
が
云
う
、
ど
う
云
っ

た
か
。
答
え
て
云
う
、
春
と
は
い
え
ま
だ
寒
う
ご
ざ
い
ま
す
。
和
尚
は
尊
体
、
御
機
嫌
う
る
わ
し
く
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

・
孟
春
猶
寒
　
時
候
の
挨
拶
の
き
ま
り
文
句
。

　
師
、
一
日
有
っ
て
、
七
歳
の
兒
子
に
向
か
っ
て
云
く
、
老
僧
盡
日
来
、
心
造
、

と
相
い
共
に
論
義
せ
ん
と
す
。

若
し
輸
す
れ
ば
則
ち
餬
餅
を
買
い
て

老
僧
に
与
え
よ
。
老
僧
若
し
輸
す
れ
ば
則
ち
老
僧
餬
餅
を
買
い
て

に
与
え
ん
。
兒
子
云
く
、
請
う
師
、
立
義
せ
よ
。
師
云
く
、
劣
を
以
て
宗
と
為
す
。
勝

を
諍
う
こ
と
を
得
ざ
れ
。
老
僧
は
是
れ
一
頭
の
驢
。
兒
子
云
く
、
某
甲
は
是
れ
驢
糞
。
師
云
く
、
是
れ

、
我
が
与
に
餬
餅
を
買
え
。
兒
子
云
く
、
得
ず
。
和

尚
、
和
尚
須
く
某
甲
の
与
に
餬
餅
を
買
い
て
始
め
て
得
べ
し
。
師
、
弟
子
と
相
争
い
て
断
じ
得
ず
。
師
云
く
、
者
个
の
事
、
軍
國
の
事
と
一
般
な
り
。
官
家

若
し
判
じ
得
ざ
れ
ば
須
く
村
公
を
喚
び
て
断
ぜ
し
む
べ
し
。
這
裏
に
三
百
来
の
衆
有
り
、
中
に
於
い
て
人
無
か
る
可
か
ら
ず
。
大
衆
、
老
僧
が
与
に
賓
主
を

断
ぜ
よ
。
二
家
阿
那
个
か
是
れ
路
有
る
や
。
大
衆
断
じ
得
ず
。
師
云
く
、
須
く
是
れ
具
眼
の
禅
師
に
し
て
始
め
て
得
べ
し
。
三
日
以
後
、
沙
弥
覚
察
し
、
餬

餅
を
買
い
て
和
尚
に
供
養
せ
り
。

　
　
師
は
あ
る
日
、
七
歳
の
童
児
に
向
か
っ
て
云
っ
た
、
わ
し
は
日
が
な
一
日
心
造
し
て
お
前
と
議
論
が
し
た
い
。
お
前
が
負
け
た
ら
モ
チ
を
買
っ
て
わ
し
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に
く
れ
る
の
だ
よ
。
わ
し
が
負
け
た
ら
わ
し
が
モ
チ
を
買
っ
て
お
前
に
や
ろ
う
。

　
　
童
児
が
云
う
、
じ
ゃ
あ
和
尚
さ
ん
題
を
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
師
が
云
う
、
負
け
る
が
勝
ち
と
し
よ
う
、
勝
と
う
と
し
て
は
い
け
な
い
よ
。
わ
し
は
一
匹
の
ロ
バ
だ
。

　
　
童
児
が
云
う
、
わ
た
し
は
ロ
バ
の
糞
で
す
。

　
　
師
が
云
う
、
そ
ら
、
お
前
が
わ
し
に
モ
チ
を
買
う
の
だ
ぞ
。

　
　
童
児
が
云
う
、
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
和
尚
さ
ん
、
和
尚
さ
ん
が
わ
た
し
に
モ
チ
を
買
っ
て
下
さ
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
師
は
弟
子
と
相
い
争
っ
て
き
ま
り
を
つ
け
得
な
か
っ
た
。

　
　
師
が
云
う
、こ
れ
は
一
国
の
問
題
と
同
じ
だ
。官
吏
に
も
し
き
ま
り
が
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、村
の
衆
を
呼
ん
で
き
ま
り
を
つ
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
は
三
百
人
か
ら
の
修
行
者
が
い
る
。
中
に
し
か
る
べ
き
者
が
い
な
い
は
ず
が
な
い
。
大
衆
よ
、
わ
し
の
た
め
に
黒
白
つ
け
て
く
れ
。
わ
し
ら
の
う

ち
ど
ち
ら
に
勝
ち
目
が
あ
ろ
う
か
な
。

　
　
大
衆
は
き
ま
り
を
つ
け
得
な
か
っ
た
。

　
　
師
が
云
う
、
具
眼
の
禅
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

　
　
三
日
の
の
ち
、
沙
弥
は
は
っ
と
気
づ
い
て
、
モ
チ
を
買
っ
て
和
尚
に
供
養
し
た
。

・
心
造
　
巻
十
長
慶
の
伝
に
も
見
え
る
が
、
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
気
の
滅
入
っ
た
よ
う
な
状
態
か
、
気
づ
か
れ
し
て
い
る
こ
と
か
。

・
立
義
　
豎
義
に
同
じ
。
法
論
に
お
い
て
ま
ず
題
を
立
て
る
こ
と
。

・
以
劣
為
宗
不
得
諍
勝
と
い
う
と
こ
ろ
に
趙
州
和
尚
の
仕
掛
け
た
わ
な
が
あ
っ
た
。

　
古
時
、
官
長
有
り
。
僧
を
し
て
拝
せ
し
む
。
馬
祖
下
の
朗
端
和
尚
、
拝
す
る
こ
と
を
肯
わ
ず
。
官
長
便
ち
嗔
り
て
當
時
に
打
殺
す
。
人
有
っ
て
師
に
問
う
、

か
れ

端
和
尚
は
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
打
殺
せ
ら
る
る
。
師
云
く
、
伊
が
命
を
惜
し
み
し
が
為
な
り
。
龍
花
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
个
の
什
摩
の
命
を
か
惜
し
む
。
對
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無
し
。
龍
花
代
わ
っ
て
云
く
、
我
を
嗔
り
得
ず
。
問
う
、
正
与
摩
の
時
、
作
摩
生
。
師
云
く
、
生
公
死
を
忍
ぶ
こ
と
十
年
、
老
僧
一
時
に
過
ぐ
可
か
ら
ず
。

　
　
む
か
し
、
役
人
の
長
が
い
て
、
僧
に
自
分
を
礼
拝
さ
せ
た
。
馬
祖
門
下
の
朗
端
和
尚
だ
け
は
、
そ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
、
役
人
の
長
は
怒
っ
て
す
ぐ
に

打
ち
殺
し
た
。
あ
る
人
が
、
師
に
た
ず
ね
る
、
端
和
尚
は
ど
う
し
て
打
ち
殺
さ
れ
た
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
彼
が
命
を
惜
し
ん
だ
か
ら
だ
。
龍
花
が
と

り
あ
げ
て
僧
に
た
ず
ね
た
、
ど
う
い
う
命
を
惜
し
ん
だ
の
で
す
か
。
答
え
が
な
い
。
龍
花
が
代
わ
っ
て
答
え
る
、
わ
た
し
に
腹
を
た
て
て
は
い
か
ん
ぞ
。

問
う
、
ち
ょ
う
ど
そ
う
い
う
場
合
は
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
道
生
和
尚
は
死
に
耐
え
る
こ
と
十
年
で
あ
っ
た
が
、
わ
し
は
お
い
そ
れ
と
ま
さ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

・
嗔
我
不
得
　
龍
花
が
官
長
に
な
り
代
わ
っ
て
答
え
た
所
。

・ 

正
与
摩
時
　
礼
拝
を
し
て
生
き
恥
を
か
く
と
こ
ろ
を
云
っ
た
も
の
。

・
生
公
云

云

　
竺
道
生
、
梁
伝
巻
七
。
一
乗
要
決
上
に
道
生
を
忍
死
菩
薩
と
し
て
い
る
が
典
拠
は
不
詳
。
六
巻
泥

経
に
よ
り
、
闡
提
成
仏
を
主
張
し

排
斥
せ
ら
れ
た
が
、
後
に
大
本
の
涅
槃
経
が
伝
え
ら
れ
、
所
説
が
証
明
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
を
指
し
た
も
の
。
朗
端
を
讃
え
た
処
。
不
惜
身
命

を
も
う
一
歩
つ
き
進
ま
せ
る
方
向
。

　
師
、
沙
弥
を
呼
ぶ
。
沙
弥
應

す
。
師
云
く
、
茶
を
煎
れ
来
た
れ
。
沙
弥
云
く
、
茶
を
煎
る
る
こ
と
は
辞
せ
ず
。
什
摩
の
人
に
与
え
て
喫
せ
し
む
る
や
。
師

か
れ

便
ち
口
を
動
か
す
。
沙
弥
云
く
、
大
い
に
茶
を
喫
す
る
を
得
る
こ
と
難
し
。
人
有
っ
て
拈
じ
て

南
に
問
う
、
又
た
須
く
、
伊
を
し
て
茶
を
煎
れ
し
む
べ
し
。

い 

え 

ど

又
た
須
く
茶
を
喫
す
る
を
得
し
む
べ
し
。
合
に
作
摩
生
か
道
わ
ん
。
保
福
云
く
、
此
く
の
如
く
な
り
と
雖
然
も
、
何
ぞ
観
音
を
学
ば
ざ
る
。

　
　
師
が
沙
弥
の
名
を
呼
ん
だ
。
沙
弥
が
は
い
と
返
事
し
た
。
師
が
云
う
、
お
茶
を
煎
れ
て
来
い
。
沙
弥
が
云
う
、
お
茶
を
煎
れ
る
こ
と
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
が
、
い
っ
た
い
誰
に
お
飲
ま
せ
に
な
る
の
で
す
か
。
師
は
口
を
も
ぐ
も
ぐ
と
動
か
し
た
。
沙
弥
が
云
う
、
そ
れ
で
は
と
て
も
お
茶
を
飲
め
た
も
の
で
は

な
い
で
す
よ
。
あ
る
人
が
と
り
あ
げ
て

南
に
た
ず
ね
る
、
か
れ
に
お
茶
を
煎
れ
て
こ
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
け
で
な
く
て
、
お
茶
を
飲
ま
せ
て
あ
げ
ね
ば

な
ら
な
い
時
、
ど
う
い
う
べ
き
な
ん
で
し
ょ
う
。
保
福
が
云
う
、
い
か
に
も
そ
う
だ
が
、
ど
う
し
て
観
音
さ
ま
の
ま
ね
を
し
な
い
の
か
。
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・

南
　
保
福
を
指
す
。

南
に
住
ん
で
い
た
。

・
保
福
の
答
は
、
沙
弥
の
「
与
什
摩
人
喫
」
に
答
え
た
も
の
。

・
観
音
　
趙
州
観
音
院
の
本
尊
様
。い

　
ず
　
こ

ゆ

　
人
有
っ
て
老
婆
に
問
う
、
趙
州
の
路
は
什
摩

に
か
去
く
。
婆
云
く
、

底
に
去
け
。
僧
云
く
、
是
れ
西
邊
に
去
く
こ
と
莫
き
や
。
婆
云
く
、
不
是
。
僧

云
く
、
是
れ
東
邊
に
去
く
こ
と
莫
き
や
。
婆
云
く
、
也
た
不
是
。
人
有
っ
て
師
に
挙
似
す
。
師
云
く
、
老
僧
自
ら
去
き
て
勘
破
せ
ん
。
師
自
ら
去
き
て
問
う
、

趙
州
の
路
は
什
摩

に
か
去
く
。
老
婆
云
く
、

底
に
去
け
。
師
は
院
に
帰
っ
て
師
僧
に
向
か
っ
て
云
く
、
勘
破
し
了
れ
り
。

　
　
あ
る
人
が
老
婆
に
問
う
、
趙
州
へ
の
道
は
ど
う
行
っ
た
ら
い
い
の
で
す
か
。
婆
さ
ん
が
云
う
、
そ
の
ま
ま
ゆ
き
な
さ
い
。
僧
が
云
う
、
西
の
方
へ
行
く

の
か
ね
。
婆
さ
ん
が
云
う
、
ち
が
う
。
僧
が
云
う
、
東
の
方
へ
ゆ
く
の
か
ね
。
婆
さ
ん
が
云
う
、
そ
れ
も
ち
が
う
。
あ
る
僧
が
師
に
話
す
。
師
が
云
う
、

わ
し
が
自
分
で
行
っ
て
し
ら
べ
て
こ
よ
う
。
師
は
自
ら
出
か
け
て
い
っ
て
た
ず
ね
る
。
趙
州
へ
の
道
は
ど
う
行
っ
た
ら
い
い
の
で
す
か
。
老
婆
は
云
う
、

そ
の
ま
ま
す
っ
と
行
き
な
さ
い
。
師
は
寺
に
帰
っ
て
弟
子
た
ち
に
む
か
っ
て
云
う
、
し
ら
べ
て
き
た
ぞ
。

・
こ
の
一
段
、
趙
州
録
で
は
「
台
山
の
路
」
と
す
る
。

・

底
去
　
動
作
の
時
間
的
速
さ
が
主
眼
。
す
っ
と
ゆ
き
な
さ
い
。
そ
の
ま
ま
ゆ
き
な
さ
い
。
趙
州
録
は
「

直
去
」。

・
勘
破
了
也
　
原
文
「
敢
破
了
也
」
と
あ
る
も
「
勘
」
に
訂
す
。
本
質
、
素
性
を
見
て
と
る
こ
と
。

　
院
主
、
上
堂
を
請
う
。
師
、
座
に
昇
り
如
来
梵
を
唱
す
。
院
主
云
く
、
比
来
、
上
堂
を
請
う
、
這
个
は
是
れ
如
来
梵
な
り
。
師
云
く
、
佛
弟
子
の
如
来
梵

を
唱
す
る
こ
と
、
得
ざ
る
や
。

　
　
院
主
が
上
堂
説
法
を
請
う
た
。
師
は
席
に
の
ぼ
り
如
来
梵
を
と
な
え
る
。
院
主
が
云
う
、
今
し
が
た
上
堂
説
法
を
請
う
た
の
に
、
こ
れ
は
如
来
梵
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
師
が
云
う
、
仏
弟
子
が
如
来
梵
を
と
な
え
て
い
か
ん
か
。
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・
如
来
梵
　
如
来
を
ほ
め
る
梵
讃
。
織
田
辞
典
「
如
来
唄
」
の
項
に
云
う
、「
如
来
妙
色
身
等
の
二
偈
八
句
を
梵
唄
の
調
子
に
諷
す
れ
ば
如
来
唄
と
云

う
、
単
に
梵
唄
と
も
い
う
。
勝

経
に
「
如
来
妙
色
身
、
世
間
無
與
等
、
無
比
不
思
議
、
是
故
今
敬
禮
。
如
来
色
無
尽
、
智
慧
亦
復
然
、
一
切
法

常
住
、
是
故
我
帰
依
」
と
い
う
。

　
問
う
、
口
を
開
け
ば
是
れ
一
句
な
り
。
如
何
な
る
か
是
れ
半
句
。
師
、
便
ち
口
を
開
く
。

　
　
問
う
、
口
を
あ
け
た
ら
一
句
で
す
。
ど
の
よ
う
な
の
が
半
句
で
し
ょ
う
か
。
師
は
す
ぐ
さ
ま
口
を
開
け
る
。

・
師
便
開
口
　
師
が
一
句
な
ら
ざ
る
所
の
開
口
を
実
際
に
し
て
み
せ
た
と
こ
ろ
。

ま
み

い
　
ず
　
こ

　
三
峯
、
師
に
見
え
て
云
く
、
上
座
何
ぞ
住
し
去
ら
ざ
る
。
師
云
く
、
什
摩

か
住
す
る
に
好
き
。
三
峯
、
面
前
の
山
を
指
す
。
師
云
く
、
此
れ
は
是
れ
和

尚
の
住

な
り
。

　
　
三
峯
が
師
に
お
会
い
し
て
云
う
、
上
座
は
ど
う
し
て
住
持
な
さ
ら
な
い
の
で
す
。
師
が
云
う
、
ど
こ
が
住
持
す
る
の
に
好
い
と
こ
ろ
か
。
三
峯
は
面
前

の
山
を
指
さ
す
。
師
が
云
う
、
そ
れ
は
和
尚
が
住
持
な
さ
る
処
で
す
。

・
三
峯
　
雲
居
道

を
い
う
。
三
峯
山
は
雲
居
が
草
庵
を
構
え
た
所
。

・
此
是
和
尚
住

　
維
摩
経
観
衆
生
品
に
「
菩
提
無
住
處
」、
三
峯
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。

い 

ぶ 

か

　
師
、
沙
弥
為
り
し
と
き
、
南
泉
を
扶
け
て
胡
梯
を
上
ら
せ
て
問
う
、
古
人
、
三
道
の
宝

を
以
て
人
を
接
す
。
未
審
し
和
尚
、
如
何
ん
が
接
す
る
。
南
泉

乃
ち
梯
を
登
り
て
云
く
、
一
、
二
、
三
、
四
、
五
。
師
、
師
伯
に
挙
似
す
。
師
伯
云
く
、
汝
は
還
た
會
す
る
や
。
師
云
く
、
會
せ
ず
。
師
伯
云
く
、
七
、
八
、

九
、
十
。

　
　
師
は
沙
弥
だ
っ
た
と
き
、
南
泉
を
た
す
け
て
、
胡
梯
を
の
ぼ
ら
せ
て
問
う
、
古
人
は
三
道
の
宝

で
も
っ
て
人
に
接
し
た
。
和
尚
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
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接
し
ら
れ
ま
す
か
。
南
泉
は
そ
こ
で
梯
を
登
っ
て
云
う
、
一
、
二
、
三
、
四
、
五
。
師
は
師
伯
に
こ
の
話
し
を
す
る
。
師
伯
は
云
う
、
お
前
は
わ
か
っ
た

か
。
師
が
云
う
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
師
伯
が
云
う
、
七
、
八
、
九
、
十
。

・
三
道
寳

　
帝
釈
天
が
金
、
銀
、
瑠
璃
の
三
つ
の
宝

を
化
作
し
た
こ
と
。
仏
が

利
天
よ
り
下
り
た
階
段
を
い
う
。「
大
唐
故
三
蔵
玄
奘
法
師
行

状
」
に
出
る
。

・
師
伯
　
南
泉
の
弟
子

和
尚
を
指
す
。

　
南
泉
、
銅
瓶
を
指
し
て
僧
に
問
う
、
汝
道
え
、
内
浄
か
外
浄
か
。
僧
云
く
、
内
外
倶
に
浄
な
り
。
却
っ
て
師
に
問
う
、
師
便
ち
剔
却
す
。

　
　
南
泉
は
銅
瓶
を
指
し
て
僧
に
問
う
、
お
前
は
、
内
が
浄
か
、
外
が
浄
か
言
っ
て
み
よ
。
僧
が
云
う
、
内
外
と
も
に
浄
で
す
。
こ
ん
ど
は
師
に
問
う
、
師

は
す
ぐ
さ
ま
片
付
け
て
し
ま
っ
た
。

う

　
師
、
南
泉
に
問
う
、
古
人
道
え
り
、
道
は
物
外
に
非
ず
、
物
外
は
道
に
非
ず
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
物
外
非
道
。
泉
便
ち
捧
つ
。
師
云
く
、
錯
っ
て
打

つ
こ
と
莫
か
れ
。
南
泉
云
く
、
龍

は
弁
じ
易
く
、
納
子
は
謾
じ
難
し
。

　
　
師
は
南
泉
に
問
う
た
、
古
人
は
、
道
は
物
の
外
で
は
な
い
し
、
物
の
外
は
道
で
は
な
い
、
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
の
が
、
物
の
外
は
道
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
泉
は
す
ぐ
に
打
つ
。
師
が
云
う
、
や
た
ら
打
た
な
い
で
下
さ
い
。
南
泉
が
云
う
、
龍
と
蛇
は
区
別
し
や
す
い
が
、
納
子

は
馬
鹿
に
で
き
な
い
。

・
泉
便
棒
　
こ
の
棒
が
外
な
ら
ぬ
物
だ
と
示
し
た
処
か
。

そ 

も 

さ 

ん

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。
師
云
く
、
仲
冬
厳
寒
。
人
有
っ
て
、
雲
居
に
挙
似
し
て
便
ち
問
う
、
只
だ
趙
州
の
与
摩
に
道
う
如
き
は
、
意
作
摩
生
。

居
云
く
、
冬
天
は
則
ち
有
り
、
夏
月
は
則
ち
無
し
。
僧
、
師
に
挙
似
す
。
只
だ
雲
居
の
与
摩
に
道
う
如
き
は
、
意
作
摩
生
。
師
、
此
に
因
ん
で
便
ち
偈
を
造
っ
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て
曰
く
、
石
橋
の
南
、
趙
州
の
北
、
中
に
観
音
有
り
、
弥
勒
有
り
。
祖
師
留
下
す
一
隻
の
履
、
直
に
如
今
に
到
る
も

め
得
ず
。

　
　
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
祖
師
西
来
の
意
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
冬
の
さ
な
か
、
寒
さ
厳
し
き
折
。
あ
る
人
が
雲
居
に
話
し
て
問
う
、
た
と
え
ば

趙
州
が
あ
の
よ
う
に
云
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
。
雲
居
が
云
う
、
冬
の
空
は
あ
る
が
、
夏
の
月
は
な
い
。
僧
が
師
に
話
し
た
、
た
と

え
ば
雲
居
が
あ
の
よ
う
に
云
っ
た
の
は
ど
ん
な
つ
も
り
で
し
ょ
う
。
師
は
こ
れ
に
因
ん
で
偈
を
作
っ
て
い
う
、
石
橋
の
南
、
趙
州
の
北
に
、
観
音
様
が
居

ら
れ
弥
勒
様
が
お
ら
れ
る
。
祖
師
が
留
め
お
か
れ
た
一
隻
履
は
、
今
も
見
つ
か
ら
ぬ
。

・
冬
天
云

云

　
冬
の
空
は
あ
る
が
、
夏
の
月
は
な
い
。
仲
冬
厳
寒
を
承
け
た
も
の
。

・
祖
師
留
下
云

云

　
祖
師
西
来
意
を
求
め
る
の
は
、
冬
天
に
夏
月
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
祖
師
意
は
不
可
得
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
も
の
。

　
紫
胡
和
尚
、
南
泉
に
嗣
ぐ
、

州
に
在
り
、
未
だ
實
録
を
観
ず
し
て
化
縁
の
始
終
を
決
せ
ず
。

い 

ず 

れ

　
師
、
因
み
に
劉

磨
を
勘
し
て
云
く
、
劉

磨
有
り
と
説
く
を
見
る
。
便
ち
是
な
る
こ
と
莫
き
や
。
尼
云
く
、
什
摩
の
處
に
か
這
个
の
消
息
を
得
来
た
る
。

師
云
く
、
左
轉
す
る
や
、
右
轉
す
る
や
。
尼
云
く
、
顛
倒
す
る
こ
と
莫
れ
。
師
、
之
を
打
つ
。
南
泉
代
わ
っ
て
云
く
、
此
の
便
り
に
慣
れ
得
た
り
。

　
　
師
は
劉
鉄
磨
尼
を
確
か
め
よ
う
と
し
て
云
っ
た
、
劉
鉄
磨
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
ほ
ん
と
う
か
。
尼
が
云
う
、
ど
こ
か
ら
そ
ん
な
話
聞
い
て
こ
ら

れ
た
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
左
に
ま
わ
る
の
か
、
右
に
ま
わ
る
の
か
。
尼
が
云
う
、
と
り
ち
が
え
な
い
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
師
は
尼
を
打
つ
。
南
泉

が
代
わ
っ
て
い
う
、
あ
な
た
は
そ
の
手
に
は
慣
れ
て
お
い
で
だ
。（
或
い
は
、
私
は
そ
の
手
に
は
慣
れ
て
い
る
。）

・
左
轉
右
轉
　
鉄
磨
の
名
を
引
き
う
す
に
ひ
っ
か
け
て
問
う
た
も
の
。

・
慣
得
此
便
　
原
文
は
貫
得
此
便
、
用
例
に
よ
っ
て
改
め
る
。

　
師
、
時
有
り
て
云
く
、
従
来
事
は
物
に
非
ざ
る
も
、
方
便
し
て
名
づ
け
て
佛
と
為
す
。
中
下
は
競
い
て
是
非
す
る
も
、
上
士
に
し
て
始
め
て
屈
せ
る
こ
と
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を
知
る
。

　
　
師
は
あ
る
と
き
偈
を
作
っ
て
云
う
、
従
来
そ
の
事
は
物
で
は
な
い
が
、
方
便
で
仏
と
名
づ
け
る
の
だ
。
中
下
の
も
の
は
あ
れ
こ
れ
さ
わ
ぐ
が
、
上
士
で

あ
っ
て
は
じ
め
て
い
わ
れ
な
い
こ
と
と
知
る
。

さ
い

　
又
云
く
、
三
十
年
来
紫
胡
に
住
す
、
二
時
の

粥
気
力
麁
な
り
。
毎
日
山
に
上
る
も
の
三
五
轉
、
頭
を
廻
ら
し
て
汝
に
問
わ
ん
會
す
る
や
、
と
。

　
　
又
た
云
う
、
三
十
年
来
紫
胡
山
に
住
し
、
二
度
の
ご
は
ん
で
気
力
は
あ
ら
い
。
毎
日
四
五
回
山
の
ぼ
り
を
す
る
、
ふ
り
か
え
っ
て
お
た
ず
ね
す
る
が
、

で
き
る
か
ね
。

　
師
、
半
夜
時
に
於
い
て
叫
喚
す
ら
く
、
賊
な
り
、
賊
な
り
と
。
大
衆
皆
走
れ
り
。
師
、
僧
堂
の
後
に
於
い
て
一
僧
に
遇
い
、

胸
把
住
し
て
叫
ん
で
云
く
、

捉
え
得
た
り
、
捉
え
得
た
り
。
維
那
を
喚
び
来
た
れ
。
僧
云
く
、
是
れ
賊
な
ら
ず
、
某
甲
な
り
。
師
云
く
、

は
正
に
是
れ
賊
な
り
、
只
だ
是
れ

肯
え
て

承
當
せ
ざ
る
の
み
。

は

　
人
有
り
、
拈
じ
て

南
に
問
う
、
紫
胡
の
賊
を
捉
う
、
意
は
作
摩
生
。
云
く
、
還
た
肯
え
て
与
摩
の
波

を
受
く
る
や
。
又
た
拈
じ
て
石
門
に
問
う
、
紫

胡
の
賊
を
捉
う
、
意
は
作
摩
生
。
云
く
、
承
當
す
れ
ば
則
ち
漢
を
駭
か
す
。
承
當
せ
ざ
れ
ば
則
ち
紫
胡
汝
を
打
つ
。

　
　
師
は
夜
半
、
賊
だ
、
賊
だ
と
呼
ば
わ
っ
た
。
大
衆
は
皆
な
逃
げ
た
。
師
は
僧
堂
の
後
で
一
僧
に
出
会
い
、
胸
ぐ
ら
つ
か
ん
で
と
り
お
さ
え
て
叫
ん
で
云

う
、
つ
か
ま
え
た
ぞ
、
つ
か
ま
え
た
ぞ
。
維
那
を
よ
ん
で
来
い
。
僧
は
云
う
、
賊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
わ
た
し
で
す
。
師
が
云
う
、
お
前
は
正
し
く
賊
だ
。

た
だ
お
前
が
容
認
し
よ
う
と
し
な
い
だ
け
だ
。

　
　
あ
る
人
が
こ
の
話
し
を
と
り
あ
げ
て

南
に
問
う
、
紫
胡
和
尚
は
賊
を
と
ら
え
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
か
。

南
が
云
う
、
あ

の
よ
う
な
苦
し
み
を
進
ん
で
受
け
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
ま
た
石
門
に
問
う
、
紫
胡
は
賊
を
と
ら
え
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
か
。
石
門
が
い
う
、
容
認
す
れ
ば
人
を
お
ど
ろ
か
す
。
容
認
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し
な
け
れ
ば
紫
胡
和
尚
が
お
前
を
打
つ
。

・
波

　
敦
煌
変
文
目
連
縁
起
に
「
放
捨
阿
娘
生
浄
土
、
莫
交
業
道
受
波

」、
ま
た
、
救
母
変
文
に
「
如
来
遣
我
看
慈
母
、
阿
鼻
地
獄
救
波

」
な

ど
と
あ
る
の
を
参
照
。

・
駭
漢
　
本
文
に
乱
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
陸
亘
太
夫
、
南
泉
和
尚
に
嗣
ぐ
。
公
は
親
し
く
南
泉
の
心
戒
を
受
く
。

は

　
大
夫
、
南
泉
に
問
う
、
家
中
に
一
片
の
石
有
り
、
或
い
は
坐
し
、
或
い
は
踏
む
。
如
今
、

り
て
佛
像
と
作
さ
ん
、
還
た
坐
し
得
る
や
。
南
泉
云
く
、
得

た
り
、
得
た
り
。
陸
亘
云
く
、
得
ざ
る
こ
と
莫
き
や
。
泉
云
、
得
ず
、
得
ず
。
雲

云
く
、
坐
す
る
と
き
は
則
ち
佛
、
坐
せ
ざ
る
と
き
は
則
ち
佛
に
非
ず
。
洞

山
云
く
、
坐
せ
ざ
る
と
き
は
則
ち
佛
、
坐
す
る
と
き
は
則
ち
佛
に
非
ず
。
南
泉
云
く
、
一
个
の
字
を
摘
し
て
両
字
を
添
う
れ
ば
、
佛
法
大
い
に
行
わ
れ
ん
。
人

の
摘
し
得
る
も
の
有
り
や
。
人
の
對
う
る
な
し
。
泉
代
わ
っ
て
云
く
、
只
今
是
れ
有
な
り
や
、
是
れ
無
な
り
や
。

　
　
大
夫
が
南
泉
に
問
う
、
家
に
一
片
の
石
が
あ
っ
て
、
坐
っ
た
り
踏
ん
だ
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
彫
っ
て
仏
像
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

坐
り
得
ま
し
ょ
う
か
。
南
泉
が
云
う
、
よ
ろ
し
い
、
よ
ろ
し
い
。
陸
亘
が
云
う
、
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
泉
が
云
う
、
い
け
な
い
、
い

け
な
い
。
雲

が
云
う
、
坐
れ
ば
佛
だ
、
坐
ら
な
け
れ
ば
佛
で
は
な
い
。
洞
山
が
云
う
、
坐
ら
な
け
れ
ば
佛
だ
、
坐
れ
ば
佛
で
は
な
い
。
南
泉
が
云
う
、

一
つ
の
字
を
と
っ
て
二
つ
の
字
を
添
え
た
な
ら
仏
法
は
大
い
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
誰
か
と
り
得
る
も
の
が
い
る
か
。
答
え
る
も
の
は
な
い
。
南
泉
が

代
わ
っ
て
云
う
、
い
ま
有
と
す
る
か
、
無
と
す
る
か
。

・
摘
一
个
字
以
下
の
文
と
、
前
文
と
の
つ
な
が
り
が
明
確
で
は
な
い
。
別
の
一
段
と
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
陸
亘
に
全
く
か
か
わ
り
が
な
い
の
で
、
一

応
つ
づ
く
も
の
と
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
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そ 

も 

さ 

ん

　
大
夫
、
南
泉
に
問
う
、
大
衆
の
為
に
、
請
う
和
尚
法
を
説
け
。
泉
云
く
、
老
僧
を
し
て
作
摩
生
か
説
か
し
め
ん
。
大
夫
云
く
、
豈
に
和
尚
の
方
便
無
か
ら

ん
や
。
泉
云
く
、
大
夫
道
え
、
他
个
は
什
摩
を
か
欠
少
す
る
。

　
　
大
夫
が
南
泉
に
問
う
、
大
衆
の
た
め
に
ど
う
か
和
尚
さ
ん
法
を
説
い
て
下
さ
い
。
南
泉
が
云
う
、
わ
し
に
ど
う
説
け
と
い
う
の
だ
。
大
夫
が
云
う
、
和

尚
の
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。
南
泉
が
云
う
、
云
っ
て
見
な
さ
い
、
そ
れ
に
何
が
足
ら
ん
と
い
う
の
だ
。

せ
き
ら
い

　
大
夫
、
別
時
に
云
く
、
則
今
和
尚
不
可
思
議
な
り
。
到
處
に
世
界
成
就
す
。
師
云
く
、
適
来
問
う
底
、
惣
に
是
れ
大
夫
分
上
の
事
な
り
。

　
　
大
夫
が
別
の
時
に
云
う
、
い
ま
和
尚
さ
ん
は
不
思
議
で
す
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
世
界
を
成
就
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
師
が
云
う
、
い
ま
問
う
た
こ
と
は

す
べ
て
あ
な
た
の
も
ち
ま
え
の
こ
と
で
す
。

　
大
夫
、
又
た
因
み
に
擲
投
を
拈
起
し
て
南
泉
に
問
う
、
与
摩
な
る
は
又
た
得
ず
、
与
摩
な
ら
ざ
る
は
又
た
得
ず
。
正
与
摩
に
信
彩
し
去
る
時
如
何
ん
。
南

泉
、
擲
投
を
拈
じ
て
抛
下
し
て
云
く
、

骨
頭
、
打
つ
こ
と
十
八
。
人
有
っ
て
石
霜
に
挙
似
す
、
只
だ

骨
頭
、
打
つ
こ
と
十
八
な
る
が
如
き
ん
ば
、
意
作

摩
生
。
霜
云
く
、
汝
は
一
半
を
道
え
、
我
は
一
半
を
道
わ
ん
。
進
ん
で
曰
く
、
請
う
師
、
全
く
道
え
。
云
く
、
汝
を
怕
る
。

　
僧
拈
じ
て
長
慶
に
問
う
、
南
泉
の
与
摩
に
道
う
、
意
作
摩
生
。
慶
便
ち
之
を
掴
し
て
云
く
、
今
日
、
唯
だ
古
人
を
明
む
る
の
み
に
非
ず
。
又
た
云
く
、
一

彩
両
塞
。

　
　
大
夫
が
ま
た
サ
イ
コ
ロ
を
つ
ま
み
上
げ
て
南
泉
に
問
う
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
い
け
な
い
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
い
け
な
い
。
正
に
選
択
の
余
地
の
な
い

と
こ
ろ
で
目
の
出
る
に
ま
か
せ
る
と
き
ど
う
で
す
か
。
南
泉
は
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
て
云
う
、
臭
骨
頭
は
十
八
打
た
れ
ね
ば
な
ら
ん
。
あ
る
人
が
石
霜
に
挙

似
す
る
、
臭
骨
頭
は
十
八
打
た
れ
ね
ば
な
ら
ん
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
石
霜
が
云
う
、
お
前
さ
ん
半
分
い
い
な
さ
い
、
わ
し
が
半
分
い

お
う
。
進
ん
で
云
う
、
ど
う
ぞ
全
部
い
っ
て
下
さ
い
。
石
霜
が
云
う
、
お
前
が
お
そ
ろ
し
い
。
あ
る
僧
が
こ
の
話
し
を
と
り
あ
げ
て
長
慶
に
問
う
、
南
泉

が
あ
の
よ
う
に
い
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
長
慶
は
ゲ
ン
コ
ツ
く
ら
わ
せ
て
云
う
、今
日
は
た
だ
古
人
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
や
っ
た
だ
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け
で
は
な
い
ぞ
。
ま
た
云
う
、
二
つ
の
勝
負
に
一
つ
の
勝
ち
目
。

・
一
彩
両
塞
　
臨
濟
録
行
録
に
「
両
彩
一
賽
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
塞
は
賽
が
正
し
い
。

　
仰
山
和
尚
、

山
に
嗣
ぐ
、
懐
化
に
在
り
。
師
、
諱
は
慧
寂
、
俗
姓
は
葉
、
韶
州
懐
化
の
人
な
り
。
年
十
五
に
し
て
、
出
家
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
も
、
父

母
許
さ
ず
。
年
十
七
に
至
り
て
、
又
た
再
び
去
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
父
母
は
猶
お

む
。
其
の
夜
、
白
光
二
道
有
り
、
曹
溪
よ
り
發
し
来
た
り
、
直
に
其
の

舎
を
貫
く
。
父
母
則
ち
是
れ
子
の
出
家
の
志
感
ず
る
な
る
を
知
り
て
、
之
を
許
す
。
師
乃
ち
左
手
の
無
名
指
及
び
小
指
を
断
ち
、
父
母
の
前
に
置
き
、
養
育

の
恩
を
答
謝
す
。
初
め
南
化
寺
の
通
禅
師
の
下
に
於
い
て
剃
髪
す
。
年
十
八
に
し
て
沙
弥
と
為
り
行
脚
す
。
先
に
宗
禅
師
に
参
じ
、
次
い
で

原
に
礼
す
。
左

右
に
在
る
こ
と
数
年
、
境
智
明
暗
一
相
を
學
ぶ
。
一
聞
す
れ
ば
再
問
せ
ず
。
後
、
之
を
捨
て
て
大

に
造
る
。
初
め
て
到
る
や
自
ら

山
に
参
ず
。

山
曰

こ

い 

ず 

れ

く
、
者
の
沙
弥
は
是
れ
有
主
の
沙
弥
か
、
無
主
の
沙
弥
か
。
師
云
く
、
有
主
の
沙
弥
な
り
。

山
云
く
、
主
は
什
摩
の

に
在
り
や
。
師
、
西
邊
に
在
っ
て

お

立
ち
、
却
っ
て
東
邊
に
向
い
て
立
つ
。

山
は
其
の
異
器
な
る
を
察
し
、
与
に
言
い
て
引
接
す
。

　
　
仰
山
和
尚
、

山
に
嗣
ぐ
、
懐
化
に
在
り
。
師
は
、
諱
は
慧
寂
、
俗
姓
は
葉
、
韶
州
懐
化
の
出
身
で
あ
る
。
十
五
才
の
時
、
出
家
を
求
め
た
が
父
母
は

許
さ
な
か
っ
た
。
十
七
才
に
な
っ
て
再
び
出
家
し
よ
う
と
し
た
が
、
両
親
は
ま
だ
惜
し
が
っ
た
。
其
の
夜
、
白
光
が
二
筋
、
曹
溪
か
ら
発
し
て
、
ま
っ
す

ぐ
そ
の
家
を
貫
い
た
。
両
親
は
子
の
出
家
の
志
が
呼
び
起
こ
し
た
も
の
だ
と
知
っ
て
、
こ
れ
を
許
し
た
。
師
は
そ
こ
で
、
左
手
の
薬
指
と
小
指
を
切
っ
て
、

父
母
の
前
に
差
し
出
し
、
養
育
の
恩
に
感
謝
し
た
。
初
め
、
南
化
寺
の
通
禅
師
の
と
こ
ろ
で
剃
髪
し
、
十
八
才
の
時
、
沙
弥
と
な
っ
て
行
脚
に
出
た
。
先

ず
宗
禅
師
に
参
じ
、
次
い
で

原
禅
師
に
帰
依
し
て
そ
の
左
右
に
数
年
と
ど
ま
り
、
境
智
明
暗
一
相
を
学
ん
だ
。
一
度
聞
い
た
こ
と
は
二
度
と
質
問
し
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
こ
を
捨
て
て
大

山
に
出
掛
け
、
着
く
と
ま
ず

山
に
参
禅
し
た
。

山
が
云
う
、
こ
の
沙
弥
は
、
有
主
沙
弥
か
、
無
主
沙
弥
か
。

師
が
云
う
、
有
主
沙
弥
で
す
。

山
が
云
う
、
主
は
ど
こ
に
居
ら
れ
る
の
か
。
師
は
西
側
に
立
ち
、
ま
た
東
側
に
立
っ
た
。

山
は
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
器

量
を
見
抜
い
て
、
話
を
し
て
、
指
導
教
化
し
た
。

・
境
智
明
暗
一
相
　
境
と
智
、
そ
し
て
ま
た
明
と
暗
と
は
一
相
で
あ
る
と
い
う
事
。
慧
忠
国
師
語
に
、「
如
何
一
念
相
応
。
師
曰
、
境
智
倶
忘
、
即
是
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相
応
」（
伝
灯
録
巻
二
十
八
）、
神
会
の
顕
宗
記
に
「
心
境
双
亡
」（
伝
灯
録
巻
三
十
）と
い
う
。
石
頭
の
参
同
契
に
「
當
明
中
有
暗
、
勿
以
暗
相
遇
、
當

暗
中
有
明
、
勿
以
明
相
観
」。

　
師
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
。

山
云
く
、
無
思
を
思
う
の
妙
を
以
て
、
霊

の
無
窮
に
返
す
。
思
い
盡
き
て
源
に
還
り
、
性
相
常
住
、
理
事
不
二
、
真

佛
如
如
な
り
。
師
言
下
に
お
い
て
頓
悟
し
、
指
要
を
礼
謝
す
。

山
に
在
り
て
盤
泊
す
る
こ
と
十
四
、
五
年
の
間
、
凡
そ
衆
中
に
在
り
て

山
に
祇
對
し
、
玄

か
が
や

秘
を
談
揚
す
。

子
の
利
辨
、
大
雄
の
化
を
光
か
す
と
謂
う
可
き
か
。
年
三
十
五
に
し
て
、
衆
を
領
し
て
出
世
し
て
住
す
。
前
後
、
諸
州
府
の
節
察
勅
使
、

相
い
継
い
で
一
十
一
人
礼
し
て
師
と
為
す
。
師
、
三

に
法
輪
を
転
ず
。
勅
し
て
澄
虚
大
師
、
並
び
に
紫
衣
を
賜
う
。

　
毎
日
、
上
堂
し
て
衆
に
謂
い
て
云
く
、
汝
等
諸
人
、
各
自
に
廻
光
返
顧
し
て
吾
が
語
を
記
す
る
こ
と
莫
れ
。
吾
れ
は
汝
の
無
始
曠
劫
来
、
明
に
背
き
暗
に

も

投
じ
、
逐
妄
の
根
深
く
、
卒
に
頓
に
抜
き
難
き
を

む
。
所
以
に
方
便
を
假
設
し
て
汝
諸
人
の
塵
劫
来
の
麁
を
奪
う
。
黄
葉
を
將
っ
て
止
啼
せ
し
む
る
が
如

ほ
っ

く
、
亦
た
、
人
の
百
種
の
貨
物
を
將
っ
て
金
寶
に
雑
渾
し
、
一
鋪
に
貨
売
し
、
祇
だ
来
機
を
軽
重
せ
ん
と
擬
す
る
が
如
し
。
所
以
に
道
う
、
石
頭
は
是
れ
真

か
れ

金
鋪
、
我
が
者
裏
は
是
れ
雑
貨
鋪
な
り
、
と
。
人
有
っ
て
、
来
た
り
て
雑
貨
鋪
を

む
れ
ば
則
ち
我
れ
亦
た
他
に
拈
じ
て
与
へ
、
来
た
り
て
真
金
を

む
れ

ば
、
我
れ
亦
た
他
に
与
う
。

　
時
に
人
有
っ
て
問
う
、
雑
貨
鋪
は
則
ち
問
わ
ず
。
和
尚
の
真
金
を
請
う
。
師
云
く
、

し
て
口
を
開
か
ん
と
擬
す
る
も
、
驢
年
も
亦
た
會
せ
ず
。
僧
對

無
し
。
又
た
云
く
、
索
喚
は
則
ち
有
り
、
交
易
は
則
ち
無
し
。
所
以
に
、
我
れ
若
し
禅
宗
の
旨
を
説
か
ば
身
辺
に
一
人
の
相
伴
を

む
る
も
亦
た
無
し
。
什

摩
の
五
百
七
百
を
か
説
か
ん
。
我
れ
若
し
東
説
西
説
せ
ば
則
ち
、
頭
を
競
っ
て
向
前
に
採
拾
す
。
空
拳
を
將
っ
て
小
児
を
誘
誑
す
る
が
如
く
、
都
て
実
處
無

し
。
我
れ
今
、
分
明
に
汝
に
向
か
っ
て
聖
辺
の
こ
と
を
説
か
ん
。
且
く
、
心
を
將
っ
て
湊
泊
す
る
莫
れ
。
但
だ
身
前
の
義
海
に
向
か
っ
て
如
實
に
修
せ
よ
。

三
明
六
通
は
要
せ
ず
。
此
れ
は
是
れ
聖
末
辺
の
事
な
り
。
如
今
、
且
く
、
心
を
識
り
本
に
達
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
但
だ
其
の
本
を
得
て
其
の
末
を
愁
え
ざ
る

た
　
と

か
れ

の
み
。
他
時
後
日
、
自
ら
具
足
し
去
る
こ
と
在
ら
ん
。
若
し
未
だ
其
の
本
を
得
ざ
れ
ば
、
縦
饒
い
情
を
將
っ
て
他
を
學
ぶ
も
亦
た
得
ず
。
汝
、
何
ぞ
見
ざ
る
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や
。

山
和
尚
云
く
、
凡
聖
の
情
盡
き
、
躰
露
真
心
常
住
、
理
事
不
二
な
る
、
即
ち
是
れ
如
如
佛
な
り
、
と
。
珍
重
。

　
毎
日
の
上
堂
で
大
衆
に
云
わ
れ
た
、
汝
諸
人
そ
れ
ぞ
れ
光
を
め
ぐ
ら
し
て
、
内
に
顧
み
な
さ
い
。
私
の
言
葉
を
記
憶
し
て
は
い
け
な
い
。
汝
諸
人
が
昔
か

ら
ず
っ
と
明
に
背
き
、
暗
に
入
り
込
み
、
迷
い
の
根
が
深
く
て
す
ぐ
に
は
抜
き
が
た
い
の
を
不
敏
に
思
う
。
そ
れ
で
方
便
で
も
っ
て
汝
諸
人
の
昔
か
ら
の
障

り
を
な
く
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
子
供
に
黄
葉
を
や
っ
て
泣
き
止
め
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
人
が
多
く
の
種
類
の
品
物
を
金
宝

の
中
に
ま
ぜ
て
、
一
つ
の
店
で
売
り
、
買
い
に
来
る
人
次
第
で
応
ず
る
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
故
、
石
頭
は
真
金
鋪
で
、
私
の
と
こ
ろ
は
雑
貨
鋪
だ
と
い
う
。
有

る
人
が
雑
貨
を
求
め
に
や
っ
て
く
れ
ば
与
え
、
真
金
を

め
る
人
に
は（
真
金
を
）与
え
る
。

　
時
に
有
る
人
が
尋
ね
た
、
雑
貨
屋
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
和
尚
の
真
金
を
売
っ
て
下
さ
い
。
師
が
云
う
、

を
か
も
う
と
口
を
開
こ
う
と
し
て
も
、
で

き
る
時
は
来
な
い
。
僧
は
對
え
な
い
。
ま
た
云
う
、
注
文
す
れ
ば
有
る
し
、
売
買
し
よ
う
と
す
れ
ば
無
い
。
だ
か
ら
、
私
が
禅
宗
の
旨
を
説
こ
う
と
す
れ
ば
、

身
の
回
り
に
は
一
人
も
連
れ
が
い
な
い
。
況
や
、
五
百
、
七
百
な
ん
か
い
な
い
。
私
が
も
し
、
あ
れ
こ
れ
と
話
せ
ば
、
争
っ
て
言
葉
を
拾
っ
て
執
す
る
だ
ろ

う
。
か
ら
の
こ
ぶ
し
で
子
供
を
引
き
寄
せ
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
実
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
今
、
は
っ
き
り
と
お
前
に
聖
辺
の
事
を
説
こ
う
。
だ
が

妄
心
で
近
づ
い
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
身
前
の
真
実
世
界
に
お
い
て
如
実
に
修
し
な
さ
い
。
三
明
と
か
六
神
道
と
か
は
必
要
な
い
。
こ
れ
は
聖
末
辺
の
事
に

す
ぎ
な
い
。
い
ま
心
を
識
り
根
本
に
達
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
根
本
を
得
れ
ば
末
は
気
に
は
な
ら
な
い
。
い
つ
か
は
具
足
す
る
だ
ろ
う
。
も
し
ま
だ
そ

の
本
を
得
て
い
な
い
な
ら
、
妄
心
で
学
ぼ
う
と
し
て
も
だ
め
だ
。
お
前
は
、
聞
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

山
和
尚
が
云
っ
て
お
ら
れ
る
、「
凡
聖
の
情
が
尽
き
、

ま
る
ご
と
常
住
の
真
心
を
露
わ
に
す
れ
ば
、
理
事
不
二
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
如
如
佛
だ
」
と
。
珍
重
。

・
石
頭
是
真
金
鋪
云

云

　
薬
山
の
章
に
は
、「
石
頭
是
真
金
鋪
、
江
西
是
雑
貨
鋪
」（
巻
四
ー
一
七
六
頁
）。

・

飛
ん
で
く
る
矢
の
や
じ
り
を
ガ
ッ
キ
と
歯
で
受
け
と
め
る
と
い
う
峻
機
。

よ

　
問
う
、
法
身
還
た
解
く
法
を
説
く
や
。
師
云
く
、
我
は
則
ち
説
き
得
ざ
る
も
、
別
に
人
有
り
て
説
き
得
。
進
ん
で
曰
く
、
説
き
得
る
底
の
人
、
什
摩
の
處

に
か
在
る
。
師
乃
ち
枕
子
を
推
出
す
。
僧
、
後
に

山
に
挙
似
す
。

山
云
く
、
寂
子
劔
刃
上
の
事
を
用
い
た
り
。
人
有
っ
て
雪
峯
に
挙
似
す
。
雪
峯
云
く
、
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山
和
尚
、
背
後
に
与
摩
に
道
う
こ
と
は
則
ち
得
た
り
。
人
有
っ
て
拈
じ
て
問
う
、
當
衙
の
時
作
摩
生
。
福
先
代
わ
っ
て
手
を
以
て
打
つ
勢
を
作
す
。
報
恩

代
わ
っ
て
云
く
、
誰
か
敢
え
て
出
頭
せ
ん
。

　
　
問
う
、
法
身
は
法
を
説
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
わ
し
は
説
き
得
な
い
け
れ
ど
も
、
ほ
か
に
説
き
得
る
も
の
が
い
る
。
進
ん
で
云
う
、
説

き
得
る
人
と
い
う
の
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
。
そ
こ
で
師
は
枕
を
お
し
出
す
。

　
　
僧
は
の
ち
に

山
に
挙
似
す
る
。

山
が
云
う
、
寂
さ
ん
す
る
ど
い
切
れ
味
だ
な
。
あ
る
人
が
雪
峯
に
挙
似
す
る
。
雪
峯
が
云
う
、

山
和
尚
、
う
し

ろ
で
そ
う
い
う
の
は
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
あ
る
人
が
拈
じ
て
問
う
、
正
面
き
っ
て
の
時
は
ど
う
で
す
か
。
福
先
が
代
わ
っ
て
打
つ
し
ぐ
さ
を
す
る
。
報
恩
が

代
わ
っ
て
云
う
、
と
て
も
そ
こ
に
出
頭
す
る
も
の
は
い
な
い
。

・
當
衙
　
衙
は
役
所
。
役
所
で
事
務
を
と
る
こ
と
か
。
あ
る
い
は
當
陽
の
間
違
い
か
。

　
師
、
僧
と
共
に
説
話
す
る
次
い
で
、
傍
の
僧
云
く
、
語
る
底（
原
文
な
し
）は
是
れ
文
殊
、

す
る
底
は
是
れ
維
摩
。
師
云
く
、
不
語
不

是
れ
公
な
る
こ
と

莫
き
や
。
其
の
僧
良
久
す
。
師
問
う
て
曰
く
、
何
ぞ
神
通
を
現
ぜ
ざ
る
。
其
の
僧
云
く
、
神
通
を
現
ず
る
こ
と
を
辞
せ
ざ
る
も
、
恐
ら
く
は
和
尚
収
め
て
教

に
入
れ
ん
。
師
云
く
、
公
の
来
處
を

る
に
未
だ
教
外
の
眼
有
ら
ず
。

　
　
師
が
僧
と
話
を
し
て
い
る
と
き
、
か
た
わ
ら
の
僧
が
云
っ
た
、
話
し
て
い
る
の
が
文
殊
で
、
だ
ま
っ
て
い
る
の
が
維
摩
。
師
が
云
う
、
語
ら
ず
だ
ま
ら

ず
が
あ
な
た
な
ん
だ
ね
。
そ
の
僧
は
し
ば
ら
く
だ
ま
っ
て
い
る
。
師
が
問
う
て
云
う
、
ど
う
し
て
手
な
み
を
見
せ
な
い
の
だ
。
そ
の
僧
が
云
う
、
手
な
み

を
見
せ
る
こ
と
は
辞
し
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
和
尚
さ
ん
教
に
お
さ
め
い
れ
る
で
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
あ
な
た
の
来
処
を
見
る
に
、
ま
だ
教
外
の
眼

が
な
い
。

　
師
、
俗
官
に
問
う
、
个
の
什
摩
を
か
至
す
。
對
え
て
云
く
、
衙
推
な
り
。
師
、
柱
杖
を
拈
起
し
て
云
く
、
還
た
這
个
を
推
し
得
る
や
。
無
對
。
師
代
わ
っ

て
云
く
、
若
し
是
れ
這
个
な
ら
ば
別
時
を
待
ち
て
来
た
れ
。
興
化
代
わ
っ
て
云
く
、
和
尚
、
事
有
り
。
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師
が
俗
官
に
問
う
、
何
を
し
て
お
る
か
。
答
え
て
云
う
、
衙
推
で
す
。
師
は
柱
杖
を
と
り
あ
げ
て
云
う
、
こ
れ
を
と
り
調
べ
う
る
か
。
無
対
。
師
が
代

わ
っ
て
云
う
、
そ
の
件
な
ら
ば
あ
ら
た
め
て
出
頭
せ
よ
。
興
化
が
代
わ
っ
て
云
う
、
和
尚
さ
ん
ご
多
忙
で
す
な
あ
。

・
衙
推
　
軍
府
の
属
官
。

・
和
尚
有
事
在
　
句
末
の
「
在
」
は
強
い
断
定
の
語
気
を
表
わ
す
。

す

　
師
、
上
座
に
問
う
、
不
思
善
、
不
思
悪
、
正
与
摩
の
時
作
摩
生
。
上
座
云
く
、
正
与
摩
の
時
、
厶
甲
、
身
命
を
放
つ
る
處
な
り
。
師
云
く
、
何
ぞ
某
甲
に

問
わ
ざ
る
。
云
く
、
与
摩
の
時
、
和
尚
有
る
こ
と
を
見
ず
。
師
云
く
、
我
が
教
を
扶
け
起
こ
さ
ず
。

　
　
師
は
上
座
に
問
う
、
不
思
善
、
不
思
悪
、
ま
さ
に
そ
ん
な
と
き
ど
う
だ
。
上
座
が
云
う
、
そ
ん
な
時
こ
そ
わ
た
し
が
身
命
を
す
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
師

が
云
う
、
ど
う
し
て
わ
し
に
た
ず
ね
ん
の
だ
。
上
座
が
云
う
、
そ
ん
な
時
、
和
尚
が
い
る
の
を
見
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
わ
し
の
教
の
助
け
に
は
な
ら
ん
。

・
不
思
善
不
思
悪
云

云

　
六
祖
慧
能
の
語
。

か
れ

　
師
、
納
衣
を
洗
う
次
い
で
、

源
問
う
、
正
与
摩
の
時
作
摩
生
。
師
云
く
、
了
然
た
り
二
倶
に
無
為
。
又
た
云
く
、
正
与
摩
の
時
、
某
甲
渠
を
思
量
せ
ず
。

い 

ず 

れ

お

又
た
云
く
、
正
与
摩
の
時
、
什
摩
の
處
に
向
い
て
か
渠
を
見
る
。

　
　
師
が
納
衣
を
洗
っ
て
い
る
と
き
、

源
が
問
う
た
、
ま
さ
に
そ
ん
な
時
ど
う
だ
。
師
が
云
う
、
は
っ
き
り
と
、
両
者
と
も
無
為
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
云

う
、
そ
ん
な
と
き
わ
た
し
は
彼
の
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
。
ま
た
云
う
、
そ
ん
な
と
き
ど
こ
に
彼
を
見
ま
し
ょ
う
。

・
不
思
量
渠
　
洞
山
の
渡
水
の
偈
を
想
起
せ
し
め
る
。

　
師
、
景
岑
上
座
の
中
庭
に
在
っ
て
日
に
向
う
を
見
る
次
い
で
、
師
は
辺
よ
り
過
ぎ
て
云
く
、
人
人
盡
く
這
个
の
事
有
る
も
、
只
だ
是
れ
道
不
得
の
み
。
云

く
、
恰
も
是
、
請
う
汝
道
え
。
師
云
く
、
作
摩
生
か
道
わ
ん
。
岑
上
座
便
ち

胸
し
て
一
踏
を
与
う
。
師
倒
る
。
起
ち
来
た
り
て
云
く
、
師
叔
の
用
使
、
直
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下
に
是
れ
大
虫
に
相
い
似
た
り
。

　
　
師
は
景
岑
上
座
が
中
庭
で
日
に
向
か
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
、
そ
ば
を
通
っ
て
云
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
こ
の
事
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
い
え

な
い
だ
け
な
ん
で
す
。
景
岑
が
云
う
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
、
じ
ゃ
あ
君
い
っ
て
く
れ
。
師
が
云
う
、
ど
う
い
え
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
岑
上
座
は

胸
ぐ
ら
つ
か
ん
で
一
け
り
け
り
あ
げ
た
。
師
は
倒
れ
る
。
起
き
あ
が
っ
て
云
う
、
あ
な
た
の
や
り
方
は
ま
る
で
虎
そ
っ
く
り
で
す
。

・
用
使
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
語
で
あ
る
が
、
一
応
右
の
よ
う
に
解
し
て
お
く
。

・
恰
是
　
原
文
は
恰
似
。
似
と
是
は
通
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
師
、
東
平
に
在
り
。
看
経
せ
し
時
、
僧
有
り
て
侍
立
せ
り
。
師
、
経
を
巻
却
し
、
頭
を
廻
ら
し
て
問
う
、
還
た
會
す
る
や
。
對
え
て
云
く
、
某
甲
は
曽
つ

て
看
経
せ
ず
。
争
で
か
會
す
る
を
得
ん
。
師
云
く
、
汝
は
向
後
也
た
會
し
去
る
在
ら
ん
。

　
　
師
は
東
平
に
い
た
。
経
を
読
ん
で
い
る
と
き
、
あ
る
僧
が
侍
立
し
た
。
師
は
経
を
ま
い
て
、
ふ
り
む
い
て
問
う
た
、
わ
か
る
か
。
答
え
て
云
う
、
わ
た

し
は
か
つ
て
経
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
に
ど
う
し
て
わ
か
り
ま
し
ょ
う
。
師
が
云
う
、
お
前
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
さ
き
わ
か
る
と
き
が
あ
る
よ
。

・
師
在
東
平
　
伝
灯
録
十
一
仰
山
伝
に
「
於
韶
州
東
平
山
示
滅
」
と
あ
る
。

　
師
、
韋
冑
相
公
と
相
見
す
。
後
ち
問
う
、
院
中
多
少
の
人
有
り
や
。
師
云
く
、
五
百
人
。
公
云
く
、
還
た
切
に
看
読
す
る
や
。
師
云
く
、
曹
溪
の
宗
旨
は

切
に
看
読
せ
ず
。
公
云
く
、
作
摩
生
。
師
云
く
、
不
収
、
不
攝
、
不
思
。

　
　
師
は
韋
冑
相
公
と
相
見
し
た
。
の
ち
問
う
、
院
中
に
は
ど
れ
だ
け
の
人
が
お
り
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
五
百
人
。
公
が
云
う
、
ね
ん
ご
ろ
に
経
を
読
み

ま
す
か
。
師
が
云
う
。
曹
溪
の
宗
旨
で
は
、
ね
ん
ご
ろ
に
は
経
を
読
ま
な
い
。
公
が
云
う
、
ど
う
さ
れ
る
の
で
す
。
師
が
云
う
、
不
収
、
不
攝
、
不
思
。

・
不
収
不
攝
不
思
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
攝
が
収
と
反
対
の
意
味
を
も
つ
語
で
あ
れ
ば
、「
不
収
と
不
□
と
思
わ
ず
」
と
読
め
そ
う
で
あ
る
。
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相
公
、

山
に
就
い
て
偈
子
を
乞
え
り
。

山
云
く
、
覿
面
に
相
呈
す
る
も
猶
お
是
れ
鈍
漢
。
豈
に
況
ん
や
紙
墨
に
上
す
を
や
。
又
た
師
に
就
い
て
偈
子

も

を
乞
う
。
師
、
紙
を
將
っ
て
圓
相
を
畫
き
、
圓
相
中
に
某
字
を
著
け
、
謹
ん
で
答
う
、
左
辺
に
思
い
て
之
を
知
る
も
第
二
頭
に
落
つ
。
右
辺
に
思
わ
ず
し
て

之
を
知
る
も
第
三
首
に
落
つ
。
乃
ち
封
じ
て
相
公
に
与
え
た
り
。

　
　
相
公
が

山
に
偈
を
た
の
ん
だ
。

山
が
云
う
、
ま
っ
こ
う
か
ら
見
せ
て
い
る
の
に
ぼ
ん
や
り
だ
。
紙
な
ん
ぞ
に
書
い
て
や
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。
今
度

は
師
に
た
の
ん
だ
。
師
は
紙
に
円
相
を
書
き
、
円
相
の
中
に
あ
る
字
を
書
い
た
う
え
、
謹
ん
で
こ
た
え
ま
す
、
左
辺
に
思
っ
て
こ
れ
を
知
っ
て
も
第
二
頭

に
落
ち
ま
す
。
右
辺
に
思
わ
な
い
で
こ
れ
を
知
っ
て
も
第
三
首
に
落
ち
ま
す
、
と
書
い
て
封
を
し
て
相
公
に
あ
た
え
た
。

ほ
っ

　
問
う
、
弓
を
彎
い
て
満
月
の
如
し
。
鏃
を
齧
む
意
如
何
ん
。
師
云
く
、
鏃
を
噛
む
に
口
を
開
か
ん
と
擬
す
る
も
、
驢
年
も
也
た
會
せ
ず
。
南
泉
對
う
る
に
、

身
を
側
て
て
立
つ
。
強
大
師
拈
じ
て
問
う
、
鏃
を
噛
む
に
、
口
を
開
か
ん
と
擬
す
る
も
、
驢
年
も
也
た
會
せ
ず
、
と
。
国
師
云
く
、
損
益
は
只
だ
句
に
安
在

ほ
っ

す
べ
し
。
浄
修
禅
師
答
え
て
曰
く
、
仰
山
の
鏃
を
噛
む
の
話
は
、
擬
議
す
る
も
都
て
會
し
難
し
。
指
は
後
来
を
益
せ
ん
と
擬
す
る
も
、
言
は
這
辺
を
損
す
。
石

門
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
古
人
會
を
留
む
る
や
、
會
を
留
め
ざ
る
や
。
對
無
し
。
門
代
わ
っ
て
云
く
、
會
を
留
め
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
作
摩
生
か
會
す
る
。

・
齧
鏃
意
　
鏃
を
口
で
く
わ
え
と
る
こ
と
。
教
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
言
葉
で
教
え
ら
れ
な
い
消
息
。

・
噛
鏃
擬
開
口
　
と
ん
で
く
る
鏃
を
か
み
と
ろ
う
と
し
て
口
を
開
け
て
待
つ
こ
と
。
ま
た
、
噛
鏃
を
言
葉
で
説
明
す
る
と
い
う
意
も
あ
ろ
う
。

・
南
泉
　
普
願
で
は
な
か
ろ
う
。
没
年
に
約
五
十
年
の
隔
り
が
あ
る
。
側
身
、
鏃
を
避
け
る
動
作
を
し
た
も
の
。

・
強
大
師
云

云

　
問
い
方
意
義
不
詳
。
国
師
の
云
う
損
益
云
々
を
引
き
出
す
問
い
方
か
。

・
国
師
　
伝
灯
録
巻
十
八
福
州
鼓
山
興
聖
国
師
神
晏
。
祖
堂
集
巻
十
。

・
石
門
の
拈
問
は
、
古
人
即
ち
仰
山
が
、
噛
鏃
擬
開
口
驢
年
也
不
会
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
会
す
と
い
う
可
能
性
を
残
し
て
い
る
か
残
し
て
い

な
い
か
と
問
う
た
も
の
。

・
進
曰
　
又
曰
の
誤
り
か
。
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・
作
摩
生
会
　
以
下
に
脱
文
が
あ
ろ
う
。

そ 

も 

さ 

ん

　
雙
峯
、

山
を
離
れ
て
仰
山
に
到
る
。
師
問
う
、
兄
は
近
日
作
摩
生
。
雙
峯
云
く
、
某
甲
の
見
る
所
、
一
法
の
情
に
當
る
可
き
も
の
有
る
無
し
。
師
云
く
、

の
見
る
所
は
心
境
を
出
で
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
某
甲
の
見
る
所
は
心
境
を
出
で
ず
。
和
尚
の
見
る
所
は
如
何
ん
。
師
云
く
、
豈
に
寔
に
一
法
の
情
に
當
る

可
き
な
き
を
能
く
知
る
も
の
無
か
ら
ん
や
。
有
る
僧
、

山
に
挙
似
す
。

山
云
く
、
寂
子
の
此
の
語
、
天
下
の
人
を
迷
却
し
去
ら
ん
。
順
徳
の
頌
に
、
雙

峯
覧
る
こ
と
自
ら
麁
な
り
、
是
れ
仰
山
の
屈
せ
る
に
は
非
ず
。
汝
の
解
縄
を
挑
げ
て
抽
き
、
宗
徒
に
把
當
し
て
説
く
。
一
盲
の
衆
盲
を
引
く
、
古
を
會
す
こ

と
今
日
に
在
り
。

・
近
日
作
摩
生
　
近
ご
ろ
至
り
得
た
境
涯
は
ど
う
だ
。

・
當
情
　
分
別
的
な
認
識
の
対
象
と
な
る
。
伝
心
法
要
に
「
自
己
尚
不
可
得
、
何
況
更
別
有
法
当
情
」。
良
寛
の
草
堂
詩
集
に
「
迷
悟
相
依
成
、
理
事

是
一
般
。
竟
曰
無
字
経
、
経
夜
不
習
禅
。
鶯
囀
垂
楊
岸
、
犬
吠
夜
月
村
。
無
更
法
当
情
、
甚
有
心
可
伝
」。

・

所
見
不
出
心
境
　
伝
灯
録
は
「
汝
解
猶
在
境
」。

・
寂
子
此
語
迷
却
云

云

　
伝
灯
録
は
「
疑
殺
」
と
あ
る
。
玄
覚
の
コ
メ
ン
ト
を
附
す
。

・
解
縄
　
自
ら
を
し
ば
り
つ
け
て
い
る
所
見
、
知
解
。

・
一
盲
云

云

　
大
般
涅
槃
経
巻
二
十
九
。
一
人
の
盲
者
が
多
く
の
盲
者
を
引
き
連
れ
て
も
、
何
も
見
え
ず
、
た
だ
迷
妄
を
増
す
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
。
一

盲
は
双
峯
を
批
判
し
た
も
の
。
仰
山
も
含
ま
れ
る
か
。

　
師
、
有
る
時
、
正
与
摩
に
閉
目
し
て
坐
す
る
次
い
で
、
有
る
一
僧
、
歩
を
潜
め
て
師
の
身
辺
に
到
っ
て
侍
立
す
。
師
開
門
し
て
便
ち
地
上
に
於
い
て
圓
相

を
作
り
、
圓
相
中
に
水
字
を
書
し
て
顧
示
す
。
其
の
僧
對
無
し
。
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な

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
意
。
師
、
手
を
以
て
圓
相
を
作
し
、
圓
相
に
佛
字
を
書
し
て
對
う
。

あ
ん
じ
ゃ

か

　
有
る
行
者
、
法
師
に
随
っ
て
佛
殿
に
入
る
。
行
者
、
佛
に
向
か
っ
て
唾
す
。
法
師
云
く
、
行
者
去
就
を
少
く
、
何
を
以
て
佛
に
唾
す
や
。
行
者
云
く
、
我

に
無
佛
の

を
還
し
来
た
ら
ば
唾
せ
ん
。

山
聞
い
て
云
く
、
仁
者
は
却
っ
て
仁
者
な
ら
ず
。
仁
者
な
ら
ざ
る
却
っ
て
是
れ
仁
者
な
り
。
師
、
法
師
に
代
わ

る
ら
く
、
但
だ
行
者
に
唾
せ
よ
。
行
者
若
し
語
有
ら
ば
即
ち
云
え
、
我
に
無
行
者
の

を
還
し
来
た
ら
ば
唾
せ
ん
、
と
。

　
　
あ
る
行
者
が
法
師
に
随
っ
て
佛
殿
に
入
っ
た
。
行
者
は
仏
に
向
か
っ
て
唾
を
吐
き
か
け
た
。
法
師
が
云
う
、
行
者
は
無
作
法
だ
。
ど
う
し
て
仏
に
唾
を

吐
き
か
け
る
の
か
。
行
者
が
云
う
、
私
に
仏
の
居
な
い
処
を
出
し
て
く
れ
た
ら
唾
し
ま
し
ょ
う
。

山
は
こ
れ
を
聞
い
て
云
う
、
仁
者
は
仁
者
で
は
な
い
。

不
仁
者
こ
そ
仁
者
で
あ
る
。
師
が
法
師
に
代
わ
っ
て
云
う
、
行
者
に
唾
し
な
さ
い
。
行
者
が
も
し
文
句
を
言
っ
た
ら
言
っ
て
や
り
な
さ
い
、
私
に
行
者
の

居
な
い
処
を
出
し
て
く
れ
た
ら
唾
し
ま
し
ょ
う
、
と
。

・
こ
の
一
段
、
伝
灯
録
巻
二
十
七
に
載
せ
る
。

　
有
る
俗
官
、
物
を
送
り
、

山
の
鐘
を
贖
う
に
充
つ
。

山
、
仰
山
に
謂
い
て
云
く
、
俗
子
は
福
を
愛
す
る
な
り
。
仰
山
云
く
、
和
尚
は
什
摩
を
將
っ
て

か
れ

か
他
に
酬
ゆ
る
。
師
、
柱
杖
を
把
っ
て
丈
牀
を
敲
く
こ
と
三
両
下
し
て
云
く
、
這
个
を
將
っ
て
他
に
酬
い
得
る
や
。
仰
山
云
く
、
若
し
是
れ
這
个
な
ら
ば
用

な

い
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
汝
は
个
の
什
摩
を
か
嫌
う
。
仰
山
云
く
、
専
甲
は
即
ち
這
个
を
嫌
わ
ず
、
是
れ
大
家
底
と
為
す
。
師
云
く
、
汝
は
既
に
大

家
底
な
る
を
知
る
。
更
に
我
に
就
い
て
什
摩
を

め
て
他
に
酬
い
せ
し
む
る
や
。
仰
山
云
く
、
和
尚
の
大
家
底
を
把
っ
て
人
事
を
行
ず
る
を
恠
む
。

山
云

か

く
、
汝
見
ず
や
、
達
摩
西
天
よ
り
来
り
、
亦
た
此
の
物
を
將
っ
て
人
事
を
行
ず
。
汝
諸
人
盡
く
是
れ
他
の
信
物
を
受
く
る
者
な
り
。

　
　
有
る
俗
官
が
品
物
を
送
っ
て
、

山
が
鐘
を
買
う
の
に
充
当
し
た
。

山
が
仰
山
に
云
う
、
俗
官
は
福
徳
が
好
き
だ
。
仰
山
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
は
何

で
彼
に
酬
い
ま
す
か
。
師
は
柱
杖
を
つ
か
ん
で
丈
牀
を
二
三
度
た
た
い
て
云
う
、
こ
れ
で
彼
に
酬
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
仰
山
が
云
う
、
若
し
こ
れ
な

ら
ば
何
の
役
に
立
ち
ま
す
か
。
師
が
云
う
、
お
前
は
何
を
嫌
っ
て
い
る
の
か
。
仰
山
が
云
う
、
私
は
こ
れ
を
嫌
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
是
れ
が
み
ん
な
の
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物
だ
か
ら
で
す
。
師
が
云
う
、
お
前
は
も
う
皆
の
物
だ
と
知
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
私
に
何
で
も
っ
て
彼
に
酬
い
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
か
。
仰
山
が
云
う
、

和
尚
さ
ん
が
、
み
ん
な
の
物
を
贈
り
物
と
し
て
使
う
の
を
い
ぶ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

山
が
云
う
、
お
前
は
知
ら
ん
の
か
。
達
磨
は
西
天
か
ら
や
っ
て

来
て
、
ま
た
此
の
物
で
贈
り
物
を
し
た
こ
と
を
。
お
前
た
ち
み
な
そ
の
贈
り
物
を
受
け
て
い
る
の
だ
。

・
行
人
事
　
礼
物
を
持
っ
て
行
っ
て
挨
拶
す
る
。

・
此
の
一
段
　「
師
云
」
は

山
を
指
す
。

　
師
、
衆
に
示
し
て
云
く
、
与
摩
の
時
は
且
ら
く
置
く
。
与
摩
な
ら
ざ
る
時
作
摩
生
。
人
有
り

山
に
挙
似
す
。

山
云
く
、
寂
子
人
の
為
に
す
る
こ
と
太

だ
早
し
。

　
　
師
が
衆
に
示
し
て
云
う
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
時
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
お
く
。
そ
の
よ
う
で
な
い
と
き
ど
う
す
る
。
あ
る
人
が
こ
の
話
を

山
に
す
る
。

い 

に 

ん

山
が
云
う
、
寂
さ
ん
の
為
人
は
性
急
す
ぎ
る
な
。

　
因
み
に

山
、
師
と
遊
山
し
て
説
話
す
る
次
い
で
云
く
、
色
を
見
て
便
ち
心
を
見
る
。
仰
山
云
く
、
承
る
ら
く
和
尚
に
言
有
り
、
色
を
見
て
便
ち
心
を
見

る
と
。
樹
子
は
是
れ
色
な
り
。
阿
那
个
か
是
れ
和
尚
、
色
上
に
見
る
底
の
心
な
る
。

山
云
く
、
汝
若
し
心
を
見
ば
云
何
ん
ぞ
色
を
見
ん
、
色
を
見
る
即
ち

是
れ
汝
が
心
な
り
。
仰
山
云
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
但
だ
言
え
、
先
に
心
を
見
て
然
る
後
に
色
を
見
る
と
。
云
何
ん
ぞ
色
を
見
了
っ
て
心
を
見
ん
。

山
云

は

く
、
我
れ
今
樹
子
と
共
に
語
る
、
汝
は
還
た
聞
く
や
。
仰
山
云
く
、
和
尚
若
し
樹
子
と
共
に
語
れ
ば
但
だ
樹
子
と
共
に
の
み
語
れ
。
又
た
某
甲
に
聞
と
不
聞

な

と
を
問
う
て
什
摩
を
か
作
す
。

山
云
く
、
我
れ
今
亦
た
子
と
共
に
語
る
、
子
は
還
た
聞
く
や
。
仰
山
云
く
、
和
尚
若
し
某
甲
と
共
に
語
ら
ば
、
但
だ
厶
甲

と
共
に
語
れ
。
又
た
某
甲
に
聞
と
不
聞
と
を
問
わ
ば
、
樹
子
に
聞
と
不
聞
と
を
問
取
し
て
始
め
て
得
了
ら
ん
。

　
　
あ
る
と
き

山
は
師
と
遊
山
し
つ
つ
話
を
し
て
い
た
が
、
云
う
、
色
を
見
て
心
を
見
る
。
仰
山
が
云
う
、
う
か
が
え
ば
、
和
尚
さ
ん
は
色
を
見
て
心
を

見
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。（
あ
の
）木
は
色
で
す
。
ど
れ
が
和
尚
さ
ん
が
色
上
に
見
る
底
の
心
で
す
か（
あ
の
色
に
見
て
と
っ
た
和
尚
さ
ん
の
心
で
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す
か
）。

山
が
云
う
、
お
前
さ
ん
が
も
し
心
を
見
る
な
ら
ば
ど
う
し
て
色
を
見
よ
う
か
。
色
を
見
る
も
の
が
お
前
さ
ん
の
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
仰
山

が
云
う
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
に
心
を
見
て
し
か
る
の
ち
に
色
を
見
る
と
の
み
言
い
そ
う
な
も
の
で
す
。
ど
う
し
て
色
を
見
お
わ
っ
て
心
を
見

る
な
ん
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

山
が
言
う
、
わ
し
は
い
ま
木
と
話
し
し
て
い
る
の
だ
が
、
お
前
さ
ん
に
聞
こ
え
る
か
。
仰
山
が
云
う
、
和
尚
さ

ん
も
し
木
と
話
し
し
て
い
る
の
な
ら
た
だ
木
と
話
し
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
な
の
に
わ
た
し
に
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
な
ど
と
き
い
て
ど
う
し
よ
う

と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

山
が
云
う
、
わ
し
は
い
ま
き
み
と
も
話
し
て
い
る
。
き
み
に
聞
こ
え
る
か
。
仰
山
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
も
し
わ
た
し
と
話

し
て
い
る
の
な
ら
た
だ
わ
た
し
と
話
し
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
な
の
に
わ
た
し
に
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
な
ど
と
き
い
て
ど
う
し
よ
う
と
お
っ
し
ゃ

る
の
で
す
か
。
も
し
わ
た
し
に
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
を
問
う
の
な
ら
、木
に
も
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
を
き
い
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。・

見
色
便
見
心
　
巻
七
雪
峯
の
伝
に
「
古
人
道
、
見
色
便
見
心
、
心
外
無
餘
」
と
あ
る
。
ま
た
馬
祖
に
「
三
界
唯
心
、
森
羅
万
象
、
一
法
之
所
印
、
凡

所
見
色
、
皆
是
見
心
、
心
不
自
心
、
因
色
故
有
心
」
と
い
う
語
が
あ
る
。

　
師
、

山
に
在
り
し
時
、
雪
下
る
の
日
、
仰
山
問
を
置
す
、
這
个
の
色
を
除
却
し
て
還
た
更
に
色
有
り
や
。

山
云
く
、
有
り
。
師
云
く
、
如
何
な
る
か

是
れ
色
。

山
雪
を
指
す
。
仰
山
云
く
、
某
甲
は
則
ち
与
摩
な
ら
ず
。

山
云
く
、
是
な
り
、
理
長
す
れ
ば
則
ち
就
か
ん
。
這
个
の
色
を
除
却
し
て
還
た
更

に
色
有
り
や
。
仰
山
云
く
、
有
り
。

山
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
色
。
仰
山
却
っ
て
雪
を
指
す
。

　
　
師
が

山
に
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
雪
が
ふ
る
日
、
仰
山
は
問
う
た
、
こ
の
色
を
の
ぞ
い
て
さ
ら
に
色
が
あ
り
ま
す
か
。

山
が
云
う
、
あ
る
。
師

が
云
う
、
そ
の
色
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

山
は
雪
を
指
さ
す
。
仰
山
が
居
う
、
わ
た
し
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
が
云
う
、
そ
う
か
。
理

が
す
ぐ
れ
れ
ば
つ
こ
う
。
こ
の
色
を
の
ぞ
い
て
さ
ら
に
色
が
あ
る
か
。
仰
山
が
云
う
、
あ
り
ま
す
。

山
が
云
う
、
そ
の
色
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
。
こ

ん
ど
は
仰
山
が
雪
を
指
さ
す
。

・
理
長
則
就
　
一
ー
一
七
六
頁
、
二
ー
四
九
頁
に
同
じ
句
が
出
る
。
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洞
山
、
人
を
遣
わ
し
て
師
に
問
わ
し
む
。
作
摩
生
な
れ
ば
即
ち
是
、
作
摩
生
な
れ
ば
則
ち
不
是
。
師
云
く
、
是
な
る
と
き
は
則
ち
一
切
皆
な
是
、
不
是
な

な

る
と
き
は
則
ち
一
切
不
是
。
洞
山
自
ら
云
く
、
是
な
る
と
き
は
一
切
不
是
、
不
是
な
る
と
き
は
一
切
是
。
師
偈
あ
り
て
曰
く
、
法
身
作
す
無
く
化
身
作
す
、
薄

ほ
っ

伽
は
玄
に
應
ず
諸
病
の
薬
。
啀

響
を
聞
き
て

吠
せ
ん
と
擬
す
、
焔
水
に
魚
を

む
る
癡
老
鶴
。

　
　
洞
山
が
人
を
や
っ
て
師
に
問
わ
せ
た
、
ど
う
し
た
ら
是
で
あ
り
、
ど
う
し
た
ら
是
で
は
な
い
か
、
と
。
師
は
云
う
、
是
と
す
る
と
き
は
一
切
が
す
べ
て

是
で
あ
り
、
是
で
な
い
と
す
る
と
き
は
一
切
が
す
べ
て
是
で
な
い
。
洞
山
は
自
ら
云
う
、
是
と
す
る
と
き
は
一
切
が
す
べ
て
是
で
な
く
、
是
で
な
い
と
す

る
と
き
は
一
切
が
す
べ
て
是
で
あ
る
。
師
は
偈
を
造
っ
て
云
う
、
法
身
は
な
す
こ
と
な
く
化
身
が
な
す
、
仏
は
諸
病
の
薬
と
し
て
い
み
じ
く
も
あ
ら
わ
れ

た
ま
う
。
遠
吠
え
を
聞
い
て
ほ
え
か
か
る
、
蜃
気
楼
の
川
に
魚
を
さ
が
す
バ
カ
な
老
い
鶴
。

ず
ん
な
ん

　
師
、
沙
弥
た
り
し
時
、
宗
和
尚
の
處
に
在
っ
て
、
童
行
房
裏
に
念
経
せ
り
。
宗
和
尚
問
う
、
誰
か
這
裏
に
在
っ
て
念
経
す
る
。
對
え
て
云
く
、
専
甲
獨
自

よ

に
念
ず
、
別
に
人
無
し
。
宗
和
尚
喝
し
て
云
く
、
什
摩
の
念
経
ぞ
、
恰
も
唱
曲
唱
歌
す
る
に
似
て
相
い
似
た
り
。
与
摩
に
念
経
を
解
く
せ
ざ
る
こ
と
を
得
た

は

よ

り
。
師
便
ち
問
う
、
某
甲
は
則
ち
此
く
の
如
し
、
和
尚
は
還
た
解
く
念
経
す
る
や
。
云
く
、
我
れ
解
く
念
経
す
。
師
曰
く
、
和
尚
作
摩
生
か
念
ぜ
ん
。
宗
和

や

尚
念
ず
ら
く
、
如
是
我
聞
。
師
便
ち
云
く
、
住
み
ね
、
住
み
ね
。

　
　
師
は
沙
弥
だ
っ
た
と
き
、
宗
和
尚
の
処
に
い
て
童
行
房
で
経
を
と
な
え
て
い
た
。
宗
和
尚
が
問
う
、
た
れ
が
こ
こ
で
経
を
よ
ん
で
い
る
の
だ
。
こ
た
え

て
云
う
、
わ
た
し
が
ひ
と
り
で
よ
ん
で
ま
す
。
ほ
か
に
人
は
お
り
ま
せ
ん
。
宗
和
尚
が
ど
な
っ
て
云
う
、
な
ん
の
経
を
よ
む
だ
。
ま
る
で
流
行
歌
で
も
う

た
っ
て
い
る
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
。
よ
く
も
ま
あ
そ
れ
だ
け
経
が
よ
め
な
い
も
の
だ
。
師
が
問
う
、
わ
た
し
は
こ
の
と
お
り
で
す
。
和
尚
さ
ん
は
経
が
よ

め
る
の
で
す
か
。
云
う
、
わ
し
は
よ
め
る
よ
。
師
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
ど
う
よ
ま
れ
ま
す
か
。
宗
和
尚
が
と
な
え
て
云
う
、
如
是
我
聞
。
師
が
い
う
、
止

み
ね
、
止
み
ね
。

・
住
住
　
法
華
経
方
便
品
に
「
止
止
不
須
説
、
我
法
妙
難
思
」
と
あ
る
句
を
ふ
む
。
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い 

ぶ 

か

　
問
う
、
今
日
、

山
の
斎
を
設
く
、
未
審
し

山
は
還
た
来
た
る
や
。
師
云
く
、
来
た
る
と
き
は
則
ち
去
る
有
り
、
去
る
と
き
は
則
ち
来
た
る
有
り
。

　
　
問
う
、
今
日
は

山
和
尚
の
斎
会
で
す
。

山
和
尚
は
も
ど
っ
て
こ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
い
う
、
来
る
と
き
は
去
る
こ
と
が
あ
る
。
去
る
と

き
は
来
る
こ
と
が
あ
る
。

　

山
、
師
を
喚
ぶ
。
師

す
。

山
云
く
、
速
か
に
道
え
、
速
か
に
道
え
、
子
、
陰
に
落
ち
る
こ
と
莫
れ
。
云
く
、
専
甲
信
も
亦
た
立
て
ず
。
云
く
、
汝
、

よ

何
が
故
に
信
を
立
て
ざ
る
や
。
云
く
、
若
し
是
れ
専
甲
な
ら
ば
更
に
阿
誰
を
か
信
ぜ
ん
。
云
く
、
汝
、
解
く
す
る
が
故
に
立
て
ざ
る
や
、
解
く
せ
ざ
る
が
故

に
立
て
ざ
る
や
。
云
く
、
若
し
立
て
ざ
れ
ば
解
く
す
る
と
解
く
せ
ざ
る
と
を
説
か
ず
。
云
く
、
汝
は
是
れ
定
性
の
声
聞
な
り
。
云
く
、
専
甲
は
佛
も
亦
た
見

ず
。　

　

山
が
師
を
呼
ぶ
。
師
は
ハ
ア
と
返
事
を
す
る
。

山
が
云
う
、
さ
あ
一
句
吐
け
、
五
蘊
に
落
ち
こ
ん
で
は
な
ら
ぬ
ぞ
。
云
う
、
わ
た
し
は
信
も
立
て

ま
せ
ん
。
云
う
、
ど
う
し
て
信
を
立
て
な
い
の
だ
。
云
う
、
わ
た
し
と
し
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
誰
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。
云
う
、
お
前
さ
ん
で
き
る
か
ら

立
て
な
い
の
か
。
で
き
な
い
か
ら
立
て
な
い
の
か
。
云
う
、
立
て
な
い
の
な
ら
、
で
き
る
で
き
な
い
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
云
う
、
お
前
さ
ん
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
声
聞
だ
。
云
う
、
わ
た
し
は
仏
も
見
ま
せ
ん
。

・
子
莫
落
陰
　
落
陰
と
い
う
言
葉
が
わ
か
り
に
く
い
。
陰
は
五
陰
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
痕
跡
を
の
こ
す
よ
う
な
い
い
方

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。

・
定
性
声
聞
　
相
手
の
し
た
た
か
さ
に
閉
口
し
て
い
る
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
師
、
一
物
を
挙
起
し
て
、

山
に
問
う
て
云
く
、
与
摩
の
時
如
何
ん
。

山
曰
く
、
分
別
す
れ
ば
色
塵
に
属
す
。
我
は
這
裏
に
到
り
て
は
与
摩
か
与
摩
な

ら
ざ
る
か
。
仰
山
云
く
、
和
尚
は
躰
有
る
も
而
も
用
無
し
。

山
云
く
、
子
如
何
ん
。
仰
山
云
く
、
某
甲
は
信
も
亦
た
立
て
ず
。

山
云
く
、
什
摩
と
為
て
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か
信
を
立
て
ざ
る
。
仰
山
云
く
、
若
し
是
れ
某
甲
な
ら
ば
更
に
阿
誰
を
か
信
ぜ
ん
。

山
云
く
、
有
に
し
て
立
て
ざ
る
か
、
無
に
し
て
立
て
ざ
る
か
。
仰
山

云
く
、
立
て
ざ
れ
ば
有
無
を
説
か
ず
。

山
云
く
、
子
は
是
れ
定
性
の
声
聞
な
り
。
仰
山
云
く
、
専
甲
、
這
裏
に
到
り
て
は
佛
す
ら
尚
お
見
ず
。

山
云
く
、

子
は
向
後
、
吾
が
声
教
を
傳
え
て
闊
狭
に
行
歩
せ
し
め
ん
。
吾
れ
子
に
及
ば
ず
。

　
　
師
は
一
物
を
と
り
あ
げ
て

山
に
問
う
、
こ
う
で
あ
る
と
き
ど
う
で
す
か
。

山
が
云
う
、
分
別
す
れ
ば
色
境
に
属
す
る
。
わ
し
は
こ
こ
に
お
よ
ん
で

は
そ
う
で
あ
る
こ
と
も
そ
う
で
は
な
い
。
仰
山
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
に
は
体
は
あ
る
け
れ
ど
も
用
が
な
い
。

山
が
云
う
、
あ
ん
た
は
ど
う
だ
。
仰
山
が

云
う
、
わ
た
し
は
信
も
立
て
ま
せ
ん
。

山
が
云
う
、
ど
う
し
て
信
を
立
て
な
い
の
だ
。
仰
山
が
云
う
、
わ
た
し
と
し
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
誰
を
信
じ

ま
し
ょ
う
。

山
が
云
う
、
有
っ
て
立
て
な
い
の
か
、
無
く
て
立
て
な
い
の
か
。
仰
山
が
云
う
、
立
て
な
い
の
な
ら
有
無
に
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

山
が
云
う
、
あ
ん
た
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
声
聞
だ
。
仰
山
が
云
う
、
わ
た
し
は
こ
こ
に
お
よ
ん
で
は
仏
す
ら
見
ま
せ
ん
。

山
が
云
う
、
あ
ん
た
は
こ

の
先
、
わ
し
の
教
を
天
下
に
広
め
る
で
あ
ろ
う
。
わ
し
は
あ
ん
た
に
ゃ
お
よ
ば
ん
。

・
有
躰
而
無
用
　
躰
、
原
文
は
身
。

な

　
師
、
沙
弥
た
り
し
時
、

源
に
在
っ
て
唱
礼
す
る
次
い
で
、

源
問
う
、
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
唱
礼
す
。
源
云
く
、
礼
文
、
什
摩
と
道
う
ぞ
。
對

え
て
云
く
、
一
切
に
恭
敬
す
。
源
云
く
、
忽
ち
不
浄
底
に
遇
わ
ば
作
摩
生
。
師
曰
く
、
不
審
。

　
　
師
は
沙
弥
だ
っ
た
こ
ろ
、

源
の
下
で
礼
文
を
と
な
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

源
が
問
う
た
、
な
に
を
し
て
い
る
。
師
が
云
う
、
礼
文
を
と
な
え
て
い
ま

す
。

源
が
云
う
、
礼
文
に
は
ど
う
あ
る
か
。
こ
た
え
て
云
う
、
一
切
に
恭
敬
す
で
す
。

源
が
云
う
、
ひ
ょ
っ
と
不
浄
底
に
出
会
っ
た
ら
ど
う
す
る
。

師
が
云
う
、
こ
ん
に
ち
は
。

・
不
浄
底
　
鶴
林
玄
素
の
伝（
宗
高
僧
伝
巻
九
）に
、
屠
殺
を
業
と
す
る
も
の
の
ま
ね
き
に
応
じ
た
こ
と
を
士
庶
驚
駭
し
て
み
な
異
な
り
と
称
し
た
と
い

う
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
職
業
に
あ
る
も
の
を
賤
民
あ
つ
か
い
し
て
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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第
一
、
韋
中
承
和
尚
に
問
う
て
曰
く
、
五
祖
は
云
何
ん
が
衣
鉢
を
慧
能
に
分
付
し
て
、
神
秀
に
分
付
せ
ざ
る
。
既
に
分
付
し
て
後
、
云
何
ん
が
慧
明
又
た

は

五
祖
下
よ
り
大

嶺
頭
に

到
し
、
其
の
衣
鉢
を
奪
わ
ん
と
せ
る
。
復
た
何
の
意
有
っ
て
か
衣
を
得
ず
し
て
廻
る
や
。
某
甲
城
に
在
っ
て
曽
て
師
僧
に
問
う

に
、
悉
く
各
々
説
く
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
某
甲
は
常
に
此
の
事
を
疑
う
。
和
尚
は
稟
承
に
師
有
り
、
願
わ
く
は
、
一
決
を
垂
れ
た
ま
え
。
師
答
え
て
曰
く
、
此

は
是
れ
宗
門
中
の
事
な
り
。
曽
て
先
師
の

に
於
い
て
説
く
を
聞
く
に
、
登
時
五
祖
下
に
七
百
の
僧
有
り
。
五
祖
遷
化
せ
ん
と
欲
す
る
の
時
、
人
の
伝
法
し

衣
鉢
を
分
付
す
る
を

る
に
、
衆
中
に
一
上
座
有
り
、
名
づ
け
て
神
秀
と
曰
う
。
遂
に
一
偈
を
造
っ
て
五
祖
に
上
る
。
身
は
是
れ
菩
提
樹
、
心
は
明
鏡
の

あ
ん
じ
ゃ

の
如
し
。
時
時
に
勤
め
て
拂
拭
し
て
、
麈
埃
を
有
ら
遣
む
る
莫
れ
、
と
。
後
に
磨
坊
中
の
盧
行
者
、
此
の
偈
有
る
を
聞
き
、
遂
に
一
偈
を
作
っ
て
五
祖
に
上

る
、
曰
く
、
菩
提
本
と
樹
無
く
、
明
鏡
も
亦
た

に
非
ず
。
本
来
無
一
物
、
何

に
か
塵
埃
有
ら
ん
、
と
。
五
祖
亦
た
此
の
偈
を
見
て
、
並
に
言
語
無
し
。
遂

ゆ

に
夜
間
に
於
い
て
、
童
子
を
し
て
碓
坊
中
に
去
か
し
め
、
行
者
を
喚
び
来
ら
し
む
。
行
者
、
童
子
に
随
っ
て
五
祖
の

に
到
る
。
五
祖
童
子
を
發
遣
却
し
て

後
、
遂
に
盧
行
者
を
改
め
て
名
づ
け
て
慧
能
と
為
し
、
衣
鉢
を
授
与
し
、
伝
え
て
六
祖
と
為
す
。
行
者
に
向
か
っ
て
云
く
、
秀
は
門
外
に
在
り
。
能
は
入
門

す
る
を
得
た
り
。
得
座
被
衣
、
向
後
自
ら
看
よ
。
二
十
年
吾
が
教
を
弘
む
る
こ
と
勿
れ
。
當
に
難
の
起
こ
る
こ
と
有
る
べ
し
。
此
を
過
ぎ
て
已
後
、
善
く
迷

人
を
誘
へ
、
と
。
慧
能
便
ち
問
う
、
當
に
何

に
往
き
て
難
を
避
く
る
に
堪
う
べ
き
や
。
五
祖
云
く
、
懐
に
逢
え
ば
即
ち
隠
れ
、
會
に
遇
え
ば
即
ち
逃
れ
、
姓

を
異
に
し
、
名
を
異
に
す
れ
ば
、
即
ち
當
に
安
か
る
べ
し
、
と
。
行
者
既
に
付
属
の
衣
鉢
を
得
、
五
祖
發
遣
す
。
時
に
即
ち
嶺
南
に
發
去
す
。
五
日
の
後
、
五

す 

か 

ん

祖
衆
人
を
集
め
て
告
げ
て
曰
く
、
此
間
に
佛
法
無
し
。
此
の
語
は
意
、
六
祖
を
顕
わ
す
。
衆
僧
、
五
祖
に
問
う
、
衣
鉢
は
何
人
に
か
分
付
せ
る
。
五
祖
云
く
、

能
あ
る
者
即
ち
得
た
り
、
と
。
衆
僧
、
碓
坊
中
の
行
者
を
商
議
す
。
又
た
童
子
の
泄
語
す
る
こ
と
を
被
り
、
衆
僧
、
即
ち
盧
行
者
の
衣
鉢
を
將
っ
て
嶺
南
に

帰
す
る
を
知
る
。
衆
僧
遂
に

う
。

・
慧
能
の
伝
は
巻
二
に
在
り
、「
壇
経
」「
別
伝
」
の
あ
と
を
承
け
る
。

・
五
祖
下
有
七
百
　
弟
子
が
七
百
人
い
た
と
い
う
。
後
「
黄
梅
七
百
高
僧
」
の
成
語
の
典
拠
で
あ
ろ
う
。

・
本
来
無
一
物
　
古
く
は
「
仏
性
常
清
浄
」（
敦
煌
本
壇
経
な
ど
）、
こ
の
段
は
、「
本
来
無
一
物
」
の
古
い
例
で
あ
り
、
後
に
定
着
す
る
。

・
亦
　
ひ
と
た
び
。
・
・
・
す
る
や
否
や
の
意
。
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・
二
十
年
云

云

　
後
に
い
う
「
聖
胎
長
養
二
十
年
」
と
あ
る
語
の
典
拠
と
な
る
も
の
。

・
逢
懐
云

云

　
後
に
説
明
の
あ
る
如
く
、
懐
は
懐
州
、
会
は
四
会
県
。
別
伝
に
は
四
会
県
と
懐
州
の
地
に
ひ
そ
ん
で
五
年
間
獵
師
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
。

・
此
語
云

云

　
註
の
部
分
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
衆
中
に
一
僧
有
り
、
官
を
捨
て
て
道
に
入
る
。
先
は
是
れ
三
品
将
軍
、
姓
は
陳
、
字
は
慧
明
、
星
夜
倍
程
、
大

嶺
頭
に
至
る
。
行
者
来
り
趁
う
を
知
り
、

お

も

遂
に
衣
鉢
を
放
っ
て
林
に
入
り
盤
石
上
に
向
い
て
坐
す
。
其
の
慧
明
、
嶺
上
に
其
の
衣
鉢
を
見
て
向
前
し
て
手
を
已
っ
て
、
之
を
抬
ぐ
る
に
衣
鉢
動
ぜ
ず
。
便

ち
自
ら
力
薄
き
を
知
り
て
、
即
ち
山
に
入
り
、
行
者
を
山
の
高
処
に
覓
む
る
に
林
中
に
行
者
の
石
上
に
在
っ
て
坐
す
る
を
見
る
。
行
者
、
遙
に
恵
明
を
見
て

い 

え 

ど

便
ち
来
た
り
て
衣
鉢
を
奪
は
ん
と
す
る
を
知
る
。
即
ち
云
く
、
我
が
祖
、
衣
鉢
を
分
付
す
。
我
れ
苦
辞
し
て
受
け
ず
。
將
ち
来
る
と（
雖
則
も
）見
に
巌
頭
に
在

も
と

り
、
上
座
要
め
ん
と
欲
せ
ば
便
ち
請
う
、
將
ち
去
れ
と
。
慧
明
答
う
、
我
れ
は
衣
鉢
の
為
に
来
ら
ず
。
只
だ
法
の
為
に
来
る
。
知
ら
ず
、
行
者
、
五
祖
を
離

れ
し
時
、
何
の
密
意
密
語
有
り
や
。
願
わ
く
は
我
が
為
に
説
き
た
ま
え
。
行
者
は
苦
に
求
む
る
を
見
て
、（
便
）即
ち
与
に
説
く
、
先
ず
石
上
に
向
い
て
端
座

静
慮
せ
し
め
、
不（
思
善
不
）思
悪
、
正
与
摩
に
思
生
ぜ（
ざ
る
）時
、
我
に
本
来
の
明
上
座
の
面
目
を
還
し
来
れ
。
恵
明
問
う
て
云
く
、
上（
来
）の
密
意
は
即
ち

は

這
个
是
れ
か
、
為
當
た
別
更
に
意
旨
有
る
か
。
行
者
云
く
、
我
れ（
今
）分
明
に
汝
が
為
に
説
著
し
て
、
却
っ
て
不
密
を
成
ず
。
汝
若
し
自
ら
自
己
の
面
目
を

は

得
れ
ば
、
密
は
却
っ
て
汝
が
辺
に
在
り
。
慧
明
、
行
者
に
問
う
て
云
く
、
汝
、
黄
梅
和
尚
の
身
辺
に
在
り
、
意
旨
復
た
如
何
ん
。
行
者
云
く
、
和
尚
、
我
が

秀
上
座
に
對
す
る
偈
を
看
て
、
即
ち
我
が
入
門
の
意
を
知
り
、
即
ち
慧
能
に
印
し
て
云
く
、
秀
は
門
外
に
在
り
、
能
は
門
に
入
る
を
得
て
得
座
被
衣
す
。
向

も

後
自
ら
看
よ
。
此
の
衣
鉢
は
従
上
来
分
付
す
。
切
に
須
く
人
を
得
べ
し
。
我
れ
今
汝
に
付
す
、
努
力
し
將
ち
去
れ
。
二
十
年
吾
が
教
を
弘
む
る
勿
れ
。
當
に

難
の
起
こ
る
こ
と
有
る
べ
し
。
此
を
過
ぎ
て
已
後
、
善
く
迷
情
を
誘
え
、
と
。
慧
能
問
う
て
云
く
、
當
に
何
処
に
於
い
て
難
を
避
く
る
に
堪
う
べ
き
や
。
五

祖
云
く
、
懐
に
逢
え
ば
即
ち
隠
れ
、
会
に
遇
え
ば
即
ち
逃
が
る
。〔
懐
は
即
ち
懐
州
、
會
は
即
ち
四
會
県
な
り
〕
姓
を
異
に
し
、
名
を
異
に
す
れ
ば
當
に
即
ち
安

か
る
べ
し
、
と
。
時
に
慧
明
〔
云
く
〕、
黄
梅
に
在
っ
て
剃
髪
す
と
雖
も
、
實
に
禅
宗
の
面
目
を
知
ら
ず
。
今
、
入
處
を
指
授
す
る
こ
と
を
蒙
り
て
、
人
の
水
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を
飲
み
て
冷
暖
自
知
す
る
が
如
し
。
今
日
よ
り
向
後
、
行
者
は
即
ち
是
れ
慧
明
の
師
な
り
。
今
、
便
ち
名
を
改
め
て
、
号
し
て
道
明
と
為
す
。
行
者
曰
く
、
汝

若
し
是
の
如
く
ん
ば
、
吾
も
亦
た
是
の
如
し
。
汝
と
同
じ
く
黄
梅
を
師
と
し
て
異
ら
ず
、
善
く
自
ら
護
持
せ
よ
。
道
明
曰
く
、
和
尚
好
く
速
や
か
に
南
に
向

か
っ
て
去
れ
。
在
後
、
大
い
に
人
来
っ
て
和
尚
を
趁
う
有
り
。
道
明
の
尽
く
却
指
し
て
廻
ら
す
を
待
て
。
今
便
ち
和
尚
を
礼
辞
し
て
北
に
向
か
っ
て
去
ら
ん
。

道
明
嶺
頭
に
在
っ
て
分
首
し
て
便
ち
發
っ
て
北
に
向
か
っ
て
去
る
。
虔
州
に
お
い
て
果
た
し
て
五
十
餘
僧
の
来
っ
て
盧
行
者
を
尋
ぬ
る
を
見
る
。
道
明
、
僧

に
向
か
っ
て
曰
く
、
我
れ
大

嶺
頭
の
懐
化
鎮
の
左
右
に
在
っ
て
、
五
六
日
等
候
し
、
諸
の
関
津
を
借
訪
す
る
も
、
並
に
此
の
色
目
の
人
の
過
ぐ
る
を
見
ず
。

諸
人
は
却
っ
て
北
に
向
か
っ
て
尋
覓
せ
よ
。
云
く
、
其
の
人
は
石

も
て
腰
を

損
し
、
行
李
恐
ら
く
難
か
ら
ん
。
衆
人
頭
を
分
っ
て
散
ず
。
後
、
道
明
独

り
、
廬
山
の
布
水

に
往
き
、
三
年
を
経
し
後
、
蒙
山
に
帰
り
て
修
行
し
て
後
、
徒
弟
を
出
し
て
、
尽
く
嶺
南
に
六
祖
の

へ
礼
拝
せ
し
む
。
今
に
至
っ
て
、

蒙
山
の
霊
塔
見
に
在
り
。

・
字
不
明
の
所（
）に
て
補
う
。

・
来
奪
衣
鉢
　
巻
二
は
「
便
知
来
奪
我
衣
鉢
」。

・
向
後
　
将
来
の
意
。

・
逢
懐
云

云

　
表
面
上
の
意
は
し
た
っ
て
く
る
人
に
逢
え
ば
隠
れ
、
集
ま
り
に
遇
え
ば
逃
れ
る
。

・
虔
州
　
原
文
虎
州
を
改
む
。

・
時
に
慧
明
云
く
　
　「
云
」
を
補
う
。

・
等
候
　
待
つ
の
意
。

・
色
目
の
人
　
そ
う
い
っ
た
種
類
の
人
。

は

　
第
二
、

陵
の
僧
、
道
存
問
う
て
曰
く
、
和
尚
、
沙
汰
の
後
、
再
び
湖
南
に
到
り
て

山
和
尚
に
礼
覲
せ
り
。
復
た
何
の
微
妙
の
言
説
か
有
り
し
。
和
尚

云
く
、
我
れ
難
の
後
、

山
に
到
り
し
に
、
一
日
、
我
に
問
う
こ
と
を
得
た
り
、
汝
、
仰
山
に
在
り
て
住
持
し
及
び
法
を
説
く
、
他
人
を
誑
惑
す
る
こ
と
莫
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き
や
。
仰
山
云
く
、
自
己
の
眼
目
に
随
う
。

山
云
く
、
汝
、
争
で
か
諸
方
の
師
僧
を
辯
じ
得
て
、
師
承
有
り
と
知
り
、
師
承
無
し
と
知
り
、
是
れ
義
学
な

り
と
知
り
、
是
れ
禅
学
な
り
と
知
ら
ん
。
宗
門
の
事
宜
、
我
に
説
似
し
看
よ
。
仰
山
、
和
尚
に
諮
っ
て
云
く
、
辯
じ
得
る
な
り
。

山
云
く
、
諸
方
の
學
人

か
れ

の
来
た
る
有
り
、
汝
に
曹
溪
の
意
旨
を
問
わ
ん
。
汝
、
如
何
ん
が
渠
に
答
え
ん
。
仰
山
云
く
、
大
徳
、
近
ご
ろ
何
れ
の
處
よ
り
か
来
た
れ
る
。
学
人
答
う
ら

は

く
、
近
ご
ろ
諸
方
の
老
宿
の
処
よ
り
来
た
れ
り
。
仰
山
即
ち
一
境
を
挙
し
て
問
う
て
云
く
、
諸
方
の
老
宿
還
た
這
个
を
説
き
し
や
、
這
个
を
説
か
ざ
り
し
や
。

或
る
時
は
一
境
を
挙
し
て
云
く
、
這
个
は
則
ち
且
ら
く
置
く
、
還
た
諸
方
の
老
宿
、
意
旨
如
何
ん
。
已
上
両
則
は
境
智
な
り
。

山
、
説
く
を
聞
き
て
歎
じ

て
曰
く
、
大
い
に
好
し
、
此
れ
亦
た
是
れ
従
上
来
宗
門
の
牙
爪
な
り
。

　
　
第
二
、

陵
の
僧
、道
存
が
問
う
て
云
う
、和
尚
は
破
仏
事
件
の
の
ち
ふ
た
た
び
湖
南
に
行
っ
て

山
和
尚
に
目
通
り
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

何
か
素
敵
な
こ
と
を
い
わ
れ
ま
し
た
か
。
和
尚
が
云
う
、
わ
た
し
は
難
の
の
ち

山
に
行
っ
た
が
、
あ
る
日
わ
た
し
に
問
わ
れ
た
、
お
前
さ
ん
は
仰
山
に

わ 

た 

し

ま 

な 

こ

住
持
し
て
法
を
説
い
て
い
る
が
、
ひ
と
を
た
ぶ
ら
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
仰
山
が
云
う
、
自
分
の
眼
目
に
し
た
が
っ
て
お
り
ま
す
。

山
が
云
う
、

ど
う
し
て
諸
方
の
師
僧
に
師
承
が
あ
る
か
な
い
か
、
義
学
の
徒
で
あ
る
か
禅
学
の
徒
で
あ
る
か
、
お
前
さ
ん
に
見
分
け
ら
れ
よ
う
か
。
宗
門
の
消
息
を
わ

た
し
に
言
っ
て
み
な
さ
い
。
わ
た
し
は
和
尚
に
申
し
上
げ
て
云
っ
た
、
見
分
け
ら
れ
ま
す
。

山
が
云
う
、
諸
方
の
学
人
が
来
て
、
曹
溪
の
意
旨
を
問
う

た
ら
、
ど
う
答
え
て
や
る
か
。
わ
た
し
が
云
う
、
大
徳
、
こ
の
度
は
ど
こ
か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
、
と
云
う
と
学
人
が
答
え
ま
す
、
こ
の
度
は
諸
方
の
老

宿
の
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
一
境
を
と
り
あ
げ
て
問
う
て
云
い
ま
す
、諸
方
の
老
宿
は
こ
れ
を
云
っ
た
か
云
わ
な
か
っ
た

か
。
あ
る
と
き
は
一
境
を
と
り
あ
げ
て
云
い
ま
す
、
こ
れ
は
ま
あ
お
い
て
お
こ
う
、
諸
方
の
老
宿
の
意
旨
は
ど
う
だ
。
以
上
の
両
則
は
境
智
で
あ
り
ま
す
。

山
は
そ
れ
を
聞
い
て
感
歎
し
て
云
っ
た
、
大
変
け
っ
こ
う
、
こ
れ
も
ま
た
伝
統
あ
る
宗
門
の
荷
い
手
だ
。

・
還
諸
方
老
宿
意
旨
如
何
　
還
は
疑
問
詞
と
し
て
は
破
格
の
用
法
。

も

　

山
又
た
云
く
、
忽
し
人
有
っ
て
問
わ
ん
、
一
切
衆
生
、
但
だ
忙
忙
た
る
業
識
有
る
の
み
に
し
て
本
の
據
る
可
き
無
し
、
と
。
汝
、
云
何
ん
が
答
え
ん
。
仰

な
　
に

山
云
く
、
驀
に
學
人
の
名
を
呼
び
、
學
人
應
諾
す
れ
ば
仰
山
問
わ
ん
、
是
れ
什
摩
物
ぞ
、
と
。
學
人
答
え
て
云
わ
ん
、
不
會
と
。
仰
云
く
、
汝
も
亦
た
本
の
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據
る
可
き
無
し
。
但
だ
に
忙
忙
た
る
業
識
な
る
の
み
に
非
ず
、
と
。

山
云
く
、
此
は
是
れ
師
子
一
滴
の
乳
、
六
斛
の
驢
乳
一
時
に
迸
散
す
。

　
　

山
が
ま
た
云
う
、
も
し
あ
る
人
が
、
一
切
衆
生
、
但
だ
忙
忙
た
る
業
識
有
る
の
み
に
し
て
本
の
據
る
可
き
無
し
、
と
問
う
た
ら
ど
う
答
え
る
か
。
仰

山
が
云
う
、
正
面
切
っ
て
学
人
の
名
を
呼
び
、
学
人
が
は
い
と
こ
た
え
れ
ば
、
わ
た
し
は
、
な
ん
だ
、
と
た
ず
ね
ま
し
ょ
う
。
学
人
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん

と
答
え
ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
云
い
ま
す
、
お
前
さ
ん
も
本
の
據
る
可
き
無
し
だ
、
た
だ
忙
忙
た
る
業
識
な
る
の
み
で
は
な
い
ぞ
、
と
。

山
が
云
う
、

師
子
一
滴
の
乳
、
六
斛
の
驢
乳
一
時
に
迸
散
す
、
だ
。

・
一
切
衆
生
但
有
云

云

　
南
陽
慧
忠
の
伝（
巻
二
）に
「
一
切
衆
生
、
忙
忙
業
性
、
無
本
可
據
、
日
用
而
不
知
、
無
由
得
出
離
於
三
界
」
と
い
う
句
が
見

え
る
。
忙
は
茫
が
正
し
い
。
業
識
は
妄
心
。

　

山
又
た
仰
山
に
問
う
、
身
辺
に
學
禅
の
僧
有
り
や
。
仰
山
云
く
、
還
た
一
両
个
有
る
も
只
だ
是
れ
面
前
背
後
す
る
の
み
。

山
云
く
、
云
何
ん
が
面
前

背
後
す
る
。
仰
山
云
く
、
人
前
に
声
教
を
受
持
し
、
別
人
に
祇
對
す
る
と
き
は
即
ち
背
後
す
る
に
似
た
り
。
渠
が
自
己
照
用
の
處
を
揩
定
著
す
る
に
、
業
性

は

か
れ

も
亦
た
識
ら
ず
。

山
云
く
、
我
が
身
辺
還
た
學
禅
の
人
有
り
や
。
仰
山
答
え
て
云
く
、
出
山
日
早
し
、
有
る
も
亦
た
他
を
識
ら
じ
。

山
云
く
、
汝
が
在

た
と

ひ
ん
で
い

日
の
眼
目
を
以
て
す
れ
ば
、
且
く

山
有
す
る
や
。
仰
山
答
う
ら
く
、
山
中
、
縦
い
諸
の
同
学
の
兄
弟
有
る
も
曽
つ
て
子
細
に
他
と
共
に
論
量
せ
ず
、
並
び

に
眼
目
の
深
浅
を
知
ら
ず
。

云
く
、
大
安
如
何
ん
。
答
え
て
云
く
、
他
を
知
ら
ず
。
全

如
何
ん
。
亦
た
他
を
識
ら
ず
。
志
和
如
何
ん
。
亦
た
他
を
識
ら

ず
。
志
遇
如
何
ん
。
亦
た
他
を
識
ら
ず
。
法
端
如
何
ん
。
亦
た
識
ら
ず
。

山
咄
し
て
云
く
、
我
れ
汝
に
問
う
に
惣
に
識
ら
ず
と
道
う
は
什
摩
の
意
ぞ
。

は
　
た

か
れ

ほ
っ

　
仰
山
、
和
尚
に
諮
る
ら
く
、
為
當
、
他
が
見
解
を
記
せ
ん
こ
と
を
欲
得
す
る
や
。
為
當
、
行
解
を
欲
得
す
る
や
。

山
云
く
、
汝
、
云
何
ん
が
、
他
が
見

解
を
説
き
、
云
何
ん
が
他
が
行
解
を
説
か
ん
。
仰
山
云
く
、
若
し
他
が
見
解
を
記
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
上
来
の
五
人
、
向
後
、
和
尚
が
声
教
を
受
持
し
て
、
人

の
善
知
識
と
為
り
て
一
切
の
人
に
説
示
す
る
こ
と
、
之
を
一
瓶
に
瀉
ぎ
て
一
滴
を
も
失
わ
ざ
る
が
如
く
せ
ん
。
人
の
師
と
為
り
て
餘
り
有
り
、
此
は
是
れ
見

解
な
り
。

山
云
く
、
行
解
如
何
ん
。
仰
山
云
く
、
未
だ
天
眼
、
他
心
を
具
せ
ざ
れ
ば
、
他
が
照
用
の
處
を
知
ら
ず
。
行
解
は
自
ら
清
濁
を
辯
じ
、
業
性
は

意
密
に
属
す
る
に
縁
る
、
所
以
に
他
を
知
ら
ず
。
只
だ
慧
寂
の
如
き
ん
ば
江
西
に
在
り
し
時
、
盡
頭
無
慙
無
愧
な
り
き
。
今
時
和
尚
は
見
了
れ
り
。
喚
ん
で
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學
禅
人
と
作
す
や
。

山
云
く
、
是
れ
我
れ
一
切
人
前
に
向
か
っ
て
、
汝
は
禅
を
解
し
得
ず
と
説
か
ん
、
得
た
り
や
。
仰
山
云
く
、
慧
寂
是
れ
何
の
蝦

に
し
て
云
何
ん
が
禅
を
解
せ
ん
。

山
云
く
、
是
れ
汝
が
光
明
、
誰
人
か
汝
を
障
え
ん
。

・
揩
定
　
あ
る
基
準
に
よ
っ
て
是
非
曲
直
を
定
め
る
こ
と
。

・
瀉
之
一
瓶
不
失
一
滴
　
涅
槃
経
四
十
「
如
寫
瓶
水
置
之
一
瓶
」
の
語
に
も
と
づ
く
。

・
意
密
　
三
密
の
一
。

は
る

　
仰
山
、

山
に
問
う
て
云
く
、
西
天
二
十
七
祖
般
若
多
羅
、
玄
か
に
禅
宗
向
後
三
千
年
の
事
を
記
し
、
時
の
至
る
こ
と
分
寸
も
移
さ
ざ
り
き
。
只
だ
和
尚

の
如
き
は
今
時
還
た
得
る
や
。

山
云
く
、
此
は
是
れ
行
通
辺
の
事
な
れ
ば
我
れ
今
未
だ
得
ず
。
我
れ
は
是
れ
理
通
の
學
に
し
て
亦
た
是
れ
通
自
宗
な
り
。
所

以
に
未
だ
六
通
を
具
せ
ず
。
仰
山
、

山
に
諮
っ
て
云
く
、
只
だ
六
祖
和
尚
の
如
き
は
遷
化
に
臨
み
し
時
、
諸
子
に
付
属
す
ら
く
、
一

の
重
さ
二
斤
な

る
可
き
を
取
り
て
吾
が
頸
中
に
安
じ
て
、
然
る
後
之
を
漆
せ
よ
、
と
。

は

も

　
諸
子
問
う
て
曰
く
、

を
頸
中
に
安
ず
、
復
た
何
の
意
か
有
る
。
六
祖
云
く
、
紙
筆
を
將
ち
来
た
れ
。
吾
れ
之
を
玄
記
せ
ん
。
五
六
年
中
、
頭
上
に
親
を

は

養
い
、
口
裏
に
須
く

す
べ
し
。
満
に
遇
う
の
難
あ
り
。
楊
柳
、
官
と
為
ら
ん
。

山
云
く
、
汝
は
還
た
六
祖
の
玄
記
の
意
を
會
す
る
や
。
仰
山
云
く
、
會

い 

え 

ど

す
。
其
の
事
過
ぎ
た
り
。

山
云
く
、
其
の
事
は
過
ぎ
た
り
と
雖
則
も
、
汝
、
試
み
に
説
き
看
よ
。
仰
山
云
く
、
五
六
年
中
な
る
者
は
三
十
年
な
り
。
頭
上

に
親
を
養
う
な
る
者
は
一
孝
子
に
遇
う
な
り
。
口
裏
に
須
く

す
べ
き
者
は
、
數
數
斎
を
設
く
る
な
り
。
満
に
遇
う
の
難
な
る
者
は
、
是
れ
汝
州
の
張
浄
満

な
り
。
新
羅
の
僧
金
大
悲
が
銭
を
將
っ
て
雇
う
こ
と
を
被
り
、
六
祖
は
頭
を
截
た
れ
、
兼
ね
て
衣
鉢
を
偸
ま
れ
た
り
。
楊
柳
、
官
と
為
る
な
る
者
は
、
楊
は

是
れ
韶
州

史
、
柳
は
是
れ
曲
江
縣
令
な
り
。
驚
覚
し
て
後
、
石
角
臺
に
於
い
て
捉
得
せ
り
。
和
尚
今
時
此
の
見
有
り
や
。

山
云
く
、
此
は
是
れ
行
通
な

り
、
我
れ
亦
た
未
だ
得
ず
。
此
れ
亦
た
是
れ
六
通
の
數
な
り
。

　
仰
山
、
和
尚
に
諮
る
ら
く
、
和
尚
今
時
若
し
人
の
見
解
を
記
す
る
こ
と
は
即
ち
得
た
り
。
若
し
人
の
行
解
を
記
す
る
こ
と
は
即
ち
人
情
に
属
し
て
是
れ
佛

法
な
ら
ず
。

山
喜
ん
で
云
く
、
百
丈
先
師
記
す
る
ら
く
、
十
數
人
、
佛
法
を
會
し
禅
を
會
し
、
向
後
千
百
の
人
圍
遶
せ
ん
、
と
。
其
れ
に
及
ん
で
自
ら
數
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お
　
そ

に
住
す
る
や
。
仰
山
云
く
、
慮
恐
ら
く
は
此
く
の
如
か
ら
ん
。
然
ら
ば
則
ち
聖
意
測
る
こ
と
難
し
。
或
い
は
逆
か
或
い
は
順
か
慧
寂
の
知
る
所
に
非
ず
。

山
云
く
、
汝
向
後
還
た
人
を
記
す
る
や
。
仰
山
云
く
、
若
し
記
せ
ば
只
だ
見
解
を
記
す
る
の
み
に
し
て
行
解
を
記
せ
じ
。
見
解
は
口
密
に
属
し
、
行
解
は
意

密
に
属
す
。
未
だ
曹
溪
に
斉
し
か
ら
ざ
れ
ば
敢
え
て
人
を
記
せ
じ
。

山
云
く
、
子
何
が
故
に
記
せ
ざ
る
や
。
仰
山
云
く
、
燃
燈
身
前
事
這
辺
属
衆
生
行
解

か
れ

か
れ

無
憑
。

山
云
く
、
燃
燈
後
、
汝
還
た
渠
を
記
し
得
る
や
。
仰
山
云
く
、
若
し
燃
燈
の
後
な
ら
ば
他
に
自
ら
人
の
記
す
る
有
り
。
亦
た
慧
寂
が
記
に
到
ら
ざ

る
な
り
。・

玄
記
　
懸
記
に
同
じ
。

・
若
記
人
行
解
即
属
人
情
不
是
佛
法
　
七
二
頁
の
仰
山
の
語
の
中
に
「
他
時
自
具
宿
命
他
心
、
三
明
八
解
、
此
是
聖
末
辺
事
、
汝
莫
將
心
湊
泊
。
我

分
明
向
汝
道
、
却
向
性
海
裏
修
行
、
不
要
三
明
六
通
。
何
故
如
此
。
然
則
有
清
有
濁
、
但
二
倶
是
情
。
汝
不
見

山
道
、
凡
聖
情
盡
、
躰
露
眞
性

常
住
、
事
用
不
二
、
是
如
如
佛
」
と
あ
る
が
、
人
情
と
い
う
の
は
、
但
二
倶
是
情
の
、
ま
た
凡
聖
情
盡
の
情
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
仰
山
の
こ
の
語
は
右
に
引
い
た

山
の
語
を
、
仏
法
と
し
て
意
識
し
て
の
う
え
で
云
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

山
が
喜
ん
で
つ
づ
く
言

葉
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
段
全
体
が
右
に
引
い
た

山
の
仏
法
を
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
及
其
自
住
數
不
　
良
く
読
め
な
い
が
、
仰
山
の
答
え
か
ら
判
断
す
る
と
、
お
前
さ
ん
も
そ
の
十
数
人
の
中
に
入
っ
て
い
る
か
と
問
う
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

・
或
逆
或
順
　
ま
と
も
に
云
っ
た
こ
と
な
の
か
逆
を
云
っ
た
こ
と
な
の
か
。
仰
山
が
謙
遜
し
て
云
っ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

・
這
辺
以
下
文
に
乱
れ
が
あ
っ
て
読
め
な
い
。

や
す

　
仰
山
又
た

山
に
問
う
、
和
尚
、
浮

識
、
近
来
知
ら
ず
、
寧
ら
げ
る
や
を
。

山
云
く
、
我
れ
无
に
し
来
た
り
て
五
六
年
を
経
た
り
。
仰
山
云
く
、
若

し
与
摩
な
ら
ば
如
今
、
和
尚
は
身
前
に
普
超
三
昧
頂
に
應
ぜ
ん
。

山
云
く
、
未
だ
し
。
仰
山
云
く
、
性
地
の
浮

す
ら
尚
お
寧
し
。
燃
燈
身
前
、
何
が
故

い 

え 

ど

に
未
だ
し
や
。

山
云
く
、
理
は
即
ち
此
く
の
如
し
と
雖
然
も
、
我
れ
亦
た
未
だ
敢
え
て
保
任
せ
ず
。
仰
山
云
く
、
何
れ
の
處
か
是
れ
未
だ
敢
え
て
保
任
せ
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ざ
る
處
。

山
云
く
、
汝
、
口
解
脱
す
る
こ
と
莫
れ
。
汝
聞
か
ず
や
、
安
秀
二
禅
師
、
則
天
一
た
び
試
み
て
水
に
下
ら
し
む
る
こ
と
を
被
り
て
、
始
め
て
長

人
有
る
こ
と
を
知
れ
り
。
這
裏
に
到
り
て
は

佛
も
亦
た
須
く
汗
流
す
べ
し
。
汝
大
い
に
須
く
修
行
す
べ
し
。
終
日
、
口
密
密
底
な
る
こ
と
莫
れ
。

・
我
无
来
経
五
六
年
　
无
来
は
元
来
か
も
知
れ
な
い
。

・
莫
口
解
脱
　
巻
十
三
招
慶
の
伝
に
「
問
、
無
居
止
處
、
還
許
學
人
立
身
也
無
。
師
云
、
於
上
不
足
、
疋
下
有
餘
。
學
云
、
与
摩
則
學
人
進
一
歩
也
。

師
云
、
汝
也
莫
口
解
脱
」
と
あ
る
。

・
安
秀
二
禅
師
云

云

　
祖
庭
事
苑
巻
一
「
入
水
見
長
人
。
按
耀
禅
師
録
、
唐
武
后
召
嵩
山
老
安
、
北
宗
神
秀
入
禁
中
供
養
、
因
澡
浴
以
宮
姫
給
侍
、
獨

安
怡
然
無
它
。
后
歎
曰
、
入
水
始
知
有
長
人
」
と
見
え
る
が
、
今
の
場
合
と
は
状
況
が
異
な
る
。

・
口
密
密
底
　
口
の
な
か
に
も
の
が
び
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
い
る
状
態
。
す
な
わ
ち
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
こ
と
。
口
蜜
三
昧
を
や
り
過
ぎ
る
な
。
口
蜜

を
引
き
伸
ば
し
た
言
い
方
。

す
　
で

　
又
た
云
く
、
汝
が
三
生
中
、
汝
は
今
何
れ
の
生
に
在
り
や
。
實
に
我
に
向
か
っ
て
説
き
看
よ
。
仰
山
云
く
、
想
生
、
相
生
は
、
仰
山
今
時
早
已
に
淡
泊
な

り
。
今
正
に
流
注
裏
に
在
り
。

山
云
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
汝
が
智
眼
猶
お
濁
り
、
未
だ
法
眼
力
を
得
ざ
る
の
人
な
り
。
何
を
以
て
か
我
が
浮

中
の
事

を
知
ら
ん
。
仰
山
云
く
、
大
和
三
年
、
和
尚
処
分
し
て
理
を
究
め
し
む
る
を
奉
じ
て
、
頓
に
實
相
の
性
、
實
際
の
妙
理
を
窮
め
、
刹
那
の
時
に
當
り
て
、
身

い 

え 

ど

性
の
清
濁
辯
じ
得
て
、
理
行
分
明
た
り
。
此
れ
よ
り
已
後
、
便
ち
師
承
の
宗
旨
有
る
こ
と
を
知
れ
り
。
行
理
の
力
用
卒
に
未
だ
説
く
可
か
ら
ざ
る
と
雖
則
も
、

如
今
、
和
尚
得
た
る
と
得
ざ
る
と
は
即
ち
知
れ
り
。
海
印
三
昧
を
以
て
印
定
す
れ
ば
、
前
學
後
學
、
別
に
路
有
る
こ
と
無
し
。

山
云
く
、
汝
は
眼
目
既
に

此
く
の
如
し
。
随
處
に
各
自
に
修
行
す
る
、
所
在
の
出
家
と
一
般
な
り
。

・
三
生
　
人
天
眼
目
巻
四
、
三
種
生
「
師
謂
仰
山
云
、
吾
以
鏡
智
為
宗
要
、
出
三
種
生
、
所
謂
想
生
相
生
流
注
生
。
楞
厳
経
云
、
想
相
為
塵
、
識
情

為
垢
。
二
倶
遠
離
則
汝
法
眼
應
時
清
明
。
云
何
不
成
無
上
知
覚
。
想
生
即
能
思
之
心
雑
亂
、
相
生
即
所
思
之
境
歴
然
、
微
細
流
注
、
倶
為
塵
垢
。
若

能
浄
盡
、
方
得
自
在
」。
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仰
山
、

山
に
諮
っ
て
云
く
、
初
め
和
尚
に
礼
辞
せ
し
時
、
豈
に
語
有
り
て
處
分
せ
ざ
り
し
か
。

山
云
く
、
語
有
り
。
云
く
、
是
れ
機
理
な
り
と
雖
も

其
の
事
を
含
む
こ
と
無
か
ら
ず
。

山
云
く
、
汝
也
た
是
れ
秦
時
の
鐸
落
鑚
な
り
。
仰
山
云
く
、
此
の
行
李
の
處
、
自
ら
謾
じ
得
ず
。

山
云
く
、
仁
子
の

心
は
亦
た
合
に
此
く
の
如
か
る
べ
し
。

　
　
仰
山
が

山
に
諮
っ
て
云
う
、
む
か
し
和
尚
さ
ん
に
お
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
時
、
お
言
葉
が
あ
っ
て
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
ね
。

山
が
云
う
、
そ
う

だ
。
仰
山
が
云
う
、
機
理
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
そ
の
事
を
含
ま
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
が
云
う
、
お
前
さ
ん
も
秦
時
の
鐸
落
鑚
だ
。
仰
山
が

云
う
、
こ
の
行
李
の
と
こ
ろ
は
自
分
を
い
つ
わ
る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

山
が
云
う
、
仁
子
の
心
は
当
然
そ
う
あ
る
筈
だ
。

・
雖
是
機
理
不
無
含
其
事
　
理
と
事
と
を
対
比
さ
せ
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
難
解
。

・
秦
時
鐸
落
鑚
　
碧
巖
録
第
六
則
評
唱
に
云
う
、「
雲
門
初
参
睦
州
、
州
旋
機
電
轉
、
直
是
難
湊
泊
、
尋
常
接
人
、

跨
門
、
便

住
云
、
道
道
。
擬

議
不
来
、
便
推
出
云
、
秦
時

轢
鑚
」。
鐸
落
鑚
は
、
阿
房
宮
を
建
て
る
と
き
に
用
い
た
巨
大
な
鑚
。
落
成
後
は
無
用
の
長
物
と
な
っ
た
。

　
道
存
問
う
て
曰
く
、

山
に
礼
辞
せ
し
時
、
何
の
言
語
か
有
り
し
。
仰
山
云
く
、
我
れ
和
尚
を
辞
せ
し
時
、
処
分
す
ら
く
、
五
六
年
に
し
て
吾
れ
在
り
と

聞
か
ば
即
ち
帰
り
来
れ
。
吾
れ
在
ら
ず
と
聞
か
ば
即
ち
自
ら
生
路
を
揀
び
て
行
け
。
努
力
せ
よ
、
好
く
去
れ
、
と
。
道
存
問
う
て
云
く
、
和
尚
、
今
時
祖
教

を
傳
持
す
。
若
し
記
せ
ざ
れ
ば
向
後
学
人
如
何
せ
ん
。
和
尚
云
く
、
我
れ
分
明
に
汝
に
向
か
っ
て
道
う
、
今
時
、
人
の
見
解
を
試
み
る
も
人
の
行
解
を
試
み

か

か
れ

ず
、
と
。
他
の
経
解
は
意
密
に
属
す
。
正
に
境
に
渉
る
時
、
重
處
に
偏
流
し
、
業
田
に
芽
出
づ
。
別
人
争
で
か
知
ら
ん
。
何
れ
の
處
に
か
他
を
記
せ
ん
。

　
汝
聞
か
ず
や
、
大
耳
三
蔵
、
西
天
よ
り
来
り
、
粛
宗
に
對
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
粛
宗
問
う
て
云
く
、
三
蔵
何
の
法
を
解
す
る
や
、
と
。
三
蔵
云
く
、
善

く
他
心
を
解
す
、
と
。
粛
宗
遂
に
中
使
を
し
て
送
り
て
國
師
忠
和
尚
の
處
に
到
ら
し
め
、
三
蔵
の
實
に
他
心
を
解
す
る
や
を
試
み
ん
こ
と
を
請
わ
し
む
。
國

も

師
、
遂
に
渉
境
心
を
將
っ
て
三
蔵
を
試
み
た
り
。
三
蔵
果
た
し
て
心
念
の
處
を
見
知
せ
り
。
境
に
渉
り
し
が
為
に
縁
る
。
後
、
國
師
、
三
昧
に
入
り
て
、
心
、

境
に
渉
ら
ず
。
三
蔵
、
國
師
の
意
を

む
る
こ
と
得
ず
。
呵
し
て
、
野
狐
精
、
聖
は
何
れ
の
處
に
か
在
る
と
云
う
を
被
れ
り
。
若
し
自
受
用
三
昧
に
入
り
去
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ら
ば
、
玄
は
誰
か
知
る
こ
と
を
得
ん
。
所
以
に
行
解
は
知
る
こ
と
難
し
。
故
に
云
う
、
證
す
る
者
は
見
知
に
非
ず
、
證
せ
ざ
る
者
も
見
知
に
非
ず
、
と
。

・
正
渉
境
時
云

云

　
百
丈
の
伝
に
「
為
縦
自
心
貧
愛
、
所
見
悉
変
為
好
境
、
随
所
見
重
處
受
生
、
都
無
自
由
分
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

・
大
耳
三
蔵
　
伝
灯
録
五
慧
忠
國
師
の
伝
参
照
。

　
道
存
問
う
て
云
く
、
如
何
に
せ
ば
行
解
と
相
應
す
る
こ
と
を
得
ん
。
和
尚
云
く
、
汝
、
須
く
禅
宗
第
三
玄
を
會
得
す
べ
し
。
初
心
は
即
ち
第
一
玄
に
入
門

せ
ん
こ
と
を
貴
ぶ
。
向
後
の
両
玄
は
是
れ
得
座
被
衣
な
り
。
汝
、
須
く
自
看
す
べ
し
。
亦
た
須
く
自
知
す
べ
し
。

　
種
覚
と
種
智
と
有
り
。
種
覚
な
る
者
は
即
ち
三
身
如
一
な
り
。
亦
た
理
無
諍
と
云
う
、
亦
た
遮
那
湛
寂
と
云
う
。
種
智
な
る
者
は
即
ち
身
性
圓
明
な
る
こ

と
を
得
て
、
後
却
っ
て
身
前
に
向
か
っ
て
照
用
す
る
も
染
せ
ず
著
せ
ず
。
亦
た
舎
那
無
依
智
と
云
い
、
亦
た
一
躰
三
身
と
云
う
。
即
ち
行
無
諍
な
り
。
是
く

の
如
く
身
性
圓
明
な
れ
ば
漏
盡
き
意
解
け
、
身
前
に
業
無
く
、
動
静
に
住
せ
ず
。
出
生
入
死
し
て
接
物
利
生
す
。
亦
た
正
行
と
云
い
、
亦
た
無
住
車
と
云
う
。

　
他
時
自
ら
宿
命
他
心
、
三
明
八
解
を
具
せ
ん
も
此
は
是
れ
聖
末
辺
の
事
、
汝
、
心
を
將
っ
て
湊
泊
す
る
こ
と
莫
れ
。
我
れ
分
明
に
汝
に
向
か
っ
て
道
う
、

却
っ
て
性
海
裏
に
向
か
っ
て
修
行
せ
よ
。
三
明
六
通
を
要
せ
ず
。
何
が
故
に
此
く
の
如
き
や
。
然
ら
ば
則
ち
清
有
り
濁
有
る
も
、
但
だ
二
倶
に
是
れ
情
な
る

の
み
。
汝
見
ず
や
、

山
道
え
り
、
凡
聖
情
盡
き
、
眞
性
の
常
住
な
る
を
躰
露
す
。
事
用
不
二
な
る
即
ち
是
れ
如
如
佛
な
り
、
と
。

い 

ぶ 

か

　
第
三
、

陵
の
僧
道
存
、
和
尚
に
問
う
、
諸
方
の
大
家
は
達
摩
は
四
巻
の
楞
伽
経
を
將
ち
来
る
と
説
く
。
未
審
し
、
虚
な
り
や
、
實
な
り
や
。
仰
山
云
く
、

虚
な
り
。
道
存
問
う
、
云
何
ぞ
虚
な
る
こ
と
を
知
る
。
和
尚
云
く
、
達
摩
梁
時
に
来
る
。
若
し
経
を
將
ち
来
ら
ば
、
什
摩
の
朝
に
在
っ
て
翻
譯
し
、
復
た
何

の
傳
記
に
出
づ
る
や
。
其
れ
楞
伽
経
は
前
後
両
譯
あ
り
。
第
一
譯
は
是
れ
宋
朝
求
那
跋
摩
三
蔵
、
南
海
始
興
群
に
於
い
て
譯
せ
り
。
梵
に
は
質
多
と
云
い
、
此

に
は
數
數
生
念
と
云
う
。
又
た
、
乾
栗
と
云
い
、
此
に
は
無
心
と
云
う
。
此
れ
は
是
れ
一
譯
な
り
。
上
の
目
録
に
見
ゆ
。
又
た
江
陵
新
興
寺
截
頭
三
蔵
の
譯

あ
り
。
胡
に
は
質
多
と
云
い
、
此
に
は
數
數
生
念
と
云
う
。
胡
に
は
乾
栗
と
云
い
、
此
に
は
無
心
と
云
う
。
此
れ
は
是
れ
二
譯
な
り
。
義
は
即
ち
一
般
な
れ

は

ま

ど
も
、
胡
云
漢
云
は
則
ち
差
別
有
り
。
若
し
、
達
摩
の
経
を
將
ち
来
る
と
言
わ
ば
、
具
翻
譯
義
は
復
た
是
れ
何
の
年
ぞ
。
又
復
た
何
の
土
に
流
行
せ
し
や
。
汝
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聞
か
ず
や
、
六
祖
曹
溪
に
在
っ
て
説
法
せ
し
時
、
我
に
一
物
有
り
。
本
来
無
字
、
無
頭
無
尾
、
無
彼
無
此
、
無
内
無
外
、
無
方
円
、
無
大
小
、
不
是
佛
、
不

是
物
と
。
返
っ
て
衆
僧
に
問
う
、
此
れ
は
是
れ
何
物
ぞ
、
と
。
衆
僧
對
無
し
。
時
に
小
師
神
會
、
出
で
来
っ
て
對
え
て
云
く
、
神
會
、
此
の
物
を
識
れ
り
。
六

な

祖
云
く
、
這
の
饒
舌
の
沙
弥
、
既
に
識
る
と
云
わ
ば
、
喚
ん
で
什
摩
物
と
作
す
や
。
神
會
云
く
、
此
れ
は
是
れ
諸
佛
の
本
源
、
亦
た
是
れ
神
會
が
佛
性
な
り
。

六
祖
杖
を
索
め
て
沙
弥
を
打
つ
こ
と
數
下
す
。
我
れ
汝
に
向
か
っ
て
道
え
り
、
無
名
無
字
と
。
何
ぞ
乃
ち
本
源
佛
性
を
安
置
せ
る
や
。
登
時
、
神
會
呼
ん
で

本
源
佛
性
と
作
す
す
ら
尚
お
杖
を
与
う
る
こ
と
を
被
る
。
今
時
、
説
い
て
達
摩
祖
師
経
を
將
ち
来
る
と
道
わ
ば
達
摩
を
謾
糊
し
、
祖
宗
を
滞
累
し
、
合
に
其

の

棒
を
喫
す
べ
し
。
只
だ
佛
法
の
如
き
此
の
土
に
到
っ
て
三
百
年
、
前
王
後
帝
の
経
論
を
翻
訳
せ
し
こ
と
少
な
か
る
可
き
こ
と
那
作
摩
。
達
摩
の
特
に
来

る
は
、
汝
諸
人
、
三
乗
五
性
の
教
義
に
貪
著
し
、
汨
没
し
て
諸
の
義
海
中
に
在
る
が
為
な
り
。
所
以
に
達
摩
和
尚
、
汝
諸
人
の
迷
情
を
救
う
。
初
め
此
の
土

に
到
り
し
時
、
唯
だ
梁
朝
の
寶
志
禅
師
一
人
の
識
る
こ
と
有
る
の
み
。
梁
帝
、
寶
志
に
問
う
て
曰
く
、
此
れ
は
是
れ
何
人
ぞ
。
寶
志
答
う
、
此
れ
は
是
れ
佛

心
印
を
傳
う
る
の
大
師
、
観
音
聖
人
な
る
か
、
と
。
楞
伽
経
を
傳
う
る
の
聖
人
と
は
云
わ
ざ
る
な
り
。

・
求
那
跋
摩
　
求
那
跋
陀
羅
の
誤
り
。

　
道
存
、
和
尚
に
問
う
て
云
く
、
達
摩
五
行
論
に
云
く
、
教
を
借
り
て
宗
を
悟
る
、
と
。
復
た
何
の
教
を
借
る
や
。
仰
山
云
く
、
言
う
所
の
借
教
悟
宗
と
は
、

但
だ
口
門
を
借
る
、
言
語
牙
歯
咽
喉
唇
吻
な
り
。
云
口
放
光
は
即
ち
義
を
知
る
な
り
。
悟
宗
と
は
、
即
ち
梁
帝
に
答
え
て
云
く
、
見
性
を
功
と
曰
い
、
妙
用

を
徳
と
曰
う
。
功
成
り
徳
立
つ
は
一
念
に
在
り
。
是
の
如
き
功
徳
の
浄
智
妙
用
は
是
れ
世
の
求
む
る
に
非
ず
。
只
だ
曹
溪
六
祖
の
如
き
、
天
使
に
對
え
て
云

く
、
善
悪
都
て
思
量
す
る
莫
れ
。
自
然
に
心
躰
に
得
入
す
。
湛
然
常
寂
に
し
て
、
妙
用
恒
沙
な
り
、
と
。
天
使
頓
悟
し
、
歎
じ
て
曰
く
、
妙
盡
く
、
故
に
佛

ま
み

性
を
知
る
。
善
悪
を
念
ぜ
ず
、
妙
用
自
在
な
り
。
某
甲
聖
人
に
見
ゆ
る
を
待
っ
て
、
与
に
妙
旨
を
傳
え
ん
、
と
。
皇
帝
は
之
を
聞
き
、
當
時
に
頓
悟
し
、
亦

た
歎
じ
て
曰
く
、
朕
、
京
城
に
在
っ
て
、
曽
て
此
語
を
聞
説
せ
ず
。
實
に
明

と
為
す
、
謹
敬
頂
礼
し
て
修
行
せ
ん
、
と
。

・
達
摩
五
行
論
　
五
行
は
四
行
の
誤
り
。

・
道
存
の
質
問
は
、
前
段
の
仰
山
の
答
に
満
足
せ
ず
、
借
教
悟
宗
と
い
う
如
く
、
教
を
借
る
と
は
何
の
経
を
借
り
る
の
か
と
問
う
た
。
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六

・
云
口
放
光
云

云

　
読
め
な
い
。
但
借
口
門
言
語
、
牙
歯
咽
喉
、
唇
吻
云
口
云

云

か
。

・
見
性
曰
功
云

云

　
梁
武
帝
と
の
無
功
徳
の
話
し
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
即
ち
六
祖
壇
経
に
「
實
無
功
徳
・
・
・
見
性
是
功
、
平
直
是
徳
、
内
見
仏
性
、

外
行
恭
敬
」
と
、
功
徳
を
、
二
つ
に
分
け
て
説
く
。

・
天
使
　
薛
簡
な
り
。
巻
二
恵
能
の
章
に
、「
欲
得
心
要
、
一
切
善
悪
都
莫
思
量
、
自
然
得
入
心
躰
、
湛
然
常
寂
、
妙
用
恒
沙
」
と
い
う
。

・
待
某
甲
若
云

云

　「
待
」
と
「
若
」
は
両
立
せ
ず
。
今
、「
若
」
を
衍
字
と
す
る
。

は

　
道
存
問
う
て
曰
く
、
達
摩
和
尚
は
既
に
楞
伽
経
を
將
ち
来
ら
ず
。
馬
大
師
の
語
本
及
び
諸
方
の
老
宿
、
數
々
楞
伽
経
を
引
く
、
復
た
何
の
意
有
り
や
。
仰

山
云
く
、
従
上
、
相
承
し
て
説
く
に
、
達
摩
和
尚
説
法
せ
し
時
、
此
の
土
の
衆
生
、
玄
旨
を
信
ぜ
ざ
る
を
恐
れ
數
數
楞
伽
経
を
引
き
来
る
。
経
上
に
相
似
の

有
る
に
縁
る
。
宗
通
説
通
も
て
童
蒙
を
誘
う
。〔
宗
通
〕
修
行
者
及
び
聴
恵
婆
羅
門
来
っ
て
、
仏
に
三
十
六
對
を
問
う
に
、
世
尊
並
び
に
撥
し
て
世
論
に
入

る
。
又
た
相
似
の

有
り
。
縁
よ
り
得
る
所
の
覚
及
び
本
住
の
法
、
金
銀
等
の
性
は
、
如
来
の
出
世
及
び
不
出
世
に
も
、
本
性
常
住
な
り
。
故
に
云
う
、
有

佛
無
佛
、
性
相
常
住
な
り
と
、
の
如
き
、
此
れ
は
是
れ
閑
暇
の
語
話
に
し
て
引
き
来
る
。
是
れ
達
摩
の
此
を
將
っ
て
祖
宗
の
的
意
と
為
す
に
は
非
ず
。
汝
、
聞

か
ず
や
。
達
摩
西
天
に
在
り
し
時
、
般
若
多
羅
に
問
う
て
云
く
、
我
れ
今
、
法
を
得
た
り
、
當
に
何
の
土
に
往
き
て
、
化
を
行
ず
可
き
や
、
と
。
般
若
多
羅

云
く
、
汝
は
今
、
法
を
得
た
り
、
且
く
遠
去
す
る
莫
れ
。
吾
が
滅
度
の
後
六
十
一
年
を
待
ち
て
、
當
に
震
旦
に
往
く
べ
し
。
只
だ
一
九
を
得
ん
の
み
。
如
今
、

ゆ

便
ち
去
か
ば
、
日
下
に
衰
ゆ
、
と
。
亦
た
分
付
せ
ら
れ
て
楞
伽
経
を
將
っ
て
此
土
に
来
る
と
は
聞
か
ず
。
我
れ
今
、
汝
に
告
ぐ
、
若
し
禅
道
を
學
べ
ば
、
直

も
　
し

に
須
く
穏
審
な
る
べ
し
。
若
也
原
由
を
知
ら
ざ
れ
ば
妄
に
宗
教
中
の
事
を
説
く
こ
と
を
得
ず
。
是
れ
善
因
な
り
と
雖
も
悪
果
を
招
か
ん
。

・
馬
大
師
語
本
　
馬
祖
に
語
録
が
あ
り
、「
語
本
」
と
言
っ
て
い
た
。

・
宗
通
説
通
　
楞
伽
経
巻
三
、「
一
切
声
聞
菩
薩
有
二
種
通
相
、
謂
、
宗
通
及
説
通
」。

・
聴
恵
婆
羅
門
　
不
詳
。

・
三
十
六
對
　
壇
経
に
拠
っ
た
も
の
。
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・
吾
滅
後
六
十
一
年
　
巻
二
に
は
六
十
七
年
と
い
う
。

・
日
下
　
同
じ
く
、「
日
下
者
京
都
也
」
と
い
う
。

・
只
得
一
九
　
足
し
算
で
十
人
を
言
っ
た
も
の
。
　

も
　
し

か

　
第
四
、
幽
州
の
僧
思

問
う
、
和
尚
、
畢
竟
ず
る
に
禅
宗
頓
悟
入
理
の
門
、
的
的
の
意
如
何
ん
。
仰
山
云
く
、
此
の
意
甚
だ
難
し
。
若
是
他
の
祖
宗
の
苗

か
れ

裔
な
ら
ば
上
上
の
根
性
な
り
。
西
天
の
諸
祖
、
此
土
従
上
の
祖
の
如
き
は
、
相
い
承
く
る
も
の
或
は
一
玄
機
、
或
は
一
境
智
、
他
便
ち
肯
い
去
り
て
玄
に
自

理
を
得
、
惑
地
に
居
ら
ず
、
更
に
文
教
に
随
わ
ず
。
故
に
相
い
傳
え
て
云
く
、
諸
佛
の
理
論
は
文
墨
に
干
わ
ら
ず
、
と
。
此
の
一
根
の
人
は
得
難
し
。
汝
に

な

向
か
っ
て
道
う
、
有
る
こ
と
少
し
、
と
。
學
禅
の
師
僧
、
何
れ
の
處
に
か
佛
法
を
得
ざ
る
こ
と
有
る
。
只
だ
志
無
き
が
為
め
な
り
。
汝
聞
か
ず
や
、
先
徳
道

く
、
若
し
安
禅
静
慮
せ
ざ
れ
ば
、
這
裏
に
到
っ
て
惣
に
須
く
忙
然
た
る
べ
し
、
と
。

　
思

問
う
て
云
く
、
此
の
一
格
を
除
き
て
、
別
に
更
に
入
處
有
り
や
。
仰
山
云
く
、
有
り
。
如
何
な
る
か
即
ち
是
。
仰
山
云
く
、
汝
は
是
れ
何
處
の
人
ぞ
。

は

思

云
く
、
幽
燕
の
人
な
り
。
仰
山
云
く
、
汝
は
還
た
彼
の
處
を
思
う
や
。
答
え
て
云
く
、
思
う
。
仰
山
云
く
、
彼
の
處
は
是
れ
境
、
思
は
是
れ
汝
が
心
。
如

今
、
个
の
思
う
底
を
返
思
せ
よ
、
還
た
彼
の
處
有
り
や
。
答
え
て
云
く
、
這
裏
に
到
り
て
は
但
だ
彼
の
處
の
み
に
非
ず
、
一
切
悉
く
無
し
。
仰
山
云
く
、
汝

が
見
解
に
は
猶
お
心
境
の
在
る
有
り
。
信
位
は
即
ち
是
な
る
も
、
人
位
は
即
ち
是
な
ら
ず
。

　
思

問
う
、
這
裏
を
除
却
し
て
別
に
更
に
意
旨
有
り
や
。
仰
山
云
く
、
有
を
別
ち
無
を
別
た
ば
即
ち
安
ん
ぜ
ざ
る
な
り
。
思

問
う
、
這
裏
に
到
り
て
作

ま

摩
生
な
ら
ば
即
ち
是
な
ら
ん
。
仰
山
云
く
、
汝
が
解
處
に
據
れ
ば
、
還
た
一
玄
を
得
て
得
坐
被
衣
せ
ん
。
向
後
自
看
せ
よ
。
汝
聞
か
ず
や
、
六
祖
云
く
、
道

は
心
に
由
り
て
悟
る
、
と
。
亦
た
云
く
、
心
を
悟
る
、
と
。
又
た
云
く
、
善
悪
都
べ
て
思
量
す
る
こ
と
莫
く
ん
ば
自
然
に
入
る
こ
と
を
得
て
、
心
躰
湛
然
と

し
て
常
寂
に
し
て
妙
用
恒
沙
な
ら
ん
、
と
。
若
し
實
に
此
く
の
如
く
ん
ば
、
善
く
自
ら
保
任
せ
よ
。
故
に
云
く
、
諸
佛
護
念
す
、
と
。
若
し
有
漏
に
し
て
意

そ

根
を
忘
せ
ざ
れ
ば
、
憶
想
の
身
前
義
海
に
在
れ
ば
五
陰
身
の
所
攝
を
被
ら
ん
。
他
の
時
自
ら
奈
何
ん
と
も
せ
ざ
ら
ん
。
故
に
云
く
、
象
の
深
泥
に
溺
る
る
が

如
し
、
と
。
並
び
に
禅
を
見
ず
。
亦
た
師
子
兒
に
非
ざ
る
な
り
。
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・
若
是
他
祖
宗
苗
裔
　
原
文
は
若
見
云

云

。
見
を
是
に
改
め
る
。

・
諸
佛
理
論
不
干
文
墨
　
六
祖
の
言
。
伝
灯
録
五
参
照
。

・
若
不
安
禅
静
慮
、
到
這
裏
惣
須
忙
然
　
巻
十
四
大
珠
慧
海
の
伝
に
も
見
え
る
語
。
の
ち
坐
禅
儀
に
引
か
れ
る
。

・
道
由
心
悟
　
伝
灯
録
五
の
六
祖
の
伝
参
照
。

　
第
五
、
海
東
の
僧
亭
育
問
う
、
和
尚
が
禅
決
名
凾
、
措
く
所
を
知
ら
ず
、
仰
山
集
雲
峯
、
迦
葉
弥
伽
、
舎
那
、
遮
那
、
三
摩
鉢
底
、
師
地
、
静
慮
、
沙
門

慧
寂
。
和
尚
云
く
、
仰
山
集
雲
峯
な
る
者
は
即
ち
是
れ
盧
舎
那
本
身
及
び
現
在
の
業
根
分
段
身
の
招
く
所
の
外
依
報
な
り
。
亦
た
僧
寶
住
持
の
處
所
と
云
う
。

伽
葉
弥
迦
な
る
者
は
、
惣
な
り
。
迦
葉
な
る
者
は
禅
宗
の
初
祖
に
し
て
婆
迦
婆
の
處
よ
り
密
に
三
昧
を
傳
え
た
り
。
故
に
弥
迦
と
云
う
な
り
。
舎
摩
な
る
者

は
密
受
三
昧
な
り
。

　
亭
育
問
う
、
和
尚
が
禅
決
中
に
云
く
、
我
に
本
来
の
面
目
を
還
せ
、
と
。
是
れ
此
の
三
昧
な
る
こ
と
莫
き
や
。
仰
山
云
く
、
若
し
是
れ
汝
が
面
目
な
ら
ば
、

更
に
我
を
し
て
説
か
し
め
よ
、
石
上
に
花
を
栽
う
る
が
如
く
、
亦
た
夜
中
の
樹
影
の
如
し
、
と
。
問
う
て
云
く
、
夜
中
の
樹
は
決
定
し
て
有
る
こ
と
を
信
ず

る
も
、
其
の
樹
影
は
有
と
為
す
や
無
と
為
す
や
。
仰
山
云
く
、
有
無
は
且
ら
く
置
く
、
汝
、
今
、
樹
を
見
る
や
。

　
遮
那
な
る
者
は
身
性
如
な
り
。
三
摩
鉢
底
な
る
者
は
即
ち
戒
定
慧
な
り
。
亦
た
菩
提
の
妙
花
と
云
い
、
亦
た
花
蔵
荘
厳
と
云
う
、
即
ち
内
依
報
な
り
。
外

果
を
招
く
者
は
即
人
相
成
佛
是
な
り
。
師
地
な
る
者
は
通
自
宗
、
自
宗
通
に
し
て
即
ち
三
十
三
祖
な
り
。
静
慮
な
る
者
は
即
ち
四
種
無
受
三
昧
な
り
。

　
問
う
、
此
の
三
昧
に
は
出
入
有
り
や
。
仰
山
云
く
、
有
病
な
ら
ば
即
ち
出
入
有
り
、
無
病
な
ら
ば
薬
還
た

る
。
初
心
は
即
ち
出
入
を
學
び
、
熟
根
は
即

ち
浄
明
無
住
な
り
。

　
問
う
、
出
入
は
其
の
意
如
何
ん
。
仰
山
云
く
、
人
如
無
受
に
入
る
と
き
は
即
ち
法
眼
三
昧
に
し
て
、
起
つ
と
き
は
外
取
受
を
離
る
。
性
如
無
受
に
入
る
と

き
は
即
ち
佛
眼
三
昧
に
し
て
、
起
て
ば
即
ち
内
取
受
を
離
る
。
一
躰
如
無
受
に
入
る
と
き
は
即
ち
智
眼
三
昧
に
し
て
、
起
て
ば
即
ち
中
間
取
受
を
離
る
。
亦

た
不
著
無
取
受
と
云
う
。
上
来
所
解
の
三
昧
に
入
り
て
よ
り
一
切
悉
く
空
な
り
。
即
ち
恵
眼
の
起
す
所
な
り
。
無
無
三
昧
に
入
る
こ
と
は
即
ち
道
眼
の
起
こ
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す
所
に
し
て
即
ち
玄
通
無
碍
な
り
。
譬
え
ば
虚
空
の
如
し
。
諸
眼
立
た
ざ
れ
ば
絶
え
て
眼
翳
無
し
。
如
上
の
三
昧
は
畢
竟
清
浄
に
し
て
依
住
無
し
、
即
ち
浄

明
三
昧
な
り
。

か

　
諸
の
學
人
に
告
ぐ
、
勤
め
て
精
進
し
、
懈
怠
嬾
堕
し
、
空
心
静
坐
し
、
一
个
の
無
念
無
生
を
想
い
、
一
个
の
無
思
無
心
を
想
う
こ
と
莫
れ
。
他
の
身
前
不

生
不
滅
な
る
二
辺
中
道
の
義
海
を
論
ず
れ
ば
、
是
れ
他
人
の
光
影
な
り
。
身
前
義
海
を
抛
却
し
、
緊
く
一
个
の
黒
山
を
抱
執
す
る
、
此
は
是
れ
癡
界
な
り
、
亦

た
是
れ
禅
ら
な
ず
。

　
沙
門
な
る
者
は
、
本
性
に
達
し
、
縁
慮
を
息
め
、
勤
め
て
上
来
の
三
昧
を
修
す
。
則
ち
一
切
三
昧
に
通
達
す
、
故
に
沙
門
と
云
う
。
天
人
阿
修
羅
頂
戴
恭

敬
す
。
故
に
云
う
、
道
徳
圓
備
す
、
と
。
此
れ
を
執
れ
ば
向
後
人
天
の
供
養
を
受
く
る
に
堪
え
ん
。
若
し
此
く
の
如
く
修
行
せ
ざ
れ
ば
人
天
の
供
養
を
受
け

た
め

て
一
生
空
し
く
過
ご
さ
ん
。
大
難
大
難
。
恵
寂
な
る
者
は
住
持
三
寶
中
に
在
り
。
初
解
の
与
に
外
に
依
報
を
招
く
と
別
な
ら
ず
。
並
び
に
假
名
空
に
属
す
。

あ
ん
ろ
く

　
自
餘
の
法
要
及
び
化
縁
の
事
、
多
く
仰
山
の
行
録
に
備
う
。

謚
智
通
大
師
妙
化
の
塔
。
東
平
に
遷
化
し
、
後
仰
山
に
帰
る
。

・
舎
那
遮
那
　
舎
摩
遮
那
な
ら
ん
。

・
絶
無
眼
翳
讃
如
上
三
昧
　
讃
は
衍
な
ら
ん
。

　
祖
堂
集
巻
第
十
八
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